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ギャラリー







　己おのれの荒あらい息いき遣づかいの合間に、音が聞こえてきた。

　足音だ。身を潜ひそめている破れお堂の外から、数え切れないほどたくさんの足音が、がちゃがちゃと金属音を響ひびかせて……これは、甲かつ冑ちゆうを着た雑ぞう兵ひようの足音だ。

『探せ！　このあたりにいるはずだっ』

　今度は声が聞こえてきた。怒ど声せいに近い男の声。

『逃にがすなよ。何が何でも見つけ出せ！　あいつを取り逃がしたら厄やつ介かいなことになるっ』

『奴やつを仕留めたら大おお手て柄がらぞ。望みのままに褒ほう美びを取らせると、殿とのの仰おおせじゃ！』

　身を硬かたくする。瞬しゆん間かん、真っ赤に染まった左ひだり肩かたと右足に激痛が走り、目の前がチカチカと赤く明めい滅めつしたが、歯を食いしばって耐たえる。絶対、捕つかまるわけにはいかない。

（渡わたすものかっ。あいつらなんかに、俺の……俺の……あれ？）

　俺の……何だっけ？　なぜか思い出せない。

　それどころか、追っ手がどこの誰だれで、自分がなぜ追われているのかさえ思い出せない。

（おか、しいなあ。でも……まあ、いいか）

　今、自分がやらなければならないこと……とにかく、彼らに渡してはいけないものがあり、逃げ切らなければならない。それだけは、しっかり覚えている。

　問題はない。やらねばならぬことをやるだけ。激痛と疲ひ労ろうで朦もう朧ろうとする頭で思った。

　しかし、そんな自分の耳に届いたのは──。

『もう、あいつだけだ。一族郎ろう党とう皆みな、あいつを一人囮おとりにして逃げちまったからな』

　……おと、り？

『捨て駒ごまにされたあいつは今手負い。もはや、恐おそれることなど何もない！』

『……殺せ！　殺せ！』

　一人。捨て駒。それらの単語がぐるぐると頭を巡めぐり、一つの事実を導き出す。

　自分は仲間に、家族に……捨て駒にされた。……裏切られた。

　目の前が、真っ暗になる。

（俺にはもう、何もない……？　ここで一人、死ぬしかない？）

　声にならない声で無様に呟つぶやき、力なく肩かたを落とす。

　その時、掌てのひらに温かな感かん触しよくを覚えた。これは……誰かの、掌？

『何言ってんだよ、ばあか』

　真っ暗くら闇やみに響く、がさつな……けれど、ひどく優やさしい男の声。

『何もない？　あるじゃねえか。寂さびしがって、子どもみてえに泣いてるお前が……ここにこうして、いるじゃあねえか』

　今度は頰ほおに何かが触ふれてきた。涙なみだに濡ぬれた頰をあやすように撫なでてくれる温かな指先。

『だったら、大だい丈じよう夫ぶだ。それさえ残ってりゃあ、何とでもなる。大丈夫』

　指先と同じく、どこまでも優しいその声は、虚うつろな心にひどく沁しみて……ああ。

（誰、ですか？　あなた様は……一体）
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「……あれ？」

　気がつくと、宙に伸のびる手が見えた。

（これは……俺の、手？　……あ）

　あたりを見回す。落ち着いた、品のある書院造の小さな部屋。その部屋の真ん中に敷しかれた布ふ団とんに横になっている、寝ね間ま着き姿の自分。そこまで確かく認にんして、ほっと胸を撫で下ろす。

（……よかった。夢か）

　信じていた味方に捨て駒にされる夢なんて、あまりにも悲し過ぎる。

「やれやれ……ふぁぁ。うーん……もう少し、寝よ」

　おやすみなさい。布団を被かぶり直し、再び目を閉じた……のだが──。

「えっ？　……ぃっ！」

　慌あわてて上体を起こした瞬間、全身に痛みが走り身を竦すくませた。

　己の体を見み遣やる。寝間着から覗のぞく肌はだには、幾いく重えにも包帯が巻かれていた。

　特に念入りに包帯が巻かれているのは、左肩と右足。夢で深手を負っていた箇か所しよと同じだ。

　では、さっき見た夢は……夢では、ない？　それなら……っ！

　再度あたりを見回す。愕がく然ぜんとした。

（……ここ、どこだ）

　よく見ると、全然覚えがない。なぜ、自分はこんなところにいるのか。

　うんうん考える。だが、いくら考えてもやはり思い出せない。いや、それどころか。

（そもそも……俺は誰だ）

　名前、歳とし、出自……何か一つでもいいからと、頭の中を引っ搔かき回してみる。

　自分の中に何もないことを思い知らされるだけだった。

　あるのは、自分は仲間に裏切られ、捨て駒にされたという事実。たった、それだけ。

　無意識に、乾かわいた嗤わらいが漏もれた。唯ゆい一いつ覚えていることがそれなんて。

（ひどいにもほどが……いや）

　きゅっと唇くちびるを嚙かみしめて首を振ふる。

　……違ちがう。確かに、自分は手て酷ひどく裏切られたかもしれない。でも、こうしてあの場から助け出してもらえて、手厚い手当てをしてもらった上に、

　──何もない？　あるじゃねえか。寂しがって、子どもみてえに泣いてるお前が……ここにこうして、いるじゃあねえか。

　あんなに優しい言葉をかけてくれる人がいる。

　僥ぎよう倖こうではないか。気落ちすることなんてない……と、思うことにする。

　そうでもしないと、ここまでしてくれた恩人に、ちゃんと礼を言うことができない。

　ただ……その恩人に、お前は誰だ何だと訊きかなければならないが──。

「おお。目が覚めたか、雪ゆき直なお殿どの」

　襖ふすまが開く音とともに声をかけられた。……雪直？

「そ、それ……っ！」

　俺の名ですか？　言いかけ、息を吞のむ。

　視線の先に、童わらべが立っている。年の頃ころは七、八歳。ぷっくりとした赤い頰が愛らしい童で、薬くす師しの出いで立ちをしている。まあ、そこまではいいのだが、問題は頭。

　大きくて長い耳が二つ生えている。白い毛の生えた、まるで兎うさぎのそれのような耳が。

　おまけに、髪かみの色も耳と同じく真っ白で、瞳ひとみの色は熟うれた鬼灯ほおずきのように赤い。

　何も言えず固まっていると、童がとことこ歩み寄ってきた。その後ろには、小さな風ふ呂ろ敷しき包みを前足で抱かかえ、二足歩行でよちよちついてくる兎の姿が二羽見える。

　しかも、それぞれ色違いの着物まで着ている。

「さて、家人を呼ぶ前に少々具合を診みさせてもらうぞ。カズラ」

　童が背後に掌をかざす。すると、後ろからついて来ていた兎の一羽が、抱えていた包みを畳たたみの上に下ろし、木の枝のようなものを取り出して童に渡した。

「はい。口を開けて」

　童が人差し指を立てる。途と端たん、指先が蛍ほたるの尻しりのように光り始めるではないか。

　あんぐりと口を開くと、童が輝かがやく指先で口の中を照らし、覗き込んでくる。

　この一連の流れに、ますます頭が混乱する。

（人間って、こんな感じだったか？　兎って服を着て二本足で歩いたっけ？）

　目の前の光景何もかもが、自分の常識とかけ離はなれ過ぎていて混乱する。いや、自分の名前さえ憶おぼえていない頭を当てにするのは馬ば鹿かだと思うが、それにしたって──。

　試ためしに自分の耳を触さわってみる。記き憶おくどおりの箇所に、記憶どおりの形で生えているばかりだ。

「うむ。いいようだの。若いと治りが早くて助かる……うん？　何をしておる」

「いや、その……俺の耳は、皆様と全然違うなと」

「うん？　寝ね惚ぼけておるのか？　人間のぬしと我らの耳が同じなわけなかろう。まあ、我らの耳の立派さに感かん嘆たんするのも分かるが……お。そういえば、紹しよう介かいがまだであったのう」

　己の両耳を摘つまんだまま固まっている……童曰いわく雪直という名であるらしい……に苦く笑しようしつつ、兎耳の童は居住まいを正した。

「コホン！　わしはこの屋や敷しきの主あるじに呼ばれ、ぬしを手当てした薬師の美み々み太たじゃ。こやつらはわしの下僕で、右からカズラ、レンゲと申す」

　童……美々太が言うと、二羽の兎たちが着物の穴から出た丸い尻しつ尾ぽが見えるくらい、小さな頭をぺこりと下げてくるので、慌てて頭を下げ返した。

「これは、ご丁てい寧ねいにありがとうございます。されど」

「何じゃ、その顔は。……ああ。かように愛らしく可か憐れんで麗うるわしい美少年が薬師？　と、不思議に思うておるのだな」

　確かに可か愛わいいと思うが、ずいぶん盛るな。内心そう思いつつも頷うなずいてみせると、美々太はえへんと胸を張った。

「ふふん、無理もない話じゃ。だがな、わしはこう見えてもぬしより数千歳年上ぞ」

「す、数千歳っ？」

「そうじゃ。なにせ、わしは兎の神しん獣じゆうだからの」

　さらりと言われた言葉に瞠どう目もくする。

　神獣とは神々が人間界に遣つかわす使つかいのことだ。人間が神を頼たよって神社を建こん立りゆうすると、神に代わり天界より降りてきて、信しん仰こうする人々に祝福をもたらす、とても尊い存在……だったはず。

　この童がその神の使い？　にわかには信じられない。

　しかし、この容姿からして普ふ通つうの人間でないのは確かだ。神獣は皆、神聖な純白の毛をしているとも聞く。とはいえ──。

「あの……失礼を承知でお訊きするのですが、神様の使いなら、その……怪け我がなんて、手当てなどせず、術か何かでたちどころにパッと治せたりするのでは？」

　おずおず尋たずねると、美々太は特に不快がる様子もなく、耳の先をちょんちょん曲げた。

「残念ながら、我らは何でもできるというわけではない。それぞれ持っている力が違うのだ。富をもたらすもの、長ちよう寿じゆをもたらすものというようにな。ちなみにわしは子宝をもたらす神獣。よって、ぬしの言うような治ち癒ゆの術は使えんのだ」

「そういうことでしたか。……？　しかし、先ほど美々太様はご自分を薬師と」

「ああ、これはわしの趣しゆ味みじゃ。召しよう喚かんされぬ間は暇ひまゆえ手て慰なぐさみにな。とはいえ、何千年来の趣味ゆえ、そこらの薬師よりはずっと腕うでがよいぞ。まあ、治癒の術が使える連中には敵かなわぬが、今彼奴きやつらはこの里にはおらぬゆえ、わしで我が慢まんしてくれ」

「そんな。このように手厚く介かい抱ほうしてくださり、ありがとうございます。それと……先ほど、里とおっしゃいましたが、ここは」

「ここか？　ここは……特に名はないが、強しいて言うなら干支えとの里とでも申そうか」

　思案げに小首を傾かしげつつ、美々太は言った。

「干支神獣が天界や人間界からの呼び出しがない間のんびり過ごす里じゃ。ちなみに人間界とは違う世界に存在しておる。なので本来人間は来られぬのだが、時々おるのだ。何かの拍ひよう子しでこちらの世界に迷い込んでしまう輩やからが。半年前にも一人来た。戦いくさで何もかも失ったというのでな。ここに住むことになって……ああ、今度連れてきてやろう。人間同士、話が合うはず…」

「ゆき、なお…さま……」

　ふと、美々太とは違う童の声がした。ひどく掠かすれた、不ふ明めい瞭りような声。

　今度は誰だれだろう。顔を上げ、目を丸くした。

　山やま吹ぶきと黒の縞しま模も様ようの、大きな垂れ目が愛らしい虎とら猫ねこが二本足で立っていた。

　カズラたちと同じように、人間みたいに直ひた垂たれを着ていて……ということは、このものは猫の神獣の下僕だろうかと思った刹せつ那な、雪直はびくりとした。

　虎猫の垂れ目から大おお粒つぶの涙なみだが溢あふれ出て、滝たきのように流れ始める。

　猫って泣けたか？　というか、突然どうしたのだと面めん食くらっていると、虎猫が「雪直さまあああ！」と叫さけんで飛びついてきた。

「よかった！　お目覚めになって、本当に……うう」

「あ、あの……っ！」

　虎猫の思わぬ行動に戸と惑まどっていた雪直ははっとした。

　開けっ放しの襖の陰かげに、何かが引っ込むのが見えた。

　白と黒の縞模様がついた、細長い、うねうねしたものが。

　何だろう。蛇へびか何かか？　雪直が不思議に思っている間にも、虎猫が言葉を続ける。

「も、申し訳、ありません。コマは、雪直さまから預かった大事な文ふみ、落としてしまいました。それで、こんな……うう。でも、許してください。分かってください。どうかどうか……っ」

「あの……すみません。その……文とは、何のことでしょう？」

　しがみついて泣きじゃくる虎猫……コマの頭に手を添そえて、そっと声をかける。

　コマが「へ？」と声を漏らし、涙でぐしゃぐしゃに濡ぬれた顔をゆるゆると上げてきた。

「すみません。俺は……何も覚えていないのです。自分のことも、あなたのことも、何もかも」

　コマの濡れた顔を袖そでで拭ふいてやりつつ告げると、コマは勿もち論ろん、その場にいた全員が耳をピンと立て、「ええっ？」と驚おどろきの声を上げた。

　その中に、低い男の声が混ざっていたような気がしたが……気のせいか？

「お、覚えておらぬ……って！　なにゆえ早はよう言わなんだっ」

「あ……すみません。美々太様の話が面おも白しろかったので、つい聴きき入って……はは」

「ついって、何と暢のん気きな。というか、誠まことに覚えておらぬのか？」

「あ、あ……コマのことも、主さまのことも？」

　頷いてみせると、コマが美々太の膝ひざに震ふるえる前足を乗せて揺ゆすった。

「あの、雪直さまはなにゆえ、何も覚えておられぬのでしょう？」

「うーむ。怪我をした時に頭を打ったか、時空を跨またいだことによる障さわりか。色々考えられる」

「う、う、う……でも、いつまでもこのままというわけでは、ないんですよね？」

「むう。門外ゆえ何とも言えぬが、あっさり戻もどることもあれば、何年も戻らぬことも」

　首を捻ひねるばかりの美々太に、コマは縞々模様の尻尾をふるふる震わせた。

「あ、あ……戻らない……うう……えっと、申し訳ありません。ちょっと、失礼します！」

　余程慌あわてていたのか、四本足で転がらんばかりの勢いで部屋を飛び出した。瞬しゆん間かん。

「わ！　主さま、いつからそこに……むぐっ？」

　どたどたと騒さわがしい足音が響ひびく。

　何事だと廊ろう下かを覗のぞいてみると、廊下の先、突つき当たりの部屋の襖ふすまが開いているのが見えた。

　そこから、縞々模様のついた縄なわのようなものが覗いている。うねうねと動いて……あれは！

（あれだ！　さっき部屋の中を覗いていた、変な生き物）

　改めてちゃんと見てみると、どうやら猫の尻尾のようだ。白と黒の縞々の……白？

　ということは、あれはコマの主の尻尾……と、思っていると、美々太が小さく息を吐ついた。

「あやつめ。大人しゅう養生しておれとあれほど言うたに」

「！　あの……ここの主様は、お怪我をなさっておられるのですか？」

「……うむ。職務中に、ちとな。されど、動けぬほどではなくてな。うろうろ動き回って……おまけに、わしの言うことをちっとも聞かん！　数百歳のがきんちょの分際で生意気な！　ぬしは努ゆめ々ゆめ、あのような患かん者じやになるでないぞ？」

「……は、はい。言いつけは守ります。でも、その……っ」

　そんな大変な時に、自分のことなどに手を掛かけていていいのか。そう言いかけた時、コマの声が聞こえてきた。

『え、え！　そんな……でもそれじゃ……ううう。主さまがそうおっしゃるなら……はい』

　かすかに漏もれ聞こえてくるコマの沈しずんだ声こわ音ねに、じくりと胸が痛む。

　あの虎猫、そして虎猫のいう「主さま」との思い出なんて、今の自分には一つも存在しない。

　それでも、雪直が目を覚ましたことを泣いて喜んでくれて、傷ついた体を押して様子を見に来てくれたことを思うと、二人を覚えていなくて申し訳がない。

「あの、すみません。俺は、あの方々とどのような関係なのでしょうか」

　とにもかくにもまず、二人のことを思い出したくて尋ねると、まるで聞き耳を立てるように、耳をぴこぴこ動かしていた美々太が、驚おどろいたように目を見開いた。

「え？　あ……さ、さあ。わしは知らん。ただ……どんなに長くても、ぬしらはたった二日の付き合いだぞ？」

「そうですか。そんなに……は？　ふ、二日？」

　訊きき返すと、美々太はこくりと頷いた。

「わしはあやつらとは数百年来の付き合いじゃが、ぬしの話など聞いたことがない。三日前に診しん察さつで訪ねた時も普ふ段だんどおり、ぬしもこの家にはおらなんだ。だが昨夜、大変だから来てくれと言われて来てみたら、傷を負ったぬしがおってな」

「……昨夜」

「うむ。それからはてんやわんやで事情を聞けておらぬのだが……おそらく、時空を越こえてこの里に迷い込み、行き倒だおれておったぬしを、コマが見つけたのであろう。ぬしの名を知っておったのは、その時はまだ記き憶おくを失ってはいなかったため。ぬしは名乗り、文を託たくし意識を失って、そのまま……と、考えるのが妥だ当とうであろうな」

　雪直は目を瞠みはった。里に迷い込んでということは、自分はあの状じよう況きようから自力で脱だつ出しゆつしたということか？　敵に囲まれ、右足も負傷していたのに、どうやって？

　それに、夢の中でずっと励はげまし続けてくれたあの声の主は？

　色々疑問は尽つきなかったが、とりあえず──。

「では、先ほどコマ殿どのがあんなに泣きじゃくっていたのは、どうして」

「それは、ぬしより預かったという文のせいではないか？　なくしたことをずいぶん気にしておった。あやつは涙なみだ脆もろうて、尋じん常じようではないほど小心者ゆえな」

　小心者？　首を傾げているとコマが戻ってきた。だが、足取りはぎこちないし、耳はぱたぱた。髭ひげはぴくぴく。何だか様子がおかしい。

「え、えっと……先ほどは、その、失礼いたしました。それで……えー」

　震える前足で、懐ふところから紙を数枚取り出す。どうやら、主からの言こと伝づてが書かれているらしい。

「あ、あ……『まずは深呼吸。落ち着いて、安心させるような口調で』」

「……は？」

『コマッ！』

　男の低い怒ど鳴なり声があたりに響く。コマが全身の毛を震わせ、「は、はい！」とひっくり返った声を上げ、部屋を飛び出して行く。

『主さま、何か……えっ？　括かつ弧この中は読まないっ？　そんなの聞いてな……いたっ』

　しばらくそんな声が聞こえた後、耳を可か哀わい想そうなほど下げたコマが戻ってきた。

「も、申し訳ありません。では、改めて……コホン。えっと『二日前、里の外れで倒たおれていた貴き殿でんをコマが見つけた。その時はまだ記憶が残っていたらしく、自分は雪直だと名乗り、文を……しっかり食べて養生するように』」

　コマッ！　またも怒ど号ごうが上がる。

『主さま、今度は何でございましょう？　ええっ？　読む順番が違ちがう？』

「……ほらな。主からの伝言一つ伝えるのでさえ、あのように緊きん張ちようして失敗しまくるのだ。文をなくしたらどうなるか分かろう」

「……なるほど」

　確かに、あそこまでの小心者だったら、赤の他人からとはいえ、託された文をなくしたら、泣きながら謝罪してくるだろう。それは納なつ得とくできた。ただ、今度は別の疑問が湧わいてきた。

　なぜ、コマの主は姿を見せない？　先ほども、部屋の前まで来ていながら入って来なかったし、何とも不可解だ。とはいえ、これ以上おろおろするコマを見るのは忍しのびない。

　雪直は畳たたみに手を突き、ゆっくりと起き上がった。

「雪直殿？　どうなされた」

「いえ。これ以上、お手間を取らせるのは悪いので、俺のほうから伺うかがおうかと……っ」

　立ち上がろうとしたが、右足に鋭するどい痛みが走り、雪直は顔を歪ゆがめた。

「ほれ。まだ立つのは無理じゃ。よいよい、気にするな。ここの主はしち面めん倒どうな変人駄だ々だっ子ゆえ、関かかわらぬほうがよい」

「……いえ、そういうわけにはっ」

　この人は悪口も盛るなあ。そんなことを思いつつ、何とか部屋を出ようともがいていると、とぼとぼと歩いて帰ってくるコマと鉢はち合あわせした。

「雪直さまっ？　いかがなさいました」

「はい。よろしければ、俺が直接お話を伺いに参ります。お礼も申し上げたいですし」

　申し出ると、コマは目を剝むいた。

「え、え……直接っ？　それは、ちょっと……少々お待ちください！」

　踵きびすを返し、主がいる部屋に駆かけ込んでいく。その姿に雪直は眉まゆを寄せた。

（もしかして、会いたくないと思われてる……？）

　不安に思っていると、コマが前足に文を携たずさえ戻ってきた。

「も、申し訳ありません。お目通りは叶かなわぬそうです。それで、これを」

（……会って、くれないのか）

　落らく胆たんを覚えつつ文ふみを受け取った雪直は、小さく息を吐いて文面に目を走らせた。

　会いたくないと思われているのなら、厳しい言葉が書かれていると思ったのだ。

　しかし、文を読み終えると同時に、雪直は思い切り首を捻った。







　深夜。床とこに就ついていた雪直はふと、そばに置いておいた文を手に取った。

　この家の主から送られた文だ。

『礼はいらん。俺に構うな。好きなだけここにいろ』

　力強く癖くせのある文字で書かれた文言を、もう一度月明かりで照らし読み、小さく唸うなる。

　どういう意味だろう。関わりを持ちたくない。顔も合わせたくない。それなのに、好きなだけいろだなんて、矛む盾じゆんしているにも程ほどがある。

　美々太は、ここの主は変人なので考えるだけ無む駄だ、気にするなと言い、カズラとレンゲは、「あんまり悩なやまないで」と、自分たちのおやつ、花の蜜みつ入り饅まん頭じゆうを差し出してくれた。

　コマも、「主さまもこうおっしゃっていることですし、ぜひご滞たい在ざいなさってください」と言ってくれ、甲か斐い甲が斐いしく世話を焼いてくれた。

　皆みな、優やさしい……いや、直接会ってはいないけれど、ここの主もすごく優しい。

　怪け我がをしているのに様子を見に来てくれたり、コマに託した言伝に、わざわざ「安心させるような口調で」などとト書きを書き入れたり……それと、これは家の中を一通り案内してもらって気づいたのだが、雪直に宛あてがわれたこの部屋が一番、庭の景色が綺き麗れいに見えて日当たりがいい。

　直接会わずとも、気き遣づかいをひしひしと感じる。

　だからこそ、気になる。どうして会ってくれないのか。

　面と向かって話したこともないのだから、雪直自身が嫌いやというわけではないと思うが……もしかして、人間に何か嫌な思い出があるのだろうか？

　例えば、今負っているという怪我。職務中に負ったとのことだが、もし福をもたらそうとした人間たちに負わされたものだとしたら……。

　断定はできない。でも、自分がいることを苦痛に思っていることだけは分かる。

　コマも一いつ生しよう懸けん命めい気遣ってくれているが、まだ文のことを気にしているのか、主の様子が気になるのか。落ち着きがなく失敗を繰くり返し、主の部屋から出てくる時は必ず泣いている。

（これは……すぐに、出て行ったほうがいいだろうな）

　行く当てなどないが、恩人に我が慢まんを強しいて辛つらい顔をさせるようなことをしてはいけない。

（助けてもらった礼もせず、お暇いとまするのは、すごく心苦しいけど……あ。そういえば）

　ここの主は、どんな姿をしているのだろう。声は大人の男のものだったが、美々太は「がきんちょ」と言っていたし、猫ねこの神しん獣じゆうでもあるのだから、美々太のような愛らしい童子？　それとも……と、そこまで考えて、雪直ははたと気がついた。

　主の容姿云うん々ぬんの前に、自分はどんな容姿をしているのだ。

　色々なことがあり過ぎて、うっかり忘れていた。

（いけない、いけない。この部屋に、鏡は……なさそうだな。だったら）

　庭に池があった。そこの水みな面もに自分の姿を映してみよう。

　怪我に障さわらぬよう、そろりそろりと這はって縁えん側がわに出る。

　手ごろな棒が立てかけてあったので、それを杖つえにして夜の庭に出た。

　夜よ露つゆに濡ぬれた初秋の庭は満月に照らされて、きらきらと輝かがやいていた。池の水面には、純白の睡すい蓮れんが咲さいていて、艶つややかに光っている。

　水面に身を乗り出す直前、雪直はとっさに動きを止め、小さく息を吸った。

　なぜだろう。自分の姿を見るだけなのに妙みように緊張する。

　恐おそる恐る水面を覗のぞき込む。そこには……一人の少年が映っていた。

　肩かた幅はばが狭せまく、ほっそりとした小さな体。髷まげさえ結ゆっていない、短めのざんばら髪がみ。黒目がちの大きな目が印象的な、いやに大人しめであどけない顔。その姿に、雪直は面めん食くらった。

　大勢の雑兵に追われていたのだから、強くて精せい悍かんな容姿を想像していたのに、風が吹ふいただけで飛んで行きそうなほどに弱々しい。それにこの髪型。こんなに短かったら髷も結えない。

　自分は武士ではないのか？　というか、自分は一体いくつなのか。

　ただ、ものすごい童顔なのか。それとも本当に童わらべなのか。見れば見るほど謎なぞは深まるばかり。

　自分は何者なのだろう。思い切り首を捻ひねったが、ふと……その謎が解けたところで何になると、心の中で誰だれかが投げやりに問うてくる。

　仲間も家族も皆、お前を囮おとりにして逃にげたのだ。そんな連中との日々を思い出してどうする？

　また、体ていよく利用されるためだけに戻もどるつもりか？　いや、そもそも……使い捨てられたお前の居場所なんて、もうどこにもないのでは？

　そんなお前が、今こうして生きている意味は？

　止めどなく溢あふれ出てくる自問に、裏切られた記き憶おくしか持たない心が悲鳴を上げる。

　その時、視界の端はじを何か白い影かげが横切り、我に返った。

　何だろう。何の気なしに目を向け、呼吸を忘れた。

　青白い月明かりの中、男が一人佇たたずんでいる。

　年の頃ころは二十代前半。長身で均整の取れた体たい軀く。だらしなく着き崩くずした藤ふじ紫むらさきの狩かり衣ぎぬと、適当に後ろで結わえられた、白雪のように清せい冽れつな白銀の長ちよう髪はつから覗く、月光に溶とけてしまいそうなほどに白い肌はだ。研とぎ澄すまされた刃やいばのような、冴さえ冴えとした精悍な横顔。

　頭の上に、黒くて丸い獣けものの耳。尻しりからは白と黒の縞しま々しまの尻しつ尾ぽが生えた異形の姿ではあるが、その立ち姿は夢のように艶やかで美しい。

　その中で、特に目を引かれるのが眼めだ。金色に輝く生命力に溢れた瞳ひとみは長い睫まつげに伏ふせられ、ひどく悲しげに見える。

　その様に心がざわつく。浮うき世よ離ばなれした美しさと風ふ情ぜいを湛たたえて、何をそんなに憂うれいているのか。

　金色の視線の先には、包帯が巻かれた右手に握にぎられた、細長い棒のようなものがあった。

　篠しの笛ぶえだ。漆うるし塗ぬりに白い花の絵が描えがかれた雅みやびな作りだ。

　あの笛に、何か悲しい思い出でもあるのだろうか。漠ばく然ぜんとそんなことを考えていると、不意に彼の左手が動いた。

　長く形のよい、傷ついた指先が笛を撫なでる。

　下から、指ゆび孔あなの縁ふちを一つ一つゆっくりと丁てい寧ねいになぞっていく。

　月明かりに浮うかぶその所作は、まるで愛いとおしい想おもい人の頰ほおを撫でるように優しい。歌口にいたっては、想い人の唇くちびるを愛あい撫ぶするように狂くるおしく、淫いん靡びで──。　>>>♥

　ここで、雪直はとっさに目を逸そらした。顔が、馬ば鹿かみたいに熱い。

（……お、俺は今、何を考えた！）

　どうかしている。ただ笛を撫でる指先を見て、他人の情事を覗き見るような、淫いん猥わいさと背徳感を覚えるなんて！

　己おのれの感覚に戸と惑まどう。その時、何か音がした。目を上げると、こちらを見つめる麗れい人じんの視線とぶつかる。強い眼光に射い貫ぬかれて、びくりと肩かたが震ふるえた刹せつ那な。

「離はなれろ……早く池から離れろっ」

　麗人が鋭するどい声で叫さけぶ。意味が分からず、とっさに池へと振ふり返る。

　息を吞のむ。水面から、無数の黒い腕うでがこちらに向かって伸のびてくる。

「わ……っ！」

　悲鳴を上げる間もなく、腕の一本に口を塞ふさがれる。他ほかの腕も肩や脇わき、足などを次々に摑つかんで、すさまじい力で引っ張ってくる。

　踏ふん張りが利きかず、足が地面から離れて……引きずり込まれる！

「させるかっ！」

　目の前を、稲いな妻ずまのような閃せん光こうが走った。「ぎゃっ！」という無数の悲鳴が上がるとともに、体を摑んできていた無数の手が木っ端ぱ微み塵じんに砕くだけ散る。

　雪直の体が宙に投げ出される。そのまま地面に叩たたきつけられそうになったが、覚かく悟ごした衝しよう撃げきは襲おそってこなかった。かの麗人が雪直と地面の間に滑すべり込み、抱だき留とめてくれたのだ。

「……ぃっ」

　頭の上で、かすかな呻うめき声がした。

「あ、あの……っ」

　大だい丈じよう夫ぶですか。言いかけてはっとする。突然、息が詰つまるほど強く抱き締しめられた。

　思いがけず、逞たくましい腕に抱き竦すくめられて雪直は目を白黒させた。

「せっかく拾った命を、粗そ末まつにすんじゃねえよ。馬鹿が」

「あ……すみ、ません。その……っ」

　戸惑いつつも彼の胸から顔を上げた雪直は息を詰めた。

　先ほど横顔しか見えなくて気づかなかったが、彼の綺麗な顔は右半分が包帯で覆おおわれていた。

　包帯は先ほどの戦せん闘とうのせいでか、半分解けかけている。その隙すき間まから覗くのは、痛々しい火傷やけどの痕あとで……と、ここで彼がすっと顔を背そむけ、身を離した。

「……怪我は？」

「え……はい。おかげさまで。それと……もしかして、コマ殿どのの主あるじ様ですか？　俺は……っ」

「『俺に構うな』。文ふみにそう書いたはずだ」

　雪直の声を遮さえぎるようにして素っ気なく言うと、彼は立ち上がった。

　背を向け、そのまま歩き出す。その背を見たら、なぜだろう。無む性しように心がざわついて、気がついたら「待って」と声を上げてしまっていた。

「あの、よろしかったら……包帯、巻き直しましょうか？」

「……」

「自分で巻き直すのは、大変でしょう？　コマ殿はもう寝ねていますし、その……」

「そんな声を出すな」

　こんな状じよう況きようでさえ拒きよ絶ぜつされたらどうしようと、胸をドキドキさせながら、懸けん命めいに言葉を紡つむいでいると、ぶっきらぼうな声が落ちてきた。「え？」と声を漏もらすと、今度は小さな舌打ち。

「……分かった。じゃあ頼たのむ」

　わずかな沈ちん黙もくの後、彼は溜ため息いき交じりに言うと、いまだに持ったままになっていた篠笛を懐ふところにしまい、雪直に向き合うようにして胡坐あぐらを搔かいた。雪直は頰を綻ほころばせる。

　助けてもらってばかりで心苦しく思っていたから、少しでも何か返せることが嬉うれしかった。

「ありがとうございます。それじゃ……痛かったら、すぐ言ってください」

　そっと、包帯に手をかける。

　解けかけている包帯を火傷に触ふれぬよう慎しん重ちように解き、もう一度丁寧に巻いていく。

　火傷は想像以上に重傷だった。肌は焼け爛ただれ、目も瞼まぶたが潰つぶれて開けない状態だ。

　本来なら、ここで彼に対して深い憐あわれみを覚えるのだろう。

　よりにもよって、こんな綺き麗れいな顔にここまでの怪け我がを負うなんて、あまりにも惨むごいと。

　しかし今、そんな感情は微塵も湧わいて来なかった。思うのは、ただただ……と、思いつつ包帯を巻き終えると、金色の瞳と目が合った。

　射貫くように見つめてくる、艶やかに濡れた瞳に、ひどく胸がドキドキした。

「……お前、俺の顔を見て何とも思わないのか」

「え？　そりゃあ……とても、男前だなあと」

　面食らい、思わず本心を告げると、彼は眉み間けんに皺しわを寄せた。

「……男前だ？」

「はい。元々の顔立ちもそうですけど、その……この火傷、痛いだろうし、右目も見えなくなって不自由だろうしで、本当は今、とてもお辛つらいと思うんです」

「……」

「でも、あなた様はそれを微塵も表情に出さない。それに、昨日今日会ったばかりの俺をたくさん気き遣づかってくださった。だから、この火傷を見てると、あなた様の強くて温かい心が見える気がして、それで……それもまた、すごく男前だなあと……」

「安い口く説ぜつ」

「……は？」

　何を言われたのか分からず間の抜ぬけた声を漏らすと、彼は唇を嚙かみそっぽを向いた。長い前まえ髪がみに隠かくれて、彼の顔が見えなくなる。

「真面目まじめそうな面つらして、出会い頭がしらに……こんなに軟なん派ぱな奴やつとは思わなかった」

「へ？　ち……違ちがいます！　そういう意味で言ったんじゃ」

「天然かよ。余計性質たちが悪ぃ。だから、魔ま物ものにも簡単につけ込まれるんだ」

「！　そ、そりゃ、確かに襲われましたけど、あの方々は水みな面もを覗のぞき込んでいたら襲いかかってきた……あ。そういえば、どうしてあんなものを池に飼ってるんですか？」

　ふと湧いた疑問を口にすると、彼は面めん倒どう臭くさそうに耳をぱたぱた動かしつつも説明してくれた。

　この世界には神しん獣じゆうの他に魔物と呼ばれるものが存在する。そして、人間の怨おん念ねんから生まれたものや、落ちぶれた神獣の成れの果てである彼らは、神獣や人の肉が大好物なのだと。

「この里は五重に結界を張り巡めぐらせているから普ふ段だんは安全だが、心を乱し狂わせる禍わざわいの光を放つ満月の夜は違う。月の光に溶とけ込み、この地に入り込んでくる。光を集める水辺が特に危険で、水面に映る月に潜ひそみ、心が弱っている獲え物ものを狙ねらうんだ」

「……心が、弱ってる？」

「例えば、『俺は邪じや魔ま者ものだ。早く消えるべきだ』なんて、思い詰めている輩やからだ」

　ずばりと言われた言葉に、肩が震えた。彼はふんと鼻を鳴らし、「俺のせいか」とまたも図星を指してくる。雪直はとっさに顔を袖そでで隠した。

「何やってる」

「あ、あの……これ以上、心の中読まれるのは、恥はずかしいなと……っ」

　ぐいっと顔を隠していた腕を摑まれ、顔を覗き込まれる。綺麗な顔が目の前に迫せまってきて、どぎまぎした。

「ったく、面倒な奴だな」

「！　あ、あの……っ」

　体を横よこ抱だきに抱かかえ上げられて、雪直は声を上げた。彼はそのまま、雪直が寝ていた部屋まで運ぶと、「寝ろ」と端たん的てきに命令し、布団の上に雪直を下ろした。

「……あの、気を悪くしないでください。俺はただ」

「なしだ」

「……え」

「『俺に構うな』ってのは、もうなしだ。そんな気遣いは無む駄だだと分かったからな」

「あ……それ、って……わっ」

「この傷で怖こわがらせたら悪いと思って構うなと言えば、邪魔者扱あつかいされたと拗すねる。俺のこの顔を見ても、男前だなんて言って口説いてくる。そんな鈍にぶくて阿あ呆ほうなぼんやりには、気遣いなんて無駄だったって言ったんだ」

（こ、この神獣様も……悪口いっぱい盛るなあ）

　神獣は皆みな、そうなのだろうか？　少々乱暴に尻しつ尾ぽで鼻先をくすぐられながら、そんなことを考えた。それでも──。

「だから……出て行こうだなんて思うな。ゆっくり養生しろ」

　少しの間の後、向けられた言葉にどきっとした。

　この優やさしい声こわ音ね！　夢の中で泣いていた自分に「大丈夫だ」と言って涙なみだを拭ふいてくれた、あの人と同じ声だ。

（魘うなされていた俺を、ずっと慰なぐさめてくれたのはこの人だ！）

　じわりと心が温かくなる。それと同時に、胸を撫なで下ろす。

　よかった。自分は彼に疎うとまれているわけではなかった。

　それなら、助けてもらった恩も返すことができる。顔も見たくないほど嫌きらわれていたら返したくても返せない。

「ありがとうございます！　それと……できれば、お名前を教えていただきたく……？」

　言いかけ、雪直は口を閉じた。名前を訊きいた途と端たん、あんなに表情豊かだった彼の顔から、感情の色が綺麗さっぱり消え失うせた。残るのは、虚うつろな目をした能面ばかり。

「あの……どうか、なさった……わっ」

　目の前が真っ暗になった。彼が雪直の頭に布団を被かぶせてきたのだ。

　すぐ被せられた布団を取ろうと思ったが、やめた。

　見えたのだ。布団の合間から、懐にしまっていた篠しの笛ぶえを握にぎり締める彼の手元が。

　それが何を意味しているのか、分からなかったけれど──。

『事のついでに訊かれるほど、安い名じゃない』

　彼の声が聞こえてくる。布団を通してだからか何なのか、いやに不ふ明めい瞭りように聞こえる。

「そう、ですか？　じゃあ、改めてお訊きします。お名前、教えてください」

『……。……銀ぎん』

　しばしの沈黙の後、そんな言葉が落ちてきた。耳を澄すまさなければならないほど小さな声。

　雪直が、「……銀様」と呟つぶやかれた名前を復唱すると、笛を握り締める彼……銀の手が、滑こつ稽けいなほどに震ふるえた。

　その意味を、銀のことを何も知らない今の自分には知る由もないが、これだけは分かった。

　自分は、彼にとても嫌いやな思いをさせてしまった。
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『ねえ、これ見て！』

　弾はずんだ童わらべの声がした。これは、幼き日の自分の声だろうか？

『あ。お前、今までどこに行ってた……うん？　どうしたんだ、その猫ねこ』

　とある人ひと影かげが浮うかび上がる。一人、二人……三人いる。だが、霞かすみがかって顔はよく見えない。

『うん！　さっき、神社で拾ったの。とっても可か愛わいいでしょう？』

『か、可愛い？　うーん……どうです？　可愛いと思います？』

『えー…、これがか？』

『これは、可愛いと言うより、太ふて々ぶてしいだろう』

『ぎゃーご！　ぎゃーご！』

　三人が口々に言うと、下から何やら鳴き声が響ひびいた。ひどく野太い声だ。

『ほら、この鳴き声も何だ。馬に踏ふまれたトノサマガエルみたいで全然可愛くない』

『え～』

　童の不服げな声が聞こえるとともに、視界が下へと降りる。

　金色の瞳ひとみと目が合った。白と黒の縞しま模も様ようの虎とら猫ねこだ。

　デンとふんぞり返るように地面にお坐すわりし、猫にしてはやけに鋭するどい目をこちらに向けている。

『うーん。やっぱり可愛いよお。だから、この子、飼いたい！』

『いや、いきなりそのようなことを言っても』

『というか、どうせ飼うならもっと可愛いのに……』

『名前はねえ。丸まってる姿が可愛かったから、ダンゴムシちゃん！』

『ぎゃーご！　ぎゃーご！』

　猫が大声で鳴き始めた。童の声がころころと笑う。

『見て！　この子、すっごく喜んでる』

『そ、そうか？　俺にはものすごく嫌がっているように見えるが』

『ははは。今日からお前はダンゴムシちゃんだぞ。よろしくね！』

　猫をぎゅっと抱だき締しめて、童がくるくる回る。猫は相変わらず「ぎゃーご、ぎゃーご」と鳴きながら、後ろ足をばたつかせていて──。
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「……あれ？」

　瞬まばたきすると、白黒縞の虎猫の姿が消えた。代わりに浮かんできたのは、朝日に照らされる書院造の室内。あまり馴な染じみのない光景に一いつ瞬しゆん戸と惑まどったが、枕まくら元もとに置かれた「俺に構うな」と書かれた文ふみを認め、ようやく思い出した。

　そうだ。自分は大おお怪け我がを負うとともに記き憶おくを失い、この家に厄やつ介かいになっているのだ。ただ……この家の主あるじ、銀のことを思い返すと、雪直の眉まゆはハの字に下がった。

　昨夜、名前を尋たずねた時。自分は確かに何かを間ま違ちがえた。でも、いくら考えてみても、何を間違えたのか分からない。

　ちゃんと謝りたいし、これ以上銀に不快な思いをさせないためにも、直接本人に理由を訊いてみたいが、何だか憚はばかられる。

　銀の様子がおかしくなったのは、あの篠笛が関係しているような気がするから。

（結構込み入った理由がありそうだよな。じゃなきゃ、笛をあんなふうに触さわったりなんか……いやいや！　だから、俺は何を考えてる……っ）

　妙みように頭から離はなれない、篠笛を愛いとおしげにさわる銀の指先を慌あわてて頭から追い出していた雪直は、細い肩かたを震わせた。

　のっしのっしとこちらに近づいてくる足音が聞こえる。コマではない。では、これは銀の？

　雪直は赤くなっていた顔を布団で隠かくした。今のこの顔を銀に見られたくない。

　けれどすぐ、何を隠れる必要があると思った。自分は昨日悪気がなかったとはいえ、銀に嫌な思いをさせてしまった。それなのに、こんなに朝早く会いに来てくれるわけがない。

　きっと、部屋の前を通り過ぎるだけだ。そう結論づけて、布団から顔を出そうとしたが、障子が勢いよく開く音がしたものだから、口から心臓が飛び出しそうになった。

（え？　え？　な、なんで、入ってくるんだ……っ？）

　予想外の展開に面めん食くらっていると、左足首に何かが絡からみついていた。何だっ？　と、思った時には強い力で引っ張られ、布団から引きずり出されてしまった。

「おう。生きてるか？　ぼんやり」

　尻尾で雪直を逆さ吊づりにしたまま、銀がぶっきらぼうな声でそんなことを言ってくる。

「は……はい。おはよう、ございます」

　呆あつ気けに取られながらも何とか挨あい拶さつすると、銀は鼻を鳴らしつつ下ろしてくれた。

「ふん。ぼんやりの上に寝ね坊ぼ助すけかよ」

　眉み間けんに皺しわを寄せ、ぼそりと吐はき捨てて部屋を出て行く。雪直はぽかんとしていたが、ふと開け放たれた障子の先に見える空を仰あおぎ見て、「あっ」と声を漏もらした。

　太陽の位置がかなり高い。もう昼だ。

（お、俺、かなりの寝坊助なんだな……って！）

　しまった。銀にまた不快な思いをさせてしまった。今度こそはちゃんとしようと思ったのに！

（余計、嫌われたかな……？）

　肩を竦すくめていると、今度はちょろちょろと軽かろやかな足音が聞こえてきた。コマの足音だ。

「あ！　雪直さま、お目覚めになったのですね。おはようございます！　お腹なか、空いていませんか？　粥かゆなりとお作りいたしますが」

　持っていた花か瓶びんを横に置き、ちょこんと行ぎよう儀ぎよく座るコマに、雪直は居住まいを正した。

「ありがとうございます。それと、すみません。このような刻限まで寝てしまって」

「え？　何をおっしゃいます！　雪直さまは怪け我が人。体を休めることがお仕事です。たくさん召し上がって、たくさんお休みになってくださいませ。主さまもそう申しておりますし」

「へ？　あ……そう、ですか？　ありがとう、ございます」

　おずおず頷うなずいてみせると、コマは横に置いていた花瓶を棚たなの上に飾かざった。

「では、すぐに何か作って参りますので、このお花でも愛めでてお待ちになっていてください！」

　花瓶に活いけられた竜りん胆どうを前足でちょんと突つついて、ちょろちょろと駆かけていく。その足音が聞こえなくなった後、雪直は小さく唸うなった。

（たくさん休め？　さっき、この寝坊助！　って怒おこったのに？）

　何が何だか分からないと考えあぐねていると、また粗そ暴ぼうな足音が聞こえてきた。銀の足音だ。今度は何だろう？　分からないが、とにかく今度こそはちゃんとしなければ！

　上体を起こし姿勢を正そうとした。だが、そうする前に銀は部屋に入ってくるなり、雪直が寝ている布ふ団とんの端はじを摑つかみ引っ張ってきた。

　雪直の小さな体は軽々と布団から放ほうり出され、畳たたみの上に尻しり餅もちを突いた。

　痛みはあまり感じなかった。というか、それどころではなかった。

（え？　え？　な、なんで……？）

　自分は何かしでかしたのか？　問答無用で寝ている布団から放り出されるほどの粗そ相そうを。

　混乱する雪直をよそに、銀が無言で布団を抱かかえて部屋を出て行く……かと思いきや、すぐ戻もどってきた。その手に抱えられていたのは、殿との様さまが使っていそうなほど上等な布団。

「よし。こっちのほうが、よく寝られそうだな」

　きょとんとしている雪直を抱き上げ、持ってきた布団に寝かせると、銀は一人納なつ得とくしたように頷いて部屋を出て行った。雪直はまたもぽかんとしたが、しばらくして思い切り首を捻ひねった。

（えーっと。もしかして……気を遣つかって、くれたとか？）

　雪直が寝るのが好きな寝坊助なら、もっと寝ね心ごこ地ちのいい布団を用意してやろうと思って？

　この時は判然としなかった。銀が向けてくる言葉は一々刺とげ々とげしいし、顔もひどく不ふ機き嫌げんそうだったから。

　その後も、銀の態度は変わらなかった。言葉はつんけん、顔はいつもしかめっ面つら。でも、何かにつけて雪直を構ってくる。

「コマが作る朝あさ餉げを無む駄だにするわけにはいかないからな」と、毎朝起こしに来てくれる。

　毎日大きな魚や美味おいしそうな果実を獲とってきて、「居い候そうろうに粗そ末まつなものを食わせたとあっては外聞が悪い」だ何だと言いながら、一番美味しい箇か所しよを食べさせてくれる。

　夜冷えると、「ぼんやりで寝坊助の上に、鼻垂れにまでなられたら目も当てられない」と、持ってきたふかふかの綿入れでくるんでくれて、しまいには、「部屋に籠こもりきりで、きのこでも生えてこられたらたまったものじゃない」と、動けない雪直を抱きかかえて、毎日庭を散歩してくれるようにまでなった。

　最近では、散歩の間話もしてくれる。天気のことや花の名前など、とりとめもない話ばかりだったが、一人でいると、あの夢のことを嫌いやでも思い出して塞ふさぎ込んでしまうから、とても心地よくて……と、さすがにここまで来れば、ぼんやりな自分にも分かる。

　銀は一いつ生しよう懸けん命めい自分のことを気き遣づかってくれている。顔を合わせるたびにぶつけてくる刺々しい言動も、怒っているからではなくて、

「ありがとうございます。銀様は、お優やさしい方です」

「！　……ふん。この程度のことで、大げさなんだよ。ばあか」

　照れの裏返しなのだと、礼を言うたび、耳の中が仄ほのかに赤くなるのを発見して分かった。

（やっぱり、銀様はとても優しい方だ。それと……かなりの照れ屋）

　しみじみと思い、心がぽかぽか温かくなった。でも……実際は、戸と惑まどいのほうが大きかった。

　銀は今、相当難なん儀ぎな思いをしているはずだ。特に右目の怪我。銀は隠そうとしているが、急に狭せまくなった視界になかなか慣れないらしく、反応が遅おくれたり、所作がぎこちなくなってしまうことが度たび々たびある。

　それなのに、雪直の世話を焼きまくる。その上、看病が得意というわけでもない……いや、看病の勝手さえ分かっていないようで、四苦八苦している。

　そんな銀が、不思議でしかたない。会ったばかりの、しかも銀よりずっと格下の存在である人間の自分に、どうしてここまでしてくれるのか。

　拾ったからには世話を焼かなければならないという義務感？　もしそうならやめてほしい。

　今の自分は銀に何も返せないから、せめてこれ以上負担をかけたくない。ゆっくりと養生して、自分の体を労いたわってほしい。

　だから、ある昼下がり。いつものように散歩に連れて行ってもらった後、銀に声をかけた。

「あ、あの……すみません。少し、よろしいですか？　その……もう、このように気を遣っていただかなくて結構です。俺、もう大だい丈じよう夫ぶですから……っ」

　剣けん吞のんな視線を向けられて、雪直は肩を震ふるわせた。

「なんで、いきなりそんなことを言うんだ」

「へ？　なんでって、その……銀様もお怪我をなさっていて、大変な時です。ですから…っ」

　しどろもどろに説明していると、今度は顔をぐいっと近づけられた。

「お前、俺がお前を構う理由を、こう思ってるだろう？　俺はお前を拾った者の義務を果たそうとしているだけだって」

「！　え……あ、それは……わふっ」

　ずばり図星を指されてあたふたしていると、鼻を摘つままれた。

「ふん。ぼんやりで鈍にぶいお前の考えることなんざ、すぐ分かるんだよ。……馬ば鹿かだな。俺が義務感でこんなことするほどお人ひと好よしに見えるか？」

「あ……いえ。全然見えないですけど、銀様はすごく優しいから……うぎ！」

「なんか引っかかる言い方だな。だが、まあ……義務感じゃねえよ。ただ……」

　そこまで言って、銀は口を閉じた。それからばたんばたんと尻しつ尾ぽで床ゆかを叩たたいて、

「……居心地がいいんだ。俺のこの顔を見て、男前だって言ってのほほんと笑うお前といると」

　不機嫌そうな顔で、ぼそりと言った。

　居心地がいい？　意味が分からず瞬まばたきすると、銀は今度は忙せわしなく耳をぱたぱたさせた。

「ふん。……分からなくていい。いや、分からないからこそいいんだ。だから、余計な遠えん慮りよなんかしなくていい。俺が、好きでやってることだ」

　くしゃりと頭を撫なでられた。瞬しゆん間かんなぜだろう。鼻の奥がつんと痛んだ。

　撫でてくれる所作や掌てのひらの温ぬくもりが、馬鹿みたいに優しく感じられたから？

　判然としないが、こんなに構ってくれるのは義務感からではなく、お前といると居心地がいいと言ってもらえたから？

　判然としないが、とにかく……いやにほっとして、心がやたらと温かくなったものだから、

「やっぱり……銀様は、お優しい」

　他ほかになんと言っていいか分からず、ぽつりと呟つぶやくと、銀は口をへの字に曲げた。

「優しい……ねえ。物好きだな。戦いくさ神がみの俺にそんなこと言うなんてよ」

「戦神でも何でも優しいものは優しい……へ？　いくさがみ？」

　聞き覚えのない単語に、雪直は大きな目をぱちぱちさせた。

「銀様は、神様に代わって人間に福をもたらす神しん獣じゆう様ではないのですか？」

「？　なんだ。美々太から聞いてないのか。面めん倒どう臭くせえから、説明は美々太に……分かった」

　雪直からの熱ねつ烈れつな好こう奇きの目にうっとうしげに眉まゆを寄せつつも、銀は説明してくれた。

「神獣にもな、色々種類があるんだ。俺たち戦神は、戦い専門の神獣だ。天界で主あるじである神の命のもと戦ったり、人間界で秀ひいでた戦人の守護神となってともに戦ったり……まあ、俺は人間界で戦ったことはほとんどないがよ」

　そう付け足す銀にどうしてかと尋たずねると、「つまらないから」と即そく答とうされた。

「まず、自分の力で戦えないってのが気に入らねえ。人間界だと、神獣は人間からの信しん仰こう心を糧かてに戦わなきゃならないからな。おまけに、信仰心が溜たまるまで、何十年と待たなきゃならねえ。それがかったるいんだ。特に何をするでもなく、ぺこぺこ頭下げてくる人間を眺ながめてるだけだからよ。で、ようやく力を手に入れても、一いつ緒しよに戦いてえと思う奴やつがいねえときちゃあ」

「……いないんですか？」

「おう。そもそも、勝たせてくれと頼たのみに来た時点で論外だ。諂へつらって何とかしてもらおうって根こん性じようなしに預ける背中も、戦場でお守もりなんて酔すい狂きような趣しゆ味みも、俺は持ち合わせちゃいねえんだ」

「……は、はあ」

　それはつまり、銀が助けは必要ないと判断するほど強くて、頼まれなくても思わずついて行きたくなるような男なら守護したいということか？

（神獣の銀様にそこまで思わせる人間なんて、この世にいるのか？）

　到とう底ていいるとは思えない。というか、そんなに強い男なら守護なんていらないのでは？　色々な疑問に首を捻っていると、銀が鼻を鳴らした。

「言ってることが滅め茶ちや苦く茶ちやだって思うか？　けどな。考えてみろよ。俺たち神獣だって生き物だ。滅めつ多たにあることじゃないが、人間界の戦で死ぬことだってある。そうして、一度死ねばそれきりだ」

　この戦で死ぬかもしれない。だったら、自分が認めた男に背中を預けたい。

「それなら、討うち死にすることになっても、そいつと二人笑って死ねる。そうだろう？」

「ああ……なるほど」

　確かに、神獣とて生き物。一度死ねばそれきりだ。ならば、一緒に死んでも構わないと思える者と戦場を駆かけたいと思うのも道理。

　しかし、雪直の意識はそれよりも別のものに注がれていた。

　それは、銀の表情。口元は綻ほころび、金の瞳ひとみは活いき活きと輝かがやいて……まるで、宝物を見つけた童わらべのような笑えみだ。

「戦いくさ場ば、好きなんですか？」

　思わず尋ねる。すると、銀はすぐに頷うなずいた。

「ああ好きだ。俺はしち面めん倒どうなことは嫌きらいだからよ。互たがいに自分の全部をむき出しにして、思い切り叩きつけ合うなんて、分かりやすくて最高じゃあねえか」

「……」

「相手は、強ければ強いほどいいな。そのほうが面おも白しろい。だから……俺は強くなりたい。それこそ、天界一強い戦神に」

「……天界一」

「おう。どうせ目指すなら一番だ」

　言い切った。右目を負傷し、出仕できないこの状じよう況きようにあっても、こんな笑顔で、何の迷いもなく──。

「だからな。立ち止まってるわけにはいかねえんだ。今日ようやく、美々太から鍛たん錬れんを始めてもいいと許しが出たしよ。さっさと鈍なまった体治して、戦場に返り咲ざいてやる。そうすりゃ、今度こそ……っ！」

　上じよう機き嫌げんに尻尾をふりふり熱弁を振ふるっていた銀が、ふと口を閉じた。そして、勢いよくこちらに顔を向けてきたかと思うと、尻尾で頰ほおをぶってくるではないか。今回は本気で痛い。

「う、煩うるせえぞ、ばか！」

「ううう……ま、まだ何も言ってないじゃないですか。ああ痛い」

「ほれ見ろ！　やっぱりろくでもないこと言う気だったんじゃねえか」

　先手必勝だ！　ぷいっとそっぽを向いて、悪びれずそんなことを言う。

　ろくでもないだなんてひどいと、思わなくもなかったが、思わず笑ってしまった。銀の耳の中が、いまだかつてないほど真っ赤に染まっていたから。

（すごく照れてる。可か愛わいい。でも……天界一、かあ）

　改めて、その単語を繰くり返してみる。すると──。

「……どうした」

「？　何が、ですか」

「右手」

　震えてるぞ。そんなことを言われたので、目を向けてみる。

　確かに、銀の言うとおり、右手が小刻みに震えている。

「あ……あれ？　なんで、こんな……」

　握にぎってみる。だが、震えは止まらない。それどころか、妙みように体が熱くなってきて……。

　どうしてこんなことになるのか。訳が分からず戸と惑まどっていると、右手が柔やわらかな温もりに包まれた。銀の大きな掌が、雪直の小さな掌に重ねられたのだ。

　そしたら……震えが噓うそのように止まったので、雪直は瞬きした。

「あ……ありがとう、ございま……あ」

「少し、話し過ぎたな」

　銀の顔を見るより早く、銀が立ち上がった。掌も、ゆっくり離はなれていく。

「疲つかれたんだろう。今日は、もう寝ねろ」

　おやすみさん。ぽんっと軽く頭を叩いて行ってしまう。結局、顔は見えないまま。

　雪直はきょとんとしていたが、しばらくして、再度己の右手に目を落とした。

（……何だったんだろ？　今の）

　銀は話し疲れたからと言っていたが──。

（手って……話し疲れたら、震えるものだっけ？）

　何か釈しやく然ぜんとしない。とはいえ……先ほどの銀を思い返すと、頰がまた熱くなってきた。

　夢を語る、揺ゆるぎない決意を湛たたえた煌きらめく瞳は、どうしようもなく輝いて見えた。

　記き憶おくどころか帰る場所さえ持たぬ、暗く沈しずんだこの心を、明るく照らし出すように。

（へへ……本当に、格好よかったなあ）

　銀の掌の感かん触しよくが残る右手を軽く握り、改めてそんなことを考えていると、「……雪直さま」と控えめな声で名を呼ばれた。

　顔を上げると、襖ふすまの陰かげからコマがひょっこり顔を出した。

「申し訳ありません、その……先ほど、明るい声でお話しになっておられたのは」

「？　銀様ですよ？　夢の話をしてくださいました。天界一の戦神！　格好いいですよね…」

「ゆ、夢っ？　主さまがっ？　あ、あ……申し訳ありません。少し、よろしいでしょうか？」

「はい？　何でしょうか」

　促うながすとコマは一いつ旦たん口を閉じた。忙しなく尻しつ尾ぽをぱたぱたさせ、小さな体をもじもじさせた後。

「あ、あの……どうやったら、雪直さまのように、主さまと楽しくおしゃべりできますか？」

　耳を澄すまさなければ聞こえないほど小さな声で、そう言った。

「コマは、主さまが怪け我がになど負けぬと信じております。されど、あの怪我を見ると、涙なみだが込み上げてしまうのです。そんなことをしたら、主さまに嫌いやな思いをさせると分かっているのに、どうしても……う、う」

　思い出してしまったのか、コマの目から涙が溢あふれ出てくる。

「コマ殿どのは……銀様が、本当にお好きなのですね」

「は、はい！　コマは、主さまのお役に立つためにおそばにいるのです。こんなコマを、拾うてくださった主さまの、ため……う、う」

「こんな……って」

　引っかかる言い回しに思わず訊きき返すと、コマの耳がしゅんと下がった。

「コマは、家事が大好きです。斬きり合いだとか乱暴なことは、からきしでございます。でも、それは本来、よくないことなのです。コマは、戦神様にお仕えする狛こま虎とらなのに」

「……え？　虎？」

　訊き返すと、コマも「え？」と間の抜ぬけた声を漏もらした。

「はい。コマはこのとおり、立派な虎……！　雪直さま、コマを今まで何だと思われていたのですっ？　まさか、ただの猫ねこだなどと思うていたということは」

「え？　その……はは」

　誤ご魔ま化かすように笑ったが、コマは察したらしくますます耳を下げた。

「ええ、ええ。分かっているのです。コマは見た目もひ弱でチビで垂れ目でございます。だから、お前などいらぬと皆みなにそっぽを向かれてしまいました。でも」

　ここで、項うな垂だれていたコマの尻尾がピンッと立った。

「そんなコマを、主あるじさまは拾うてくださったのです！　そして、こうおっしゃった。『主の帰る家を守り、主を癒いやすのも立派な仕事。俯うつむくな、胸を張れ』と！」

「それは……そんなこと言われたら、胸を張るしかないですね」

　とても素す敵てきな言葉だと思った。コマもそう思ったらしく大きく頷いた。

「その時より、主さまはコマの全すべてです。主さまのお役に立つことが無上の喜びでございます。こうして大好きな家事で毎日お役に立てるのが嬉うれしくてしかたない。それなのに」

　目を輝かせ、文字どおり胸を張っていたコマは再び項垂れた。

「普ふ段だんどおりにせねばならぬと分かっているのに、緊きん張ちようし過ぎて失敗ばかり。そしたら、主さまがよりいっそう気き遣づかってくださるものだから涙が溢れ、ますます気を遣わせて……。なので、最近は極力おそばに寄らぬようにしているのです」

　確かに、コマは必要最低限のこと以外では銀に寄りつかない。それはそういう主従関係なのだと思っていたが、どうやら違ちがうらしい。

「う、う……でも、本当は嫌なのです。もっと主さまのお世話をしたいし、コマが作った料理を美味おいしそうに食べてくださる主さまのお顔が見たい。だから、お願いです！　主さまとお顔を合わせても動じないコツを教えてくださいませ。雪直さまのように、主さまと自然におしゃべりできるように……どうかどうか、この駄だ目めなコマに……っ」

　雪直はとっさに、コマを強く抱だき締しめた。

　胸が苦しかった。こんな自分を拾ってくれた上に、よくしてもらってありがたい。少しでもいいから恩返ししたいという気持ちは痛いほど分かるし、何より……健けな気げで可愛いコマが哀かなしそうにしているのを見るのが辛つらい。どうにかしてやりたい。切実に思った。

「どうか自分を責めないでください。大だい丈じよう夫ぶ。絶対何とかなります。俺もお手伝いしますから」

「お、お手伝い……と、おっしゃいますと？」

「そうですね。では、コマ殿が銀様と話す時は俺も同席するというのはどうでしょう？　俺が間に入れば少しは緊張もほぐれるはず。そうやって、普通に話せるよう慣らすんです」

　出過ぎたことをしていると分かってはいた。

　それでも、塞ふさぎ込んでいるコマのために、とにかく何かしたい。

　何も言わないが、銀もきっと、今の状況を何とかしたいと思っているはずだ。それに、

　──俺は強くなりたい。それこそ、天界一強い戦いくさ神がみに。どうせ目指すなら一番だ。

　そう言い切る銀を思い返すと、駄目だと思う前にまずはやってみようと思ってしまったのだ。

　その後、弱気になるコマを励はげまし、何とかやる気にさせることができた。でも、大変なのはここから。コマと銀が自然に会話できるよう、上手うまく立ち振ふる舞まわなければならない。

（上手く、できるかな……）

　やる前は不安で、夜ほとんど寝ることができなかったのだが……。







　初めて三人で話した時、コマはがちがちに緊張していて、喋しやべることもできない状態だった。

　雪直や銀が何を言っても、全然駄目で……どうしたものかと思ったが、

「主さまっ！　尻尾で叩たたくなんて、雪直さまは怪我人ですぞ！」

　銀がいつもの照れ隠かくしで、雪直の頭を尻尾で叩いた途と端たん、コマは悲鳴を上げた。

　雪直は、びっくりすることはあるが、特に痛みはないし可愛いから平気だと宥なだめたが、「誰だれが可愛いだ！」と銀が再び尻尾を振り上げるので、全然説得にならない。しまいには、

「こんなことを続けていたら、治るものも治りません。全く……しかたありません！　コマが主さまに看病の仕方をお教えいたしますので、しっかり覚えていただきますよう」

　そんなことを言い出すものだから、雪直は慌あわててコマを止めようとした。先日、戦場へ戻もどるための鍛たん錬れんを始めると言った銀の言葉を思い出したのだ。

　大切な鍛錬を邪じや魔まするわけにはいかない。だが、銀は雪直にだけ分かるように、小さく首を振った。

　そして、どんな形であれ、前向きになったコマの気持ちを大事にしてやりたい。そう言いたげに、「腕うでが鳴ります！」と鼻息交じりに腕まくりするコマを見て、左目を細めた。

　こうして、銀は鍛錬の合間にコマから看病の仕方を教わることになってしまった。

　おかげで、三人で過ごす時間が増えた。

　看病などやったことがない上に、がさつで大おお雑ざつ把ぱな銀には、教えることがたくさんあったようで、二人の会話は大いに弾はずんでいた。

　雪直を間に挟はさんで、ああでもないこうでもないと言い合う姿は、本当に仲が良さそうで……これなら、自分の仲ちゆう介かいなどいらなかったのでは？　と、思わなくもなかったが、楽しそうな二人を見るとこちらも心が温かくなったし、自分も二人とたくさん話せて、嬉しいし楽しかった。

　そして数日後。コマが弾むような足取りでちょろちょろ駆かけてきた。

「雪直さま！　聞いてくださいませ。先ほど、コマは雪直さまがおられずとも、主さまと普ふ通つうにおしゃべりすることができました！」

「！　本当ですか……っ」

「はい。これも全部、雪直さまのおかげでございます。雪直さまと話す楽しそうな主さまを見ていたら、何も泣くことはないのだと心から思えるようになりました」

　ありがとうございます！　雪直の胸に飛び込み、嬉しそうにもふもふの体をすりつけてくる。その姿に眦まなじりが自然と下がる。

「いえ、礼を言うのは俺のほう。たくさん世話してくれてありがとう。何か礼ができたらいいんですけど……そうだ！　日課のお昼ひる寝ね、ここでなさるというのはどうでしょう？」

「……え。お昼寝？」

「あ……ここ、一番日当たりがいい場所だから、お昼寝には最適だと思って。本当は、一いつ緒しよに家の手伝いができたらいいんですけど、まだ無理だから、その……っ」

　もっと喜ぶコマが見たくて、思いついたことを言ってみると、コマが垂れ目を輝かがやかせた。

「よろしいのですかっ？　ここで、雪直さまと一緒にお昼寝しても！」

「え？　ああ……はい。コマ殿がよろしいのなら」

　本当は、自分がいては安あん眠みんできないだろうから、昼寝の時はよそに行くつもりだったが、コマがそう言うのなら、まあいいか……と、深く考えずに了りよう承しようした。しかし、いざコマと一緒に昼寝をしてみると、これがなかなかどうして、すごくいい。

　コマの毛は、猫のようにふかふか柔やわらかくてとても気持ちがいい。体は心ここ地ちよい温ぬくもりを宿し、抱っこするにはちょうどよい大きさだから、抱き心地も最高だ。

（ううう……本当に気持ちいい）

　腕の中で可か愛わいい寝息を立てているコマの、ぽかぽか温かい小さな体を抱き締め、うっとりしていると、かすかな音が耳に届いた。

　目を開いてみると、縁えん側がわからこちらを凝ぎよう視しする銀と目が合った。

　手には木刀が握にぎられ、頰ほおには汗あせが光っていて……鍛錬の帰りのようだ。挨あい拶さつをしようと上体を起こしかけると、「何してる」と声をかけられた。何だか、声がいつもより低いような？

「？　何って、お昼寝ですけど……何か」

「別に？」

　少々喰くい気味に答えると、銀はぷいっとそっぽを向いて行ってしまった。足取りは、心なしかいつもより乱暴な気がする。

　どうしたのだろう。……もしかして、コマとこんなことをするのはまずかったのだろうか？　考えてみれば、コマは銀の下僕で、銀のものだし。

　などと考えていると、のっしのっしと足音が聞こえてきた。

　銀だろうか。でも、それにしては足音がいつもと違うような？　と、顔を上げた雪直は悲鳴を上げそうになった。巨きよ大だいな白びやつ虎こが部屋の中に入ってきたのだから無理もない。

　なんでこんなところに猛もう獣じゆうが？　混乱していると、白虎がふんと鼻を鳴らした。

「なんだ、その顔は。俺が来ちゃ不満か」

　白虎が銀の声で喋った！　それに、よく見れば顔の右半分に包帯を巻いている。ということは、この白虎は銀？

　そういえばコマが自分は虎とらだと言っていた。それなら、主である銀も虎なわけで、白虎に変身できてもおかしくない。ただ。

「ど、どうして、そんなお姿に？」

「……何か文句があるのか」

「いえ。とても雄お々おしくて格好いいです。けど、今までずっと人の姿でいらっしゃったから」

「……昼寝のためだ。この姿のほうが、陽ひに当たる面積が広いからな」

「ああ、なるほど……！　すみません。ここで寝るなら邪魔……っ」

　腰こしを浮うかしかけると、袖そでを咥くわえられ、ぐいっと引っ張られた。

「コマは邪魔じゃなくて、俺は邪魔だって言うのか」

　雪直の袖を咥えたまま、上うわ目め遣づかいに睨にらんでくる。その仕草が、巨大で勇ゆう壮そうな虎がしているとはいえ、何とも──。

「……可愛い」

「……何か言ったか」

「え？　いや、何でも……ただ、邪魔なのは銀様じゃなくて俺のほう……！」

　さらに袖を引っ張られる。とても強い力だったものだから、体勢が崩くずれて倒たおれ込む。その先には、柔らかくてふかふかした縞しま々しまのお腹なか。

「誰がそんなこと言った。邪魔じゃない。いろ」

　その言葉に、雪直はきょとんとした。

「……もしかして、仲間に入りたかったんですか？　……ぃ！」

　思い切り尻しつ尾ぽの先で頰をぐりぐりされた。今回は痛い。

「寝る。もう黙だまれ」

　問答無用で命令される。だから、色々言いたいことはあったが口を閉じた。

　けれど、雪直が一つくしゃみをした途端、無言で立ち上がり、雪直の体を包み込んでくれた。

　その大きな体だけではなく、太い尻尾でまで。

　目め一いつ杯ぱい伸のばして、雪直を包み込もうと震ふるえる尻尾を見て、笑ってしまった。

　雪直のそばは居心地がいいから構ってくれる。銀はそう言った。

　最初は、どうしてなのだろうと色々考えた。

　自力で動けもしなければ、記き憶おくさえない人間の自分と一緒にいて、何がいいのだろうと。

　でも、最近はあまり気にならなくなってきた。

　自分も、銀のそばは居心地がいいと思っている。それは、銀が神しん獣じゆうだからではないし、あれこれ世話を焼いてくれなくても、ただこうしてそばに気配があるだけでほっとする。

　そして、ふと気がつくと垣かい間ま見みられる、一いつ生しよう懸けん命めい雪直に優やさしくしようとしている所作に、ひどく微笑ほほえましい気持ちになる。だから。

「何がおかしい……っ」

「大だい丈じよう夫ぶ」

　可愛い尻尾をそっと抱だき締しめて、ふかふかの腹にもたれかかる。

「これなら、きっと風か邪ぜ引きません」

　あったかい。そう言って微笑んだ。こちらを見つめる銀の目が、わずかに見開かれる。だが、すぐに目を逸そらし、つまらなそうに鼻を鳴らしてそっぽを向いた。

「お前も、あったけえよ」

　ぼそりと呟つぶやいて、尻尾でぐいっと体を引き寄せられる。腕に抱いていたコマも身じろぎ、胸に頰を寄せてくれて──。　>>>♥

　その瞬しゆん間かん、なぜだろう。目め頭がしらが熱くなった。

　同じことを感じて身を寄せ、温め合う。そんな些さ細さいなことが、どうしようもなく愛いとおしい。

　毎夜夢に見る、置き去りにされて独り逃にげ惑まどう自分を思うと、なおさら。

　だから、思った。生まれたばかりのこの縁えんを大事にしたいと。

　記憶を失う前の自分が辿たどった末路。騙だまして捨て駒ごまにする連中も悪いと思うが、一番悪いのは……捨て駒にしても構わないと思わせるような人間だった自分だ。

　過去の自分が何を間ま違ちがえたのかは分からない。だが、もう二度と同じ過あやまちは犯おかしたくない。この縁を無残に壊こわしたくない。

　切実に思う。だから……と、包帯が巻かれた自分の手に目を落とす。

　握ってみる。ちゃんと力が入る。もう少しだ。もう少しで、動けるようになる。

　そしたら、探すことができる。今の自分にできる、二人への恩返し。

　記憶がいつ戻もどるか。これからどうなるか。分からないままだが、とにかく……今の自分を精いっぱい生きよう。

　二人から受けた抱かかえきれないほどの恩を返せるよう。こうして縁を結べたことをよかったと思われる男になれるよう。

（頑がん張ばります。だから……楽しみに、していてくださいね？）

　そんなことを胸の中で独りごちて、二人の温もりに包まれた雪直は、心地よい眠ねむりに就ついた。













「雪直さま。足、だいぶよくなられましたね」

　朝あさ餉げの後、いつものように包帯を替かえてくれたコマが、機き嫌げんよく尻尾を立てた。

「はい。おかげさまで、かなり歩けるようになりました。だから今日、美々太様にもう普通に動いても平気か訊きいてみようと思います。早く、お二人の役に立ちたいですし」

「！　お二人？　それ……コ、コマもですか？」

「ええ。何してほしいですか？　まだ本調子ではないので、できることは限られますが」

　尋たずねると、コマは忙せわしなく尻尾を振ふり、前足で頰を押さえてもじもじ体をくねらせた。

「ゆ、雪直さまがコマのお役になんて、そんな……もったいなさ過ぎて、何も思いつかない…」

「風ふ呂ろ」

　コマの言葉をぴしゃりと低い声が遮さえぎる。すぐそばで、食後の一服をつけていた銀だ。

　片かた膝ひざを立てただらしない格好で煙管キセルをふかしている。おまけに、着ている狩かり衣ぎぬもいつもどおり着き崩くずして……普ふ通つうなら、とても見苦しく映るのだろうが、なぜか銀だと格好よくきまって見えるから不思議だ。

「こいつを、三日に一回風呂に入れてやってくれ」

「え？　お風呂って……」

「いやあああああ！」

　突とつ如じよ、コマが悲鳴を上げて銀に駆かけ寄った。

「主あるじさま、後生でございます。それだけは、どうかどうかご勘かん弁べんを」

　銀の膝にしがみつき懇こん願がんする。釜かま茹ゆでを待つ罪人のごとき必死さだ。

「コマ殿どの、お風呂嫌きらいなんですか？」

「お、お風呂というか、お顔が濡ぬれるのが嫌いやなのです。特に、お目目に水が入ってきたら！　痛いし、怖こわいし！」

「だからって、百五十年も入ってねえのはまずいだろうが」

「ええっ？　百五十年っ」

　雪直がぎょっとすると、コマが慌あわてて近づいてきた。

「だ、大丈夫でございます、雪直さま！　コマは毎日念入りに毛づくろいしておりますし、香こうも焚たいております。ゆえにほら！　臭におわないでしょう？　ですから……」

「明日あした、お風呂入りましょうか」

　笑え顔がおで言ってやるとコマの全身の毛が逆立った。大きな垂れ目からは大おお粒つぶの涙なみだが流れ、この世の終わりが来たように泣き始める。そのあまりの嘆なげきっぷりに、雪直は瞬まばたきした。

（水が嫌いだなんて、本当に猫ねこみたいだ。今、自分の涙で思い切り顔濡れてるけど……あ、そういえば、銀様はどうなんだろう？）

　目に水が入ったと、両の前足で顔を押さえて慌てふためく白びやつ虎こ。可か愛わいいかもしれない！

「おい。今、何考えてた」

「はい？　そりゃあ、可愛い銀様を……うぶっ！」

　泣きじゃくるコマの背を擦さすってやりつつ素す直なおに答えたら、尻尾の先が頰ほおに飛んできた。

「何をどうやったら、この俺が可愛くなるんだ、ばか。それより……美々太から許可が下りたら言えよ。用を申し付けてやる」

「！　はい、俺にできることなら何でも」

　前のめりになってせっつくと、銀は耳をぱたぱたさせ、つまらなそうに鼻を鳴らした。

「とりあえずは、そうだな。荷物持ちでもさせるか」

「荷物持ち？」

「釣つり竿ざおを持ち歩くのが面めん倒どうだったんだ。心配するな。お前の釣竿もあるから、俺が釣つりをしている間、退たい屈くつしなくてすむぞ」

「え？　……はは。それって荷物持ちと言うより、釣りのお誘さそい……わ！」

　またも振り上げられる尻尾に身構えていると、「ごめんくださいませ」と、聞き覚えのない男の声がした。

『栄えい達たつでございます。美々太様の使いで参りました』

「う、う……え、栄達殿？　えっと」

「通せ」

　雪直の膝から上げた、涙でぐしゃぐしゃに濡れた顔を袖そでで擦こすりつつ、髭ひげをひくひくさせるコマに、銀が端たん的てきに命じる。

　コマが頷うなずいて、玄げん関かんに向かって走って行く。そこまでを見届けて、雪直は銀に向き直った。

「あの、すみません。俺は、外したほうがよろしいでしょうか？」

「いや、いい。おそらく、お前のために寄よ越こされた使いだろうからな。聞いていないか？　お前と同じようにこの里に迷い込んできた人間がいると。それが栄達だ」

　銀がそう説明していると、コマに連れられて薬くす師し姿の男が部屋に入ってきた。

　年の頃ころは二十代後半。中肉中背の、獣けものの耳も尻尾も生えていない普通の人間だ。

「銀様、お久しゅうございます。今日は美々太様に急用が入りまして、私が代わりに薬をお届けに参りました」

　男……栄達が平へい伏ふくし、礼れい儀ぎ正しく挨あい拶さつすると、銀が鷹おう揚ように顎あごを引いてみせる。

「おう。ご苦労だったな。栄達、美々太から聞いていると思うが、こいつが例の人間だ。人間同士、仲良くしてやってくれ」

　銀が煙管で雪直を指し示してみせると、栄達がこちらに顔を向け、人ひと懐なつこい笑みを形作った。

「栄達と申します。半年前より、美々太様の許もとにご厄やつ介かいになっております。このたびはとんだ災難で」

「あ……ご丁てい寧ねいにどうも。雪直と申します」

　頭を下げ返すと、栄達は口元に手をやり小さく笑い出した。

「？　どうかなさいましたか」

「……いえ、怪け我がのお悔くやみを申し上げた直後で何ですが、あなたも私と同じく運がいい。人の身でありながら神しん獣じゆう様たちに拾われ、そのように労いたわっていただいて」

　と、手厚い手当ての跡あとは勿もち論ろんのこと、コマによって綺き麗れいに整えられた身だしなみや、銀がどこからか持って来てくれた上等な小こ袖そでと袴はかまを指し示す。

「それは……はい！　とてもありがたいことで……」

「こう言っては何なんですが」

　深く頷く雪直の言葉を遮り、栄達はちらりと銀を見た。

「銀様は戦うことを主とされる戦いくさ神がみ。門外のことですから、あなたの看病に色々と気を遣つかっておられるご様子。今日もほら。美々太様にこのようにたくさんの医術書をご所しよ望もうなされて。誠まことに甲か斐い甲が斐いしいことです」

「……えっ？　それって……っ」

　銀に目を向けようとした。だが、顔が見えるより先に銀は立ち上がり、栄達が鞄かばんから出した書物を乱暴に奪うばい取った。

「栄達、余計なことを言うな」

「これは……申し訳ありません。以後気をつけます」

　栄達が慇いん懃ぎんに頭を下げる。銀は不快げに鼻を鳴らし、書物を持ったまま踵きびすを返す。

「あれ？　主さま、栄達殿がおられるのにどこへ」

「コマ、後はお前が相手をしろ。俺は忙いそがしい」

　ぞんざいに言って部屋を出ていく銀にコマは目を白黒させたが、「とりあえず、お茶を」と言ってそそくさと部屋を出ていった。それを見て、栄達が愉ゆ快かいそうに笑い出した。

「はは。あんな銀様、初めて見た」

「あ、あんな……？」

「はい。私が知っているあの方は一分の隙すきもない冷れい淡たんな方なので」

「銀様が、ですか？」

　雪直が大きな目を瞬まばたかせると、栄達は深く頷いた。

「そうです……いや、別にひどいことを言われたとか意地悪をされたとか、そういうことはないのですが、何というか相手にされていない感じでした。美々太様曰いわく、それは銀様が元々人間に興味がないからだそうで。まあ、銀様は天界で侍さむらい大だい将しようを務めておられるほど偉えらいお方。無理もないことです」

「……は、はあ」

　にわかには信じられない話だった。

　銀はとても情に篤あつい男だ。大怪我を負い、記き憶おくさえなくした自分を労わってくれたように、戦で全すべてを失った栄達にも優やさしく接したと思うのだが……もしかして、口が悪いのが災わざわいして、厚こう意いが上手うまく伝わっていないとか？

　そんなことをつらつら考えていると、栄達が前のめりになって顔を近づけてきた。

「ですから、ぜひお会いしてみたかったのです。あの銀様が、顔にあんな大怪我を負ってでも助けたかった人間のあなたに」

「……え」

　不意に言われた言葉に、間の抜ぬけた声が漏もれた。

「そ、そんな……銀様のあの怪我は、お勤めの最中に負ったものでは」

　顔の怪我について、美々太はそう教えてくれた。だから、自分は……銀も大変な時なのに悪いと申し訳なく思っていた。それなのに！

「あ……そ、そうなのですか？　……す、すみません。先ほどの話は忘れていただいて……っ」

「待ってください！」

　慌てて訂てい正せいしようとする栄達の袖を、雪直は摑つかんだ。

「すみません。本当のこと、教えていただけませんか？」

「本当のことって……私は、別に」

「お願いです。俺は、本当のことが知りたいのです。そうでなければ、銀様たちにちゃんと御ご恩おんを返せない……決して、栄達殿のお名は口外いたしません！　ですから、どうか」

　懸けん命めいに頭を下げる。栄達は戸と惑まどうように目を泳がせたが、ふと観念したように息を吐ついた。

「実は、私も全てを知っているわけではないのです。知っていることと言ったら、銀様が人間界に出かけていって、翌日負傷して、あなたを連れて帰ってきたということだけで」

「銀様が、人間界から俺を、連れてきた……？　そんな、どうして」

「さあ。私にもそこまでは……ただ、人間界へ出かける前、『また人間どもに召しよう喚かんされた。面めん倒どう臭くさい』と美々太様に愚ぐ痴ちっておられましたから、その言葉を信じるなら、あなたをここへ連れてくるために、人間界に行ったわけではないと思います。ただ」

「ただ？　何でしょう」

　次々と聞かされる新事実に戸惑いつつ促うながすと、栄達は何かを思い出すように両の目を細めた。

「相当な危険を冒おかして、あなたを連れてきたのだと思います。ご自身の怪我もそうですが、あなたの服や髪かみも焼け焦こげていましたから」

「焼け焦げた、髪。では、俺の髪がこのように短いのは……ぃっ！」

　雪直は息を詰つめ、頭を抱かかえた。不意に、割れるように頭が痛みだしたのだ。

　あまりの痛みに息が詰まる。視界が明めい滅めつし、脳のう裏りにとある光景が広がった。

　──……燃やして、やる。何もかも、跡あと形かたもなく。

　火打ち石で、朽くちた柱に火をつける、血に塗まみれた手元。

　──貴様らなどに、……渡わたすものかっ！

　見る見る広がっていく炎ほのお。ぐらりと揺ゆれる視界。

　力なく床ゆかに転がる己おのれの赤い手。じりじりと燃え始める己の髪。迫せまる炎。

　目を上げると、燃えていた梁はりが崩くずれて落ちてくるのが見える。

　それをただ、ぼんやりと見上げていると、誰だれかに呼ばれた気がした。

　視線を下げると、こちらを覗のぞき込む金色の二つの瞳ひとみと目が合った。

　──……！　……！

　白銀の男が必死の形相で何かを叫さけび、こちらに向かって走ってくる。

　その男めがけて、燃え盛る梁が落ちていく。そして──。

「……雪直さま、雪直さま！」

　我に返る。そこには、涙なみだ目めでこちらを覗き込むコマの顔があった。

「ああ！　雪直さま、お目覚めになりましたか。よかった！」

「目を覚ましたって、あの……」

「びっくりしたのですよ？　お茶をお持ちしたら、頭を抱えて床に突つっ伏ぷしていらっしゃったから。もう、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「そう、ですか。……大丈夫。もう、痛くない……っ」

　まだ少し痛む頭を擦さすりつつ上体を起こすと、心こころ許もとない表情でこちらを見る栄達の顔が見えた。自分のせいで雪直が倒たおれたと思っているのだろうか。雪直は栄達を元気づけるように笑った。

「栄達殿どの、申し訳ありません。いきなりこのような」

「い、いえ、しかし……っ」

　小さく首を振ふり、栄達の言葉を制する。確かに、頭痛は栄達の言葉が引き金になったのかもしれないが、渋しぶる栄達に話すよう頼たのんだのは自分だ。

　栄達のせいではないし、コマたちに言う必要もない。とはいえ、先ほどの光景は……。

（……銀様だった。あの時俺を庇かばって、顔を……っ）

　あまりにも凄せい惨さんな光景に、思わず首を振ってしまう。

「雪直さま？　お顔が真っ青です。もしかして、まだ具合が悪い……」

『ご免めん！』

　心底心配そうなコマの声を誰かが遮さえぎる。また、知らない男の声だ。

『銀殿はおいでか。同どう輩はいの白はく牙がにござる』

「ええ？　こんな時に……えっと」

「……コマ殿、行ってください。俺は、大丈夫なので」

　おろおろするコマに雪直はそう告げた。コマはそれでも席を立たなかったが、栄達が「私が診みているので大丈夫」と言ってくれたので、ようやく腰こしを浮うかせた。

「分かりました。では、栄達殿。雪直さまをどうかよろしくお願いいたします」

　コマは何度も栄達に頭を下げ、再び玄げん関かんに走って行った。

　遠ざかっていく足音に安あん堵どする。今、コマとどんな顔をして向き合えばいいのか分からない。

（俺の、せいだった。俺を助けたせいで、銀様は……！）

　顔にあのような大おお怪け我がを負い、出仕さえできなくなって、コマにもとても辛つらい思いをさせた。

　それなのに、自分は……知らなかったとはいえ、その顔の傷は銀の強くて温かい心が滲にじみ出ていて男前だなどと暢のん気きなことを言い、己の世話まで焼かせてしまった。その上、怪我のせいでぎくしゃくしていた銀とコマの仲を取り持てたと得意げになって……ああ。

　強きよう烈れつな罪悪感と自己嫌けん悪おで眩暈めまいがした。そこへ、

『お願い申し上げる！』

　先ほどの男の怒ど鳴なり声が耳に届いた。

『銀殿に会わせてくだされ。直接会って問い質ただしたい議がある』

　雪直はゆらりと立ち上がり、玄関へ向かった。考えてのことではない。体が勝手に動くのだ。

「で、ですから、主あるじさまはただいまお留守でございまして」

　少し行くと、玄関先でぺこぺこ頭を下げるコマの後ろ姿が見えた。その先に立っているのは、銀のように、白と黒の縞しま々しまの尻しつ尾ぽを生やした白はく髪はつの若い男で……あれが、先ほど名乗った白牙という男だろうか。

「……ほう。人間と励はげむのが忙せわしゅうて、同輩を構う暇ひまもないか」

　白牙がさらりとそんなことを言い出すものだから、雪直ははっとした。

「！　な、なんということをおっしゃいますっ。無礼でございましょう」

「では、大怪我を負ったというに、天界に治しに来ぬのはなぜじゃ？　人間なぞにうつつを抜かし、かような傷を負うような無能に施ほどこしてやる治ち癒ゆの術はないと、我が神がお怒いかりになっておられるから……などと吹ふい聴ちようする輩やからが出始めている。おまけに、そろそろ戦いくさが始まるというこの時分に休養を願い出たのは、その人間に片時も離はなれたくないと思うほどに籠ろう絡らくされ、腑ふ抜ぬけてしまったせいだ。『戦場の白はつ華か』と謳うたわれた男が、なんと無様なことかとまで……」

「そ、そんな！　真っ赤な噓うそでございます。主さまも雪直さまもそのような……」

「では、本人の口から直接お聞きしたい。こんな、下僕に隠かくれてこそこそと……これでは、噂うわさは真まことであったと皆みなに言うしかない……」

「煩うるせえな」

　清せい冽れつな声こわ音ねが響き、コマと白牙の間に割って入る藤ふじ紫むらさきが見えた。

「相変わらず無む駄だに声がでかい奴やつだな。あー耳が痛え」

「あ、あ……主さま。どうして……っ」

　コマが息を吞のんだ。咥くわえ煙管ギセルで悠ゆう長ちように悪態を吐つく銀を見るなり、白牙が腰に差していた太刀たちに手をかけ、斬きりかかったのだ。

　銀は眉まゆ一つ動かさない。それどころか、目にも止まらぬ速さで持っていた太刀を引き抜き、白牙の太刀を弾はじき飛ばした。

　そのまま流れるような動きで蹴けりを繰くり出す。銀の蹴りが入った白牙の体は後方に飛ばされ、地面に叩たたきつけられた。

　銀は白牙の体の上にすかさず乗り上げ、刃やいばを喉のど元もとに押しつけた。

　その体勢のまま、無言で睨にらみ合う。しかし次の瞬しゆん間かん、二人同時に笑い出した。

「ははは。くそっ、手負いの今なら、今度こそ勝てると思うたに」

「ふん。そんなせこいこと考える根こん性じようなしだから、いつまで経たっても俺に勝てないんだよ」

　太刀を鞘さやにしまいつつ、銀が体の上からどくと、白牙は「確かにな」と肩かたを竦すくめてみせた。

「……だが、安心した。腕うでが鈍にぶっていなくて」

「当たり前だ。この俺がそう簡単に腐くさるかよ」

「そうだな。だったら……休養を取り下げてくれ」

　鷹おう揚ように吹ふかしていた煙管の先が、わずかに揺れた。

「お前が何を考えておるかは知らん。だが、今のままではお前の立場はどんどん不味まずくなる。我が神も含ふくめてな」

「！　我が神が……っ」

「ああ。お前の勝手を許し過ぎておるとな。お前のことだ。我が神にはしっかり事情を説明しておるだろうし、我が神も納なつ得とくの上で、お前の勝手を許したのだろうが、事情も公おおやけにせずこのような勝手をするのは、許されることではない。お前のような、我が神より並々ならぬ寵ちよう愛あいを受け、その若さで大きな隊を任された大将は特に」

「……」

「おい、何を迷うておる。天界一の戦神を目指すお前が、こんなところで躓つまずくつもり……まさか、噂に聞くとおり、助けた人間のそばを離れがたく思うておるなどということは……」

「我が神に」

　白牙の言葉を遮るようにして、銀が語勢を強めた。

「伝えてくれ。『休養は取り消します。必要とあらばいつでもお召めしくださいませ』と」

「おお」

　白牙は満面の笑えみを浮かべ、銀の肩を叩いた。

「よくぞ申してくれた。では、急ぎ我が神に伝えよう。すぐに使者が来ると思うゆえ、待っていてくれ。はは。お前を追い落とそうと躍やつ起きになっていた連中の悔くやしがる顔が目に浮かぶ……」

「白牙。ありがとよ」

　上じよう機き嫌げんに尻尾を揺らす白牙に銀が改まったように言った。瞬間、白牙は全身の毛を逆立てた。

「よ……よせよせ！　お前に礼など言われると気持ちが悪い。ああ、鳥とり肌はだが立った！」

　もう帰る！　真っ赤な顔でひっくり返った声を上げると、白牙は慌あわてて帰って行った。

「……ふん。本当に、四六時中煩え奴だ」

　白牙の背が見えなくなるまで見送ると、銀は尻尾をぶんっと一ひと振ふりして、コマへと歩み寄った。

　コマは尻尾を丸め、がたがた震ふるえている。銀が頭に手を置くと、全身の毛を逆立てた。

「コマ、大だい丈じよう夫ぶか？　悪かったな。怖こわい思いさせて」

「む……無茶でございます！」

「……」

「白牙さまは分かっておられない。このようなお体で戦など、死ににゆくようなもの……う、う、う」

　お労いたわしや、お労しや。ついに、コマは泣き出してしまった。その声は、どこまでも痛々しい。

　そんなコマを見つめる銀の表情は、包帯が巻かれた右側だったので見えない。けれど。

「分かっていないのはお前のほうだ。この程度の怪我、どうってことねえ。大丈夫だ、コマ。次も必ず大おお手て柄がらを上げて来るぞ」

　微み塵じんの揺ゆらぎもない清せい廉れんな声だ。必ず何とかしてみせるという固い決意が滲み出ている。

　その凜りんとした佇たたずまいに息が詰つまる。コマも同じだったらしく、ますます涙なみだが溢あふれ出てきた。

「ううう……申し訳、ありません。我が神さまのお立場を思えば、主さまが参戦されるのはしかたのないことで、こんなに泣いていたら、雪直さまにも気づかれちゃう、のに、でも……ああああ」

　不ふつ束つかな下僕で申し訳ありません。と、いよいよ声を上げて泣きじゃくる。

　この時、雪直は見てしまった。こちらに顔を向けかけ、踏ふみとどまる銀の所作を。

　それを見て、雪直は悟さとった。

　銀は、雪直がここで事の顚てん末まつを見ていることに気づいている。それでも、あえて気づいていない振ふりをしている。

　コマをこれ以上傷つけないように。今、銀たちとどんな顔をして向き合えばいいか分からない雪直のために。

　こんな時にまで、雪直とコマのことを最優先に考えて……ああ。

「全く。しょうがない奴だ」

　どうしても泣きやめないコマを優やさしく抱だき上げ、奥の間へと消えていく。そんな銀を見送ることしかできない、己おのれの無様さに眩暈がした。







　それから半刻ほどして、コマが茶ちや菓が子しを持って部屋に戻もどってきた。

「あれ？　栄達殿どのは」

「先ほどお帰りになりました。コマ殿によろしくとおっしゃって……っ」

　泣きまくったせいか、美々太ほどではないが赤くなったコマの目を見て口をつぐむと、コマはすぐにそのことを察したらしく、両前足で目元を押さえ、おろおろした。

「え、え……このお目目はですね、その……感動してしまったのです。先ほどいらした使者様からいただきました、我が神さまのお言葉があまりにお優しいものだったので……えっと」

　前足の中に隠し持っているらしい、銀に託たくされたのであろう覚え書きをちらちら見ながら一いつ生しよう懸けん命めい平静を取り繕つくろう。

「そうですか。さすがは銀様。主様の信認が篤あついのですね！　ところで」

　笑みを浮うかべ、まんまと騙だまされた振りをして、すぐに話を変えてやる。コマは心底安あん堵どしたように息を吐はいて……そこからは、いつものコマに戻った。

　鼻歌交じりに家事をして、昼ひる寝ねの時間になると胸に飛び込んでくる。

　いつもどおりの行動。でもよくよく見れば、その所作の一つ一つがどことなくぎこちない。

　しかし、銀は違ちがった。いつもの調子で接し、昼寝にも普ふ通つうに参加してきて……そこには、コマのようなぎこちなさは一いつ切さいない。

　それどころか、緊きん張ちようのあまり失敗しそうになるコマをさりげなく助けてやる余よ裕ゆうさえあって、雪直の心はさざ波のように揺れた。

　彼は今まで何度、雪直に知られたくない事柄をこうして隠してきたのか。その飄ひよう々ひようとした澄すまし顔の下で、どれほど辛つらい思いをしてきたのか。

　真実を知ってしまったことをコマに悟らせないため、気づいていない振りをしている今、笑顔一つ作るのさえ辛いだけに、なおさら心が締しめつけられる。

　雪直を助けて怪け我がを負ったことを隠したのは、悪気があってのことではないのだろう。

　覚えていないのなら、これ以上余計な負担を背負う必要はないと思ったに違いない。

　雪直を助けたのは自分が勝手にしたことで、怪我を負ったのも自分の過失なのだからと。

　どこまでも優しくて強い銀。だが、今はそれが辛過ぎる。

　自分のせいで銀たちが辛い思いをしているのが嫌いやだ。銀たちの苦労も知らず、彼らの優しさを暢のん気きに享きよう受じゆしていた……自分が辛い時は何度も励はげましてもらったくせに、銀が困っていても何もできない自分が嫌だ。

　たくさんの「嫌」が内で激しくのたうち、雪直は小さく呻うめいた。

　今すぐにでも土下座して、二人に謝罪したい衝しよう動どうに駆かられる。

　負担ばかり強しいて、自分だけいい思いをしてすまない。許してくれ。もうやめてくれ。

　それでも、ぐっと堪こらえる。そんなことはただの自己満足で、二人を傷つけるだけだ。

　短い付き合いではあるが、そのくらいのことは理解している。

　どうしたらいい。二人のために今自分にできることはなんだ？　必死に考えた。

　そして、考え抜ぬいて出した答えは──。

「あの、お願いがあります。明日あした、里に出ることを許していただけないでしょうか」

　夕ゆう餉げ時、頃ころ合あいを見計らって、雪直は話を切り出した。

「……里に？」

「はい。栄達殿に言われたのです。だいぶ歩けるようになってきたから、外に出てみないかと。なので……そろそろ、記き憶おくが戻る方法は何かないか、自分なりに探してみようと思って！」

　──銀様の、怪我……で、ございますか？

　二人に話しながら、雪直は栄達との会話を思い返した。

　銀が泣きじゃくるコマを連れて奥に消えた後、栄達に銀の容態について問うた。

　コマの言うとおり、今の状態で戦いくさに出るのは厳しい。

　先ほど白牙を軽くあしらうことができたのも、一対一だった上に、白牙が斬きりかかってくることを見み越こして、白牙が死角に入り込めない位置にあらかじめ陣じん取どったからに過ぎないのだから。

　──そう、ですね。治らないことは、ないそうです。ただ、かなり難しいらしいのです。火傷やけどはともかく、目は普通の怪我と違い、治ち癒ゆの術をもってしても治せないので、自然治癒に頼たよるしかないと。

　なるほど。だから、銀は天界に怪我を治しに行かず、休養を願い出たのか。

　──自然に……と言うと、どれくらいかかるのでしょう？

　──下手をすると、数年はかかるとおっしゃっていました。よく効く薬草があるにはあるそうなのですが、非常に珍めずらしいものらしくて……。

　その言葉に、雪直は即そく座ざに願い出た。自分にできることがあるなら何でも手伝うと。

　……本当は、軒のき下したでも構わないから、そちらで寝ね泊とまりさせてほしいとも頼たのみたかった。

　自分をここに置いているだけで、変な噂うわさが立つと言うのなら、一刻も早く出て行ったほうがいい。でも、今はとりあえずこれだけ。そうでないと、コマが──。

「あ、あ……記憶がって……雪直さま。コ、コマは、何か粗そ相そうをいたしましたでしょうか？　そのようなお体で、お外に出たくなるくらい」

　案の定、雪直が外に出ると言っただけで、大きな目をうるうるさせ始めたコマの頭を撫なでて、宥なだめようとすると、

「コマ、よせ」

　震えるコマの声を、銀が煙管キセルを和灰皿にこんこんと打ちつけつつ、やんわりと遮さえぎる。包帯を巻かれた側を向けてそっぽを向いているため、どんな表情をしているのかは分からない。

「いいじゃあねえか。こんな狭せまいところにずっと籠こもってたんじゃ、誰だれだって腐くさっちまう。ただ……一つ条件がある」

「条件？　……はい。何でしょう」

「お前、今夜俺と寝ねろ」

　ドキドキしながら尋たずねると、銀は紫し煙えんをくゆらせ、さらりと言った。

「里の中を歩くなら、俺の家のもんだって分かったほうが色々と都合がいい。変なちょっかいかけてくる奴やつもいるしよ」

　その言葉を聞いて、雪直はとっさに自分と二人きりで話すための噓うそだと思った。

　まだ数人しか出会ったことはないが、美々太をはじめ、里の住民は皆みな、小さくて愛らしいものたちばかりだったから。しかし。

「え？　主あるじさま。確かに血の気の多い方もいらっしゃいますが、みだりに無体なことをする方など、この里には……あ。もしかして、伝てん馬まさまのことでございますか」

　耳をピンと立てるコマに、銀は顎あごを引いた。

「ああ。今は天界に行っているそうだが、いつ帰ってくるか分からないからな。用心に越こしたことはねえ。念入りにつけとかねえとな」

　どうやら本当に危険人物がいるらしい。

「あの……その伝馬様という方は、どのようなお方なのでしょう？」

「はい、伝馬さまは馬の神しん獣じゆうさまでございます。普ふ段だんは、白い馬の耳と尻しつ尾ぽが生えた若い男の姿をなさっていて……腰こしまで伸のびた長い白はく髪はつが目立つからすぐ分かると思います。で……あまり、近づかれぬほうがよいかと」

「それは、どうして？」

「それは……うう！　ご容よう赦しやください。あのようなこと、コマはとても言えません！」

　耳の中を真っ赤にして悶もん絶ぜつする。コマがここまで恐おそれ戦おののくほどの人物。それならちゃんと、匂においをつけてもらわないと……と、思ったが、ふと。

（……待てよ？　銀様とは毎日一いつ緒しよにお昼寝したり、抱だっこしてもらって散歩したりして、もう結構匂いがついてる気がするんだけど）

　それでも足りない。今以上のことってまさか……！

「じゃあな。後でちゃんと俺の部屋に来いよ」

　戦せん慄りつする雪直を置いて、銀が部屋を出て行く。その時ふとつり上げた口角がやけに意味深に見えて、雪直はびくりと身を震ふるわせた。







　真夜中。銀の寝しん所じよに向かいつつ、雪直は先ほど銀に言われた言葉を反はん芻すうした。

　──用心に越したことはねえ。念入りにつけとかねえとな。

（体を擦こすりつける以上の匂いつけって言ったら……あれしかないよな）

　そのことを考えると、足が止まりそうになる。怖こわい。

　しかし、ここで挫くじけるわけにはいかない。

　銀が自分を助けたせいで、辛い目に遭あっていると知ってしまった今、陽ひだまりに溢あふれたこの家で、二人に優やさしさと温ぬくもりを与あたえられるだけのひな鳥でいるなど耐たえられない。

　銀に怪我を負わせてしまった負い目を抜きにしても、銀の目が治ってほしいと願ってやまないし、自分にできることがあるなら何でも手伝いたい。それが、今の自分の一番の気持ちだ。

『……入れ』

　寝所の前で声をかけると、しばらくの間を置いて返事があった。戸を開くと、部屋の真ん中に敷しかれた布ふ団とんの上に、こちらに背を向けて寝転がる銀の姿が見えた。

　そろそろ近づいて正座すると、露ろ骨こつに舌打ちされた。

「……ったく。馬ば鹿かだよ、お前」

　溜ため息いき交じりの低い声。怒おこっているとすぐに分かった。

「まだ本調子でもないくせに、そんなに外に出たいか」

　銀は自分がしようとしていることを快く思っていない。ひしひしと伝わってきた。それでも、「はい！」と一生懸命声を張る。

「お、俺は、どうしても外に出たいのです！　外に出て、銀様の目を治す手助けや今の自分にできることを探したい。だ、だから……銀様に小便をかけられることくらい、耐えてみせます！」

　胸を張ってきっぱり告げると、銀は心底馬鹿にするように鼻を鳴らした。

「それが馬鹿だって言ってんだ。お前を助けたのも怪け我がしたのも俺の勝手だ。それだってのに、くだらねえ罪悪感でとち狂くるって、俺に小便かけられたいだなんて……はあ？　しょ、小便？」

「はい。猫ねこの匂いつけって、体を擦りつける以外だったらそれしかないでしょう？　だから」

「待て待て」

　銀は思わずと言ったように飛び起きて、まじまじとこちらを見た。

「お前って奴は、なんで俺と猫を同列に考える！」

「それは……仕草とか、匂いつけとか、全部ダンゴムシにそっくりだから」

「ダ、ダンゴムシ？　猫はどこ行った」

「いえ、本当のダンゴムシじゃなくて、昔俺が飼ってたらしい猫の名前です。最近、夢でよく見るようになって……はは、我ながら可か愛わいい名前でしょう？」

「……」

「勿もち論ろん、本人もとっても可愛いんです。で、色々と銀様そっくりで……銀様？」

　頭を抱かかえて項うな垂だれる銀に、雪直は首を傾かしげた。

「お前が天然なのは知ってたが、まさかここまでとはな」

「それって……俺、何か勘かん違ちがいしてますか？」

「……ああ。盛大にな。だが、まあとりあえずっ」

「……ふぐっ！」

　尻尾の先で頰ほおをぐりぐりされた。

「人を猫呼ばわりした罰ばつだ。たかが猫と、神獣であるこの俺を一緒にするな！」

　銀は虎とら型に変化してみせ、美しい毛並みを見せつけてきた。

「見てみろ、この毛並みを。猫とは全然ちが……ゴロゴロゴロ」

　隙すきを突き、つい最近知った、銀の好きな喉のど元もとを撫でてやると、目を瞑つむり気持ちよさそうに喉を鳴らす。そんな銀を見て、雪直は笑ってしまった。

「はは、ほら。やっぱり猫。可愛い……わ！　はは。ごめんなさいごめんなさい」

　飛びかかってきた銀に押し倒たおされる。でも、布団の上だったから痛くない。前足で殴なぐられたが、爪つめで雪直を傷つけぬようちゃんと丸められていたし、加減もされていた。

　鋭するどい牙きばで嚙かまれても甘あま嚙がみだからくすぐったいだけ。後はひたすら、もふもふした毛と柔やわらかな温もりが心ここ地ちよいばかり。

（……やっぱり、好きだな。銀様と、こうするの）

　楽しいし、心がぽかぽかと温かくなる。改めて思っていると、頭の上から声が降ってきた。

「一応……まだそうやって、笑ってくれるんだな」

　顔を上げると、こちらを覗のぞき込む静かな金色の瞳ひとみと目が合った。

　虎の姿だから人型の時ほどはっきりとは分からないが、どこか心こころ許もとない色をしている。

「お前、俺とこうするの……好きか？」

　深く頷うなずいてみせると、銀はそっぽを向いた。けれど少しして、耳の中を赤くして「俺もだ」とひどく小さな声でぽつりと呟つぶやく。そんなものだから、心の臓が高鳴った。

「……さっきも言ったように、今の状じよう況きようを招いたのは俺の性分だ。誰のせいにする気もないし、後こう悔かいもしていない。だから、お前が負い目を感じることなんざねえ。背負わなくてもいい罪悪感で自分を甚いた振ぶるなんて、馬鹿のすることだ」

「……銀、様」

「それに……お前はもう十分、役に立ってる。お前がここにいるだけで、俺もコマも……何というか、色々助かってるんだ。お前が気づいていないだけでさ。だから……今までどおり、俺のこと男前だって、馬鹿みたいに見み惚とれて、のほほんと笑っててくれ。そうすりゃ俺は、何とかなりそうだって、馬鹿みたいに思えるからよ」

　柔らかな肉球で頰を撫なでられる。途と端たん、胸がぎゅっと詰つまった。

　いてくれるだけで助かるなんて。そんなの、こっちの台詞せりふだ。

　銀がいるだけで満たされるのは自分だ。そばにいてくれるだけで、馬鹿みたいに安心できて、心が温かくなる。

　そう思えるくらい大事にしてもらった。心を満たしてくれた。だからこそ、自分は──！

　治まっていた感情が、再び濁だく流りゆうのようにのたうち始める。鼻の奥がつんと痛くなって、雪直は銀の首に抱だきついた。

「……分かって、いるんです」

　銀にしがみついて、掠かすれた声で呟く。

「銀様は、気高く強い方です。困っている赤の他人を助けるのも世話を焼くのも、銀様にとっては当たり前のことで……それで大怪我を負って立場が悪くなっても後悔しないし、立ち止まらない。コマ殿どのに宣言したとおり、きっと自分の力で何とかしてしまえる。分かって、いるんです。けれど、俺は嫌いやなのです。このままなのは耐えられない」

「それは……」

「お慕したい、しているからです」

　素す直なおに自分の気持ちを告げる。噓うそを吐ついたって、銀にはすぐばれてしまうと思ったから。

　びくりと、抱きついている銀の体が身じろぐ。だが、感情が高ぶっている雪直は気づかず、込み上げてくる感情の赴おもむくままに話を続ける。

「好き、なんです。銀様とコマ殿が、大事でしかたないのです。だから昼間、何もできず突つっ立っていることしかできない自分がすごく嫌だった。それで……とにかく何かを始めて、変わりたいと思ったんです。少しでも、銀様に頼たよってもらえる男に！」

　なんて血迷ったことを言っているのか。心の中で誰だれかが叫さけんでいる。

　人間のお前が、神獣様が頼る存在になどなれるわけがない。

（分かってる。そんなこと、分かっているんだっ）

　でも……今日思い出した記き憶おくのことを思うと、言わずにはいられなかった。

　記憶の中の自分は、託たくされていた何かを追っ手から守り通すために、隠かくれていたお堂に自ら火をつけていた。騙だまされて捨て駒ごまにされたと分かっていながらだ。

　果たしても何の意味もない役目に縋すがるしかなかった、無様な自分。

　あんなことになるぐらいなら、なりふりなど構わず、やれるだけのことをやりたい。

　銀は確かに強い男だが、弱みを見せることを嫌きらい過ぎて、一人辛つらさを抱え込んでしまうようなところがあると知っているから、余計に。

「ごめんなさい。俺の我が儘ままです。許してください。でも……もし、俺をここに置くことを咎とがめられることがあったら、すぐに言ってください。喜んで、出ていきますから……わっ」

　銀が大きく首を揺ゆすった。雪直の小さな体は放ほうり出され、畳たたみの上に転がった。

　その時、足に何かが当たった。何の気なしに拾い上げて見ると、それは──。

「馬鹿！　俺は、お前のそういうぼんやりなところが嫌いだ！　喜んで出ていく？　俺がついさっき言ったことも覚えられないのか、このぼんや……っ！」

　尻しつ尾ぽで畳をぱんぱん叩たたき、やたらと怒った口調で毒づいていた銀が、こちらを……拾い上げた篠しの笛ぶえを手に持つ雪直を一いち瞥べつするなり、全身の毛を逆立てた。

「あ、これ。銀様の……っ」

　目にも留まらぬ速さで笛をひったくられた。

　きょとんとしていたら目が合った。瞳が忙せわしなく揺れていて、動どう揺ようしているのが手に取るように分かる。

　この時、雪直の脳のう裏りをある光景が過よぎった。

　それは、篠笛を撫でていた銀の指先。まるで、想おもい人を愛あい撫ぶするように狂おしく、艶なまめかしく見えたものだから、しばらく頭から離はなれてくれなかったものだが──。

（やっぱり、あの笛には何か、特別な思い入れが……あれ？）

　雪直はとっさに胸を摑つかんだ。いきなりズキリと胸が痛んだのだ。

　どうしたのだろう。意味が分からず胸を擦さすっていると、銀が鼻で笑った。

「胸が痛むぐらい妬やいたのか？」

「……ええっ？」

　思いもよらぬ言葉にひっくり返った声を上げると、銀が顎あごを上げ鷹おう揚ように尻尾を振った。

「ふふん。お前が俺にそこまでべた惚ぼれとは知らなかった」

「ち、違ちがいます！　銀様のことは確かに好きですけど、そういう意味の好きじゃ……わっ」

「ふぁあ。お前と遊んでいたら疲つかれた。寝ねるぞ」

　顔を真っ赤にして否定する雪直を抱き込んで、銀は布ふ団とんの上に寝転がった。

「銀様！　待ってください。まだ話が終わってない……」

「……ああ？　そういや、そうだったな。外に出るのは許してやる。その代わり、毎晩俺とこうして寝ろ。俺の匂においがついていないと、変なちょっかいをかけてくる奴やつがいるってのは本当だからな」

「あ……はい。ありがとうございます。でも、あの……俺が言いたいのは」

「じゃあな。おやすみさん」

　雪直の言葉を遮さえぎり一方的に言うと、銀はそれきり黙だまってしまった。いくら話しかけても答えてくれず、しまいには寝息が聞こえ始めてしまった。

　雪直は唇くちびるを尖とがらせ、銀のふかふかしたお腹なかに身を預けた。

（……妬いているとか、絶対違うのに！）

　自分が銀に抱いている感情は思し慕ぼや友愛だ。衆道の気はない……はずだし、決して色いろ恋こいではない。断じて違う！　しかし、そう思えば思うほど、

（あの笛の持ち主は、銀様の……大切な人、なのかな）

　なぜか、そのことばかりがやたらと気になって、なかなか寝つくことができなかった。







　翌日、雪直が外に出る支し度たくをしていると、カズラたちを連れた美々太が訪ねてきた。

「栄達から話は聞いた。……すまなかったのう。色々と噓を吐いて」

　銀たちがいなくなるなり謝ってくる美々太に、雪直は首を振った。

「いえ。皆みな様さまが俺を気き遣づかってくれてのことと承知しています。ありがとうございました。それで……銀様の目に効くという薬草のことなのですが」

「待て。ぬしは、自分のことはよいのか？　辛つらいことを思い出したばかりだし、記憶が戻もどった時、倒れるほど体調を崩くずしたのであろう？　今は心も体も無理をせぬほうが」

　カズラとレンゲも心配そうに、小さな前足を雪直の掌てのひらに乗せてくる。その前足をそっと握にぎり、雪直は笑え顔がおで首を振った。

「ありがとうございます。でも、大だい丈じよう夫ぶです。むしろ、何かしているほうが楽なので」

　そう言うと、美々太は難しい顔をして耳の先をぴくぴくさせた。

「……そうか。では、今日は散歩がてら、薬草が生えている場所を教えてやろう。危険な場所や入ってはならぬ場所などあるでな」

　こうして、雪直は美々太に連れられて初めて屋や敷しきの外に出ることになった。

　銀はついて行きたそうに尻尾をぱたぱたさせていたが、銀たちに守られるばかりの今の自分から変わりたいという雪直の意思を尊重してくれたのか、ついて行くとは言わなかった。

　それでも、せめてこれくらいはと、コマと二人わざわざ玄げん関かんまで見送りに出てくれた。

「雪直さま、どうかご無理はなさらず。それと、これ。おやつでございます。小腹が空いたら召めしあがってください」

「わあ、ありがとうございます。大事に食べさせてもらい……っ」

　コマから包みを受け取っていた雪直は息を詰めた。銀が突然、強く抱だき締しめてきたのだ。

「ちゃんと帰ってこいよ。……返事は？」

「え？　あ……は、はい！」

　反射的に答えると、銀は「よし」と一人頷うなずいて身を離した。

「行ってこい。もし伝馬の奴が絡からんで来たら、お前は俺のモンだってことちゃんと言うんだぞ」

　頭をくしゃくしゃ撫でられつつ言われたその言葉に、雪直はようやく合が点てんが行った。

（ああ……今のは匂いつけか。そうか……そうだよな。銀様には……っ）

　そこまで考えて、雪直は慌あわてて首を振ふった。

「は、はい。分かってます。じゃあ、行って参ります！」

　赤くなった顔で一礼して、慌てて外に飛び出した。

　門をくぐる。すると、そこには不思議な光景が広がっていた。

　まず目に飛び込んできたのは、赤や黄で鮮あざやかに色づいた山々と豊かに実った田畑。これだけなら長閑のどかな農村風景なのだが、その中にぽつりぽつりと点在する家々は皆、さながら都の公く家げ屋敷のように大きく絢けん爛らんで……何ともちぐはぐな光景だ。

「あの……こちらでは、小作人を住み込みで雇やとっておられるのですか？」

　小作人の家らしきものが見えないので尋たずねると、後からついてきた美々太は首を振った。

「そのような者はおらん。あれは、神しん獣じゆうたちの単なる趣しゆ味みじゃ」

「趣味っ？　この広大な田畑全部？」

　美々太の医術のたしなみが趣味というのにも驚おどろいたが、寿じゆ命みようが長いと規模も大きくなるのだなあと感心していると、美々太が袴はかまを引っ張ってきた。

「と、ところで……銀は、ぬしに対して……その、いつもあのようなことをしておるのか？」

「？　あのような、とおっしゃいますと」

「ほ、ほれ。先ほどの……ぬしをこう、ぎゅっと……だ、だだ抱き締めたというか」

　耳の中まで真っ赤にしておずおずと尋ねてくる美々太に、雪直は笑った。

「はは、まさか。俺が変な輩やからにからまれたらいけないからと、昨夜から匂いつけを」

「昨夜からっ？　まぐわったのかっ？　どのような体位で？」

　ピンッと耳を立て、美々太が大声でそんなことを叫さけぶ。

「ま、まさか！　そのようなこと、するわけがありませんっ。銀様には笛の君が……」

「は？　ふえのきみ？」

「！　いえっ、何でもありません。それより、えっと……あの、て……伝馬様とは、どのようなお方なのでしょうか？」

　これ以上突つっ込まれたくなくて強ごう引いんに話を逸そらすと、美々太はびくりと肩かたを震わせた。

「て、伝馬となっ？　それは……決してな、悪い奴ではないのだ。ただ……ま、まあ安心せい！　今、あやつは天界に召しよう喚かんされておってしばらく帰ってこぬゆえ」

「そ、そうですか？　でも……わっ」

「ほれ、先を急ぐぞ。あまり遅くなると銀たちが心配するのであろう？」

　美々太が手を引っ張ってくる。少し迷ったが、雪直は何も言わずについて行った。本当は伝馬なる人物について詳くわしく訊ききたかったが、

「……言えるか。あのようなこと！」

　頭から湯気が出そうなほど顔を赤らめ、小声でぶつぶつ言っている美々太を見ていると、何だか訊くのが気の毒に思えてきたのだ。

　それから、美々太は里のあちこちを案内してくれた。

　薬草が採れる草原は勿もち論ろんのこと、底なし沼ぬまなどの危険な場所。それから、里の外れにある立派な鳥居。

「ここが人間界へと続く道の入り口。ぬしはここからやって来た」

「そう、ですか。俺は、ここから」

　しみじみと鳥居を見上げ、次に鳥居の先に目を向ける。

　この先に、自分がかつて住んでいた世界がある。でも、誰だれも自分のことを待ってはいなくて……。じくりと心が痛んで、雪直は眉まゆを顰ひそめた。

「もし戻りたくなったら、ぬしはここを通って帰っていくことになるが、よくよく考えてから決めるのだぞ？　一度人間界に戻った人間は、二度とここへは戻って来られぬゆえな」

「！　……そう、なんですか？」

「うむ。本来、人間が時空を行き来するのはよくないことなのでな。それで、次は」

　さばさばと答えてそっぽを向くと、再び歩き出す。雪直にとってとても大事なことだから、自分の意見は言わないほうがいいと配はい慮りよしてのことだろう。

　本来はその心こころ遣づかいに感謝するところだが、今の雪直はそれどころではなかった。

（ここを出たら、二度と戻って来られない……なんて、そんなこと言われたら、ますますここを出て行きたくなくなるじゃないかっ）

　銀の天界での立場を考えると、自分はそう遠くない未来、銀の許もとを去らねばならないのに。

　小さく唇を嚙かみしめていると、美々太が袖そでを引っ張ってきて、目の前に張り巡めぐらされたしめ縄なわを指差した。

「よいか。ここより先は行ってはならぬぞ。この先は魔ま物ものどもが跋ばつ扈こする恐おそろしい地ゆえな。また、この結界には決して触ふれぬように。この里を魔物どもから守る大事なものゆえ」

「それって……人間の俺でも簡単に壊こわせるということですか？　それは、少し脆もろ過ぎるのでは」

「はは、心配いたすな。この結界は内側からだと簡単に破られてしまうが、外側から壊すことはほぼ不可能。さらに、その結界を五重に張っておるゆえ、外から破られることは絶対にない。ゆえに、決して触れぬようにな。壊れてしもうたら、魔物どもが里に雪崩なだれ込こんで大変なことになる。銀のような戦いくさ神がみ以外の神獣では……情けない話、全く太刀打たちうちできぬのでな」

　その言葉に、雪直は大きな目をぱちくりさせた。

「あ、あの……そのように大事なお話、よそ者の俺に聞かせて大丈夫なのですか？」

「うん？　大丈夫も何も、どこにまずいことがある？　ぬしが我らを裏切ったり、傷つけるようなことをするわけがなかろう」

　笑顔で言い切る美々太に、雪直はどぎまぎした。

　こんなにもはっきり信しん頼らいを示されると、とても恥はずかしい。でも、どうしてこんなに信じてくれるのだろう？　と、最初は不思議に思ったが──。

「この匂におい……もしや、銀殿どのの許もとに滞たい在ざいされておる人間殿か？　出歩けるほど元気になられてよかったのう。これは祝いじゃ。持って行きなされ」

「もしかして、雪直殿ですか？　コマから聞いてます。分からないことや困ってることがあったら、何でも言ってくださいね。コマの友人同士、遠えん慮りよは無用でございます！」

　銀やコマの友人らしい神獣、狛こまは、尻しつ尾ぽをふりふり声をかけてくれ、丁てい寧ねいに自己紹しよう介かいし、ここまで元気になった祝いだと言って野菜や菓か子しをたくさんくれた。それ以外の者たちさえ、皆「初めまして」と近づいてきて、何処どこどこに住んでいる誰だれ々だれだと挨あい拶さつしてくれる。

　どこの誰とも知れぬ、種族さえも違ちがう相手なのに、銀の家で厄やつ介かいになっている、銀の匂いがついているというだけでだ。

（銀様は、里の方々にとても信頼されているのだな）

　改めて尊敬してしまう。でも、それと同時に少し緊きん張ちようした。

　皆がこんなに良くしてくれるのは、雪直が銀の家の者だと思っているから。それはつまり、自分が何か問題を起こしてしまったら、銀が白い目で見られるということだ。

（……気を引き締めないと！）

　胸の内で独りごちていると、「もうし」と背後から声がした。

　振り返ると、男が立っていた。年の頃ころは二十代半ば。長身で、腰こしまで伸のびた白はく髪はつが艶つややかな眉び目もく秀しゆう麗れいな直ひた垂たれ姿の男だ。

　しかし、頭には白くて大きな獣けものの耳が生え、尻しりからは髪かみの毛の束のようなものが生え……これは、馬の尻尾？　では、この男は……。

「げ！　伝馬！」

　美々太が叫ぶ。やはり、この男が伝馬か。

（だ、大だい丈じよう夫ぶ！　銀様がいっぱい匂いをつけてくれたんだから……っ）

　自分を落ち着かせるように言い聞かせていると、伝馬が優ゆう雅がな足取りで近づいてきた。

「こんにちは、美々太様。ご機き嫌げん麗うるわしゅう。して、こちらの鈴すず蘭らんの君は？」

　優美な身のこなしで雪直に向き直ったかと思うと、秀麗な顔に小こ綺ぎ麗れいな笑えみを浮うかべ、さらりとそんなことを言って来るので、雪直はぎょっとした。

「す、すずら……それ、俺のことですか？」

「勿論。大きな黒目がちのお目目と程ほどよくふっくらなほっぺが、子栗鼠りすのように愛らしいお顔。線が細く、たおやかな、稚ち児ご趣味の好事こうず家かが舐なめ回したくなるような体つき。そして、マラだとか、菊きく座ざだなんて破は廉れん恥ちな言葉、聞いたこともないと言わんばかりの純真無む垢くな風ふ情ぜい。そのような方を鈴蘭の君と呼ばずしてなんと呼びましょう！」

（……あ。これは、確かに近づいちゃいけない人だ）

　うっとりした表情で唄うたうように口ずさむ伝馬を見、雪直が瞬しゆん時じにそう悟さとっていると、

「……まあでも、さようなこと、私にはどうでもよいことですが」

　笑顔でそう付け足したかと思うと、伝馬が何かを差し出してきた。

　鞭むちだ。なぜこんなものを？　と、戸と惑まどっていると、

「ぶってくだされ」

「……は？　……っ」

　何を言われたのか分からず間の抜ぬけた声を漏もらすと、伝馬は雪直の前に鞭を置いて後ろを向いたかと思うと、四つん這ばいになって、尻を突き出してきた。

「お願いです！　私の背に跨またがって、尻をぶってくだされ！　思い切り、力いっぱい！」

「はあっ？」

　この男、一体全体何を言い出すのか。訳が分からず絶句していると、美々太が言いにくそうに耳打ちしてきた。

「馬の神しん獣じゆうは、銀のように戦人とともに戦うのではなく、戦人を背に乗せて戦う。伝馬はそれが高じて、その……跨られて尻をぶたれることに、快感を見み出いだしてしまった変態なのだ」

　それを聞き、雪直はようやく、コマたちが伝馬のことを言い渋しぶったことに合が点てんがいった。確かに、これは説明しづらい。というか。

「ま、まずは、その……お立ちになっていただけますか」

　尻を突き出されたままなのは非常に困る。だが、伝馬はやめるどころか、その体勢のままこちらに突っ込んでくるものだからたまらない。

「お願い申します！　類たぐい稀まれなる偉い大だいな戦いくさ人びとに攻せめられることが、馬の神獣である私にとって無上の悦よろこびなのでございます！　ですからどうか、平手でもいいので！」

「い、いや！　そんなこと言われても……え？　偉大な、戦人？」

　きょとんとすると、美々太が二人の間に割って入った。

「伝馬！　いい加減なことを申すでない。このような大人しい童わらべのどこが戦人……」

「はっはっは。甘いですな、美々太様」

　伝馬は立ち上がり、訳知り顔で笑い始めた。

「確かに、見目は非常に可か憐れんな方ですが、私の目は誤ご魔ま化かせませんよ？　この方は戦いくさ場ばの申し子。数百年に一度出るか出ないかの天才。それにほれ、この濃のう厚こうに香かおってくる匂いは、銀様の匂いでございましょう？　あの銀様がここまで入れ込むのですから、もう間ま違ちがいない！」

「！　い、いえ、それは思いっ切り誤解ですっ」

　伝馬に絡からまれないようにとつけられたのに、何という逆効果だ！　と、心の中で叫さけんでいると、伝馬が何かを放ほうってきた。

　思わず手に取る。刀だ。なぜ、こんなものを？

　その時、急に視界が陰かげった。顔を上げると、こちらめがけて振ふり下ろされる刃やいばが見えた。

　殺される。瞬間的に思った。刹せつ那な……体が勝手に動いた。

　左手で鞘さやを、右手で刀の柄つかを摑つかみ、勢いよく引き抜く。

「……っ！」

　引き抜きざま、振り下ろされる刃を弾はじき返す。

　体勢を崩くずした相手が後方に飛びのく。すると、今度は足が動いた。

　地面を蹴けり、瞬時に間合いを詰つめて、今度はこちらから斬きりかかる。

　狙ねらうは急所。首筋めがけ刀を振り上げる。　>>>♥

「雪直殿！」

　切せつ迫ぱくした声がした。見ると、表情を強こわ張ばらせた美々太と前足で口元を押さえてこちらを凝ぎよう視しする神獣たちの姿があった。それを見て、雪直はようやく我に返った。

「お、俺は……な、にを……っ」

「ほうら、やっぱり！」

　握にぎり締しめた刀を見つめて立ち尽つくす雪直に、伝馬は弾はずむような声を上げて駆かけ寄って来た。

「私の目に狂くるいはありませんでした。見た目は愛らしい子栗鼠でも、中身は猛もう虎こ！　素す晴ばらしい。さあ。そうと分かれば、早く私の尻をぶって……わっ」

「雪直殿、すごーい！」

　勢いよく尻を突つき出す伝馬を押しのけて、神獣たちがちょろちょろ駆け寄ってくる。

「先ほどの剣けん捌さばき、とっても格好よかったですぞ！」

「こんなのほほんとした顔と性格してるのに。人は見かけによらないって本当だなあ」

　皆みな興奮気味に尻尾を振り、無む邪じや気きに歓かん声せいを上げている。

　雪直は何も答えることができなかった。なぜなら──。

（殺そうと、した。俺は伝馬様を……確実に、急所だけを狙って！）

　そんな自分に、悪お寒かんが止まらなかった。それどころか。

　──……この人殺し！

　突とつ如じよ頭に浮かんできたのは、赤い、赤い……！





＊＊＊






　──……悪あつ鬼き。悪鬼じゃあ！

　たくさんの悲鳴と刀がぶつかり合う金属音に交じって、そんな言葉が耳に届く。

　──我らは、仏に仕える僧そうぞ。それをこのような……。

　刃を払はらう。相手の声が聞こえなくなると同時に視界に広がる、赤赤赤。

　──僧だろうが何だろうが、太刀たちを握ればただの兵ぞ。

　真っ赤に染まった相手から太刀を引き抜き、ぞっとするほど冷え冷えとした声が脳のう裏りに響ひびく。

　これは、誰だれの声だ。まさか……自分？

　──殺せ！　ここは戦場、我らは修しゆ羅ら。刃は向むかうものあらば、鬼おにだろうが仏だろうが、容よう赦しやなく斬り捨ていっ！

　鋭するどく叫んで地面を蹴る。槍やりをぎこちなく握って青ざめている僧兵に向かって、太刀を振り上げ……。
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「……い。おい」

「……へ？　……むぐっ」

　声をかけられたかと思うと、頰ほおに温かくて柔やわらかいものが触ふれてきた。これは……肉球？

「大丈夫か」

　もう一度聞こえてきた声に目を瞬またたかせると、月明かりに浮かぶ白びやつ虎この顔が見えた。それを見てようやく、今自分は銀とともに寝ねていたことを思い出した。

「あ……すみません。その……夢の中で、大事に取っておいた饅まん頭じゆうを、ダンゴムシに食べられてしまって……ははは」

　一いつ生しよう懸けん命めい顔を動かして笑顔を形作る。ちゃんと、笑えているだろうか？

「饅頭を猫ねこに取られた？　お前のぼんやりは生きつ粋すいなんだな」

「そうみたいです、へへ。でも……すみません。また、お休みの邪じや魔まをして……っ」

　姿勢を正し謝罪していると、太い前足で抱だき込まれる。

「離はなれるなよ。お前は、塩あん梅ばいのいい湯たんぽなんだから」

「……へ？　湯たんぽ？　そうでしたっけ……わっ」

「おう、今初めて言った。……とにかく、もう一回寝るぞ」

　ふかふかの懐ふところに閉じ込められる。その、ちょっと強ごう引いんな優やさしさに、鼻の奥がつんとなった。

　無意識のうちに伝馬に斬りかかったあの日以来、毎日夢を見る。

　数え切れないほどたくさんの人間を斬り殺す、赤い赤い夢を。

　立派な甲かつ冑ちゆうを着た兵士だけではなく、仏に帰き依えする僧だろうと、鍬くわを持った農民だろうと、誰彼構わず刃を振り下ろす。

　そんな自分を見て、「悪鬼」「人殺し」と悲鳴を上げて逃にげる者もいた。その者たちにさえ容赦なく刃を突き立てる。

　雑ぞう兵ひように追われていたことから考えて、自分は武士であった可能性が高い。武士なら戦場に出て人を斬るのは当たり前のこととは思うが──。

　一目見ただけで「悪鬼」と悲鳴を上げられる。自分は一体、どんなことをしてきたのか。その時、何を考えていたのか。

　夢は言動を見せてくれても、心情までは見せてくれないから余計に得体が知れない。

　人を斬ることに悦びを感じるような人間だったら。それとも、人を殺しても何も思わない人間だったら……嫌いやだ！　そんな人間であってほしくない。

　だが、人を斬った感かん触しよくは夢から覚めても両の掌てのひらに生々しく残っていて、自分は確かに大勢の人間を殺したのだという事実を、問答無用で突きつけてきて……ああ。

　初めてその夢を見た時は、震ふるえが止まらなくて、狂ったように手を洗い続けた。

　そんな雪直の掌に、銀は自分の掌をそっと重ねてきた。とっさに、「駄だ目めです、汚きたない！」と叫んで手を引こうとしたが、銀は洗い過ぎて赤くなった手を強く握り締め、こう言った。

　戦いくさ神がみである自分の手は血に汚よごれている。これ以上は汚くならない。

　──だから、大だい丈じよう夫ぶ……大丈夫だ。

　大きな掌で雪直の手を包み込み、蕩とろけそうなほど優しい笑えみを浮うかべてくれる。

　そしたら、あれほど掌にこびりついていた感触が噓うそのように消えていって……気がつけば、縋すがりつくようにその掌を握り締めていた。

　そんなものだから、匂においつけの必要がなくなってからも、銀はこうして一いつ緒しよに寝てくれる。

　雪直が魘うなされていたらすぐに起こしてくれ、掌にこびりついた、人を斬った感触に慄おののいていると、掌に大きな肉球を重ねて、震える体をふかふかの体で包み込んでくれる。

　全く……銀に頼たよられる男になりたいと偉えらそうなことを言って、家の外に出たというのに、よりいっそう面めん倒どうをかけてしまうことになるなんて。

　なんと腑ふ甲が斐いない。銀だって、とても大変な時期なのに。

　けれど、こうして一緒に寝ることをやめられない。

　何も話してはいないが、銀はきっと雪直が何に悩なやんでいるのか分かっている。

　それでも、無防備な姿を晒さらして眠ねむるほど気を許してくれて、今戸と惑まどっていても、雪直なら必ず立ち直ると信じて、こうして支えてくれている。

　この信しん頼らいと期待を裏切ってはならない。銀に頼ってもらえる男になるという宣言を噓にしてはならない。

　もしかしたら、自分はとんでもない悪党かもしれない。銀たちから侮ぶ蔑べつと嫌けん悪おの目を向けられ、記き憶おくを失う直前の自分のように切り捨てられるかもしれない。という不安に押し潰つぶされ、銀の信頼を踏ふみにじって逃げ出さぬよう、こうして毎夜、銀からの信頼を確かく認にんして……いや。

　そんなこと、ただの建前。自分はただ、銀と一緒にいたいだけだ。

　事情を知っていても、自分を変わらず信じて抱き締めてくれる銀に触れると心が安らぐ。自分は大丈夫だと馬ば鹿かみたいに信じられる。だから、手を伸のばさずにはいられない。

　そんな弱い自分に銀は嫌な顔一つしない。何も言わず、ますます深く抱き締めてくれるだけ。

　涙なみだが込み上げてくるほど嬉うれしかった。でも……それと同時に、思ってしまう。

　なんでこんな駄目な自分に、銀はここまで優しくしてくれるのか。そのことを思えば思うほどに、なぜかあの篠しの笛ぶえが脳裏にちらつき、戸惑うほどに胸の奥がじくじく痛む。

　痛くてしかたない。けれど、その理由を考えたくない。

　日を追うごとに痛みは加速していく。それでも、銀に触れずにはいられなくて……。

　こんな自分が、どうしようもなく嫌だった。それこそ、消えてなくなりたいと思うほど。

　それでも、もうすぐ戦場に赴おもむく銀のために少しでも何かをしたい。

　それが一番強い気持ちだったから、今日も見送りに出てくれた銀とコマに笑顔を返して、美々太に教えられた野原に向かった。

　ここ数日、日が暮れるまで延々、銀の目によく効くという薬草を探し続けているが、いくら地べたに這はいつくばって探しても一本も見つけられない。

　美々太から、それは数年に一度生えるか生えないかと言われるほどに珍めずらしい薬草だと聞かされてはいるが……それでも、今日こそはと、草花をかき分け念入りに探していると、「雪直殿どの」と声をかけられた。

　目を向けると、栄達が立っていて恭うやうやしく頭を下げてきた。

「今日もご精が出ますね」

「これはご丁てい寧ねいに、ありがとうございま……っ」

「顔色が優すぐれぬようですが、ご無理はなさいませんよう。まだ本調子ではないのですから」

　雪直の顔を覗のぞき込み、気き遣づかわしげに言ってくる栄達に雪直は笑みを浮かべた。

「ありがとうございます。でも、大丈夫……」

「まあ、お気持ちはよく分かります」

　強がる雪直に苦く笑しようし、栄達は手て拭ぬぐいを差し出してきた。

「このように良くしてもらったら、少しでも応こたえたいと思うものですよね。本当……ここの方々はびっくりするくらい慈じ悲ひ深い。人間が好きで、疑うことさえ知らなくて……私も最初は面めん食くらいました。人間界にいた頃ころは、戦火に怯おびえ、物もの盗とりや追いはぎに脅おびやかされる日々を過ごしておりましたから」

　顔は笑っていたが、呟つぶやいた声こわ音ねはどこまでも乾かわいていた。瞳ひとみも虚うつろで、彼がどれほど辛つらい日々を過ごしていたのか、容易に察することができた。

「……でもね。だんだん、無条件に相手を愛し慈いつくしむ皆みな様さまとの暮らしが、愛いとおしく思えて参りましてね。しまいには全すべてを捨てて、ここで生きることを選んでしまいました」

　常に誰だれかを疑い、傷つけ傷つけられて生きるよりずっといい。

　清々した声で彼は言った。自分の決断を後こう悔かいしてはいないと言うように。その姿に、雪直の心はざわついた。

　栄達は全てを承知した上で、ここで生きていく決断を下したが、記憶がない自分は……？

　もし、記憶を失う前の自分が、銀たちに顔向けできない人でなしだったら。

　最近ずっと苛さいなまれ続けている不安にまた襲おそわれた、その時。

「……と、言ってもですね。家に隠かくしてある宝物のことまで話し出した時は、さすがに無む警けい戒かい過ぎるだろうと呆あきれてしまいましたが」

　栄達がそう言って苦笑するので、雪直は首を傾かしげた。

「宝物……ですか？」

「はい。神しん獣じゆう様は皆みな、神様より拝領した神具を持っていらっしゃるのです。何でも出てくる打ち出の小こ槌づちや不老不死になれる薬などすごいものばかりでね。魔ま物ものに持っていることを知られたら大変だと皆様笑っていましたが、だったらこのような道みち端ばたで言わなければいいのにと……雪直殿？　どうなさいました？　まさか……誰も教えてくれなかった、とか」

　おずおずと頷うなずく。自分は聞いていない。会えば愛あい想そよく声をかけてくれる里の神獣たちは勿もち論ろんのこと、美々太や銀からさえも。

　まあ、そんなことを話す機会もなかったしと、大して気になりはしなかったが、栄達はひどく慌あわてた顔をした。失言をしてしまったと思っているらしい。

「あ、あの……どうか、お気になさらず。皆様が宝物のことを言わなかったのは、その……あなたのせいではないと思います。多分、前にここへ来た人間のせいではないかと」

「？　前、ここに来た……」

「は、はい。今から百年以上前、雪直殿と同じく記き憶おく喪そう失しつになった人間を受け入れたことがあったそうです。その方は最初とても善良だったのですが、記憶が戻もどった途と端たん豹ひよう変へんしたと」

「豹変って……」

「その方は……血も涙もない、追いはぎの頭領だったのです」

　記憶が戻ったその人間は、戦えない神獣ばかりを襲い、宝物を強ごう奪だつして……と、狼ろう藉ぜきの限りを尽つくし、大変だったのだという。

「結局、戦神の神獣様に成敗されて事なきを得たそうなのですが、多分その時のことを少し気にされているのではないかと。だから、あなた自身のせいでは……」

「……そういうことが、あるのですか」

「……え」

「性格が豹変して、周りの人たちを傷つけることが」

　表情を強こわ張ばらせ、硬かたい声で尋たずねると、栄達は思案げに視線を彷徨さまよわせた。

「変わると言うか、元に戻ると言いましょうか。それにその方は、記憶が全て戻ると同時に、記憶をなくしていた間のことを忘れてしまったらしくて」

　全身が凍こおりつく。記憶をなくしていた間……銀たちと過ごした日々全てを忘れる？

「よくしてもらった記憶もないから、その方は何の躊ちゆう躇ちよもなかったそうで……はは。雪直殿、大丈夫ですよ」

　顔面蒼そう白はくになった雪直の肩かたを、栄達は笑顔で叩たたく。

「あなたはその追いはぎとは違ちがいます。美々太様もおっしゃっておられました。雪直殿はあの若さで文字の読み書きができて教養もある。きっと、さるやんごとなき家で大切に育てられた御おん曹ぞう司し様ではないかと。ですから、野盗などであるはずがない」

　屈くつ託たくのない笑顔。雪直が悪人であるはずがないと信じて疑わないと言わんばかりだ。

　それが、今の雪直にはあまりにも眩まぶし過ぎて、後ずさってしまった……その時。

「雪直殿ぉおおお！」

　背後から叫さけび声が響ひびくとともに、誰かが襲いかかってくる気配がした。

　体がまた勝手に動く。即そく座ざに身を翻ひるがえし、近くに落ちていた棒を拾って、振ふり向きざまに……。

　──……此こ度たびの一いつ揆き討とう伐ばつ。そちが代わりに行ったと聞いた。

「……っ！」

　──相手は、ろくに戦ったこともない百ひやく姓しようだったというに、人の役目を分ぶん捕どってまで……そんなに殺したいか？　殺せれば誰でも構わぬか？　さすがは……。

　心底侮蔑に満ちた声音。決して振り返らない背中。その光景が脳のう裏りに浮うかんだ刹せつ那な。

「わぁあああ！」

　雪直は悲鳴を上げ、それを振り払はらうように、思い切り持っていた棒を振った。

　瞬しゆん間かん、握にぎった棒から伝わってきた感かん触しよく。これは……！

　我に返り両の目を瞬またたかせると、腹を抱かかえて地面に突つっ伏ぷす伝馬の姿が目に飛び込んできた。

「て、伝馬様っ？　大だい丈じよう夫ぶでございますか」

　栄達が慌てて駆かけ寄る。だが、伝馬は即座に立ち上がり身み悶もだえた。

「ううう！　この痺しびれるほどに強きよう烈れつな一いち撃げき！　たまらない。ああ、さすがは私の見込んだお方でございます。どうぞ、今日こそその棒切れで私の尻しりを攻せめて……あ」

　雪直は踵きびすを返し、その場から逃にげ出した。

「雪直殿！　待って。私、放置という趣しゆ向こうは好きませぬ……わっ」

「伝馬様！　いい加減になさいませ。あんなに銀様と美々太様から怒おこられたというに！」

　背後から二人の言い争う声が聞こえてきたが、振り返らなかった。それどころではなかった。

　頭の中で、目まぐるしく情景が明めい滅めつする。

　悲鳴と赤に満ちた光景。死体の山。その合間に浮かぶ、決して振り返らない男の背中。

　──ええ。俺は、悪あつ鬼きでございます。犬いぬ畜ちく生しように劣おとる外げ道どうでございます。

　淡たん々たんと口ずさむ、人として大切な何かが欠落しているとしか思えぬほどに冷え冷えとした声。

　──ですからどうぞ、これからも、下衆げすなお役目は全て俺にお命じくださいませ。相手が誰であろうと必ずや討うち果たし、お役に立ってご覧に入れまするぞ？　……父上。

　ひっそりと呼びかける。返ってくるのは、怯えるような息を吞のむ気配。

　──さすがは、実の母さえも殺あやめた餓が鬼きよ。……忌いまわしい悪鬼め。

　最後に浮かんだのは、多くの屍しかばねとともに横たわる、赤に濡ぬれる小さな……白と黒の縞しま々しま。

「……はあ、はあ。ぁ…ああああ……っ」

　殺した。ろくに戦えない農民を。殺した。実の母を。殺した。あんなに可か愛わいがっていたはずの愛あい猫びようを！

　全部殺した。それでも、まだ殺したい。足りない。誰だろうと構わない。早く「殺せ」と命じてくれと、父親にせがむ。

　自分は、そんな人間だった。捨て駒ごまにされても……死んだほうがいいと思われてもしかたがない、おぞましい犬畜生以下の外道。

　そこまで考えて、雪直は激しく頭かぶりを振った。

　嫌いやだ。そんなこと、到とう底てい受け入れられない。何かの間ま違ちがいだ！

　しかし、赤い光景と冷たい声はどこまでも追いかけてきて、思い知らせてくる。これは、揺ゆるぎない事実だと。

　目の前が真っ暗になる。そして、頭に響くのは、先ほど聞いた栄達の言葉。

　──変わると言うか、元に戻ると言いましょうか。それにその方は、記き憶おくが全て戻ると同時に、記憶をなくしていた間のことを忘れてしまったらしくて。

　もしも自分が、追いはぎのように全ての記憶が戻ると同時に、ここでの記憶を失ってしまったらどうなる。

　戻るのか？　あの……何かを殺すことしか頭にない畜生に。

　そんな自分が、銀やコマを目の前にしたら……。

　──よくしてもらった記憶もないから、その方は何の躊躇もなかったそうで。

　殺すのか？　あの愛くるしく健けな気げなコマを。あんなにもよくしてくれた美々太たちを。

　刃やいばを、向けるのか？　こんな自分を信じ、どんな時でも支え、励はげましてくれた銀に！

　……ああ。そんなこと、想像だってしたくない。

　嫌だ嫌だ。彼らを傷つけることも、彼らからの信しん頼らいを裏切り、顔向けできない人間になることも、自分には耐たえられない。

　そんなことになるくらいなら、自分は──。













　陽ひがとっぷりと暮れた頃ころ、雪直は小高い丘おかに登り、干支えとの里を見下ろした。

　家々に、それぞれ温かな明かりが灯ともっている。その一つ一つを見、家の主を思い浮かべる。

（あれが美々太様のお家うち。あれが伝馬様のお家。あれが、銀様とコマ殿どのの……っ）

　目を逸そらす。夕ゆう餉げ時になっても帰ってこない自分を心配しているだろう銀とコマの姿が脳裏を過よぎったせいだ。

　きっと心配している。もしかしたら、探し回っているかもしれない。

　これ以上迷めい惑わくはかけたくないと常々思っているのに、どうしてこんなに上手うまく行かないのか。

　本当に申し訳ない。だが、それも……今日で終わりだ。

「申し訳ありません。そして……ありがとう、ございました」

　銀たちの家に向かって深々と頭を下げ、踵を返す。

　そのまま振り返らず、足早に歩を進める。目指すは里外れの鳥居。人間界への道だ。

　恩を何一つ返せていない上に、何の挨あい拶さつもせず、逃げるように出て行くなんて、恩知らずにも程ほどがある。これまでの厚こう意いを踏ふみにじる最低の行こう為いだ。

　分かっている。でも、そうせずにはいられないのだ。

　記憶が全すべて戻った瞬間、この里での日々を忘れてしまう可能性がある。それなら……誰だれでもいいから殺したいと渇かつ望ぼうする悪鬼が本ほん性しようである自分が、ここにいるわけにはいかない。

　本来なら、そのことをきちんと説明して、出て行くべきなのだろう。

　けれどこんな話、できない。大好きな銀とコマには、とても──。

　だから、何も言わずに出て行く。銀たちに、自分の本性なんか知られたくない。

（……ごめんなさい、ごめんなさい。我が儘ままで、ひどい人間で……そのくせ、俺だけ幸せな気持ち、たくさんもらってごめんなさい）

　込み上げてくる涙なみだを堪こらえ、月明かりを頼たよりに歩を進める。

　しかし、鳥居の前にたどり着いたところで、ぱたりと足が止まった。

　鳥居の横にある大きな岩に腰こし掛かけ、煙管キセルを吹ふかす白銀の男が見えたせいだ。

　なぜ、この男がここにいる。狼ろう狽ばいしていると、月を見上げていた金色の瞳ひとみがこちらを向いた。凪ないだ海のように静かな視線だ。

「やっぱりな。こんなことだろうと思った」

「……銀、様」

「全部、思い出したのか」

　視線を月へと戻もどし、紫し煙えんをくゆらせる。その姿は、月光に光る白銀の髪かみの輝かがやきと相まって、溜ため息いきが出るほど美しい。心根もこの容姿に違たがわず綺き麗れいだ。それに比べて、自分は──。

「……いえ。全部は、まだ。でも」

　震ふるえる唇くちびるで説明する。本当は言いたくないけれど、見つかってしまった以上言うしかない。

「見え、たんです。武士どころか、農民や坊ぼう主ずまで斬きり殺して、『悪鬼』って悲鳴を上げられたり……お、お前は実の母親を殺したって、父親に言われたり、そんな父親に、まだ殺したい。命令してくれって言ったりする自分や……屍の山と一いつ緒しよに転がる、ダンゴムシの屍、とか」

「……」

「お、俺は……どうしようもない人間だったんです。捨て駒にされても、肉親からさえ……死んだほうがいいと思われてもしかたがなくて……だから」

「だから、人間界に戻って一人寂さびしく自害するつもりか」

　さらりと言われた言葉に、心臓が口から飛び出しそうになった。

「ここで死んだら、俺たちが屍を見つけちまうからな。ったく」

　紫煙とともに、盛大な溜息を吐はく。

「お前はどうしようもない馬ば鹿かだ。その程度のことで死のうとするなんてよ」

「！　その程度って、何がですかっ。だって」

「一揆討伐に出りゃあ農民や僧そう兵へいを斬るなんてザラだ。母親を殺したってのも、言われただけで実際殺したところを思い出したわけじゃない。まだ殺したいから命令してくれって台詞せりふも、口でなら何とでも言える。猫ねこの屍も、お前が飼ってたのとは別の猫だろ？　飼かい猫をわざわざ戦場に連れてきて殺すなんて、面めん倒どうにもほどがある」

「で、でも！　俺は一揆討伐に、無理矢理代わってもらって行ったと言っていました。行ったら、ほとんど戦ったことがない農民たちを、下手したら女子どもも殺さなきゃならないと分かっていたろうにっ」

「だから、代わってやったんだろう？　本来その役目を仰おおせつかった奴やつが苦しまないように。お前、馬鹿でお人ひと好よしだから」

　何のことはないと言わんばかりに言い返される。どこまでも、いつもどおり。

「どう、して……どうしてそんなに、俺のこと、信じられるんです！」

　俺は自分のこと、全然信じられないのにっ。その問いかけは、ほとんど悲鳴に近かった。

　銀の耳がぴくりと動く。おもむろに右手を上げ、軽く手招きしてくる。

　何だろうと近づくと、尻しつ尾ぽの先が頰ほおに飛んできた。

「教えてやろうか？　例えば……そうだな。お前、昔の自分が飼い猫にダンゴムシって名前をつけた夢を見た時、我ながら可愛い名前をつけたものだって笑ったよな？」

「？　そ、それが何か……わっ」

　首を捻ひねると、今度は尻尾の先で額を軽く突つつかれた。

「ありえねえよ！　猫にダンゴムシだなんて名前つけるのも、それを可愛いと自画自賛するのもどうかしてる。記憶なくしたってんなら、そのありえねえ感覚を真っ先に捨てろってんだ、ばあかっ」

「そ、そんな！　いくら銀様でも言い過ぎです。ダ、ダンゴムシ、可愛いじゃないですか…っ」

「……つまりさ、そういうことだ」

　尻尾の先で、雪直の額をつんつんと小こ突づき、銀が目を細める。

「記憶なくしたくらいじゃ、お前のどうしようもねえ短所は改善されないんだよ。その絶望的な美的感覚も、ぼんやりなとこも、相手の都合ばっかり考えて損するところも全部そのままだ」

　馬鹿は死ななきゃ治らないとはよく言ったものだと鼻で笑う。

　その……あまりにも軽い調子に、雪直はだんだん苛いら立だってきた。

「ぎ、銀様は分かっておられない！　そんな、何の根こん拠きよもない憶おく測そくで判断してよいことではないのですっ。俺が銀様たちに刃を向ける可能性が少しでもあるなら、俺は消えるべき……」

「おい」

　語勢を強めて力説していると、銀がいやに低い声を漏もらした。口もへの字に曲がっている。

「さっきから聞いてりゃあ……お前、殺せると思っているのか？　戦いくさ神がみであるこの俺を」

「……へ？　いや、そういう意味ではなくて……っ」

　何かを放ほうられる。思わず受け取ると、それは木刀で……。

「来い」

　端たん的てきに言って、銀はもう一本用意していたらしい木刀を手に取り、構えた。

「お前が本当に俺を殺やれるか、試ためしてみようじゃねえか」

「ぎ、銀様。あの、本当にそういう意味で言ったんじゃ……っ！」

　斬りかかられ、雪直は慌あわてて木刀を構えた。

（もう！　白牙って戦神様といい、伝馬様といい、どうして戦神様は無む闇やみに斬りかかってくるんだ！）

　丸まる腰ごしの相手に武器を放ってから斬りかかってくるところは、正々堂々と言えなくもないが……今はそんなことどうでもいい！

　どうして、分かってくれない？　これは自分と銀だけの問題ではない。

　記き憶おくはいつ戻るか分からないのだから、銀がいない時や里の道みち端ばたを歩いている時に覚かく醒せいし、非力なコマや美々太たちを襲おそう可能性もある。それくらい、銀にも分かっているはずだ。

　それなのに、「お前の馬鹿は記憶をなくすぐらいじゃ治らない」だなんて、訳の分からない決めつけで、そんな危き惧ぐは単なる杞き憂ゆうだと笑うなんて、暢のん気き過ぎるにも程がある。それとも、こんなチビの童顔がいくら刀を振ふり回しても怖こわくないと高をくくっているとか？

　銀はよくお人好し、暢気とからかってくるが、自分に言わせれば銀のほうがよっぽどだ。

　……こうなったら、強ごう引いんにでも自分の危険性を分かってもらうしかない！

　手元に目を落とす。無意識にとはいえ、伝馬を殺そうとしたあの時以来、怖くて握にぎることができなかった得物。だが──。

　大きく息を吐く。手に持つ木刀の柄つかを強く握り締しめると、地面を蹴けった。

　こちらから刃やいばを繰くり出す。斬りかかってきた雪直に銀はわずかに目を見開いたが、口角をつり上げると、即そく座ざに応戦してきた。

　初めて交えた銀の剣けん撃げきは、何もかもが想像以上だった。

　一撃一撃が重いくせに切り返しが異常に速く、たまらず逃にげても執しつ拗ように追いかけてくる。

　力も速さも、全部あちらが上。このまま真正面から打ち合っていては負ける。瞬しゆん時じにそう判断した雪直は、再び地面を蹴った。

　右側に回り込む。包帯が巻かれて目が見えない右側に。

　丸腰の相手に武器を渡わたしてから斬りつける銀に対して、何とも卑ひ劣れつなやり方だ。

　だが、これは試合ではない。……斬り合いだ。

　勝てればいい。だから、相手の弱点をつくのも立派な戦法。

　記憶の中の自分なら、きっとそう考える。ゆえに、その戦法で攻せめる。

　自分がどれだけ危険なのか、銀に分かってもらうために。

「……っ！」

　右側から攻こう撃げきすると、銀の反応がかなり鈍にぶった。鍛たん錬れんはしていたが……やはりまだ、目が見えない右からの攻撃に慣れていない。

　これならいける。確信した雪直は、執拗に右を攻めた。

　銀は尻尾まで振って応戦してきたが、防戦一方。

　とうとう、雪直からの攻撃を受け損そこね、体勢を崩した。

　今だ！　大きく木刀を振りかぶる。刹せつ那な、ばんっという大きな音とともに、すさまじい衝しよう撃げきが全身に走った。

　雪直の体は後方へと吹き飛び、地面に叩たたきつけられた。すぐ起き上がろうとしたが、なぜか体は思うように動かない。

　意味が分からず混乱していると、ばちばちという音が耳に届いた。顔を上げると、左掌てのひらをこちらにかざす銀の姿が見えた。その手をよく見ると、小さな火花が散っていて……まさか！

「ぎ、銀様。まさか、今術を使った……っ！」

「よし。俺の勝ち」

　近づいてきたかと思うと、尻尾で雪直の頭を叩き、得意げに宣言する。そんなものだから、雪直は目を剝むいた。

　思わず「狡ずるい！」と声を上げそうになったが、すんでのところで飲み込む。自分だって、卑ひ怯きような戦法で攻めたのだ。狡いも何もない。でも、それ以上に思うのは──。

「それにしても、お前……だいぶ元気になったな。ここへ来た時は、虫の息だったのに」

　ひどく嬉うれしそうに微笑わらって、尻尾でぽんぽん頭を叩いてくる銀に、胸がぎゅっとなった。

　自分は今、銀にひどいことをした。右目が見えなくて、辛つらい思いをしていることを知っているのに、執拗に右側ばかりを攻めた。とても嫌いやな思いをさせたはずなのに、雪直がここまで元気になってよかったと微笑っている。それが、どうしようもなく……。

（……ああ。どうして……どうして、ここまで……っ）

「けどよ」

　動どう揺ようする心に、また声が落ちてくる。やっぱり、どこまでも優やさしい声。

「これで分かったろう？　お前がどんなにとち狂くるって暴れたって、俺が必ず止めてやる。誰だれも、傷つけさせやしない」

「……ぎ、銀さ、ま…」

「受け止めてやる。お前のもんなら、どんなもんでも全部、俺がもらってやる。だから、お前は俺のそばにいりゃあいい」

　いたいんだろ？　本当は。そう言って、今度は掌で頭を撫なでてきた。

　その掌の感かん触しよくも、蕩とろけるほどに優しかった。そんなものだから、

「……なん、で」

　気がついたら、視界がぐにゃりと歪ゆがんで、呻うめくような声が漏れていた。

「なんで、俺なんかに、そこまで……してくれるの？」

「……うん？」

「俺には、何もないのに。銀様には……わ、忘れられない人がいるくせに！」

　涙なみだで掠かすれた叫さけびに、銀の目が大きく見開かれる。そこでようやく、自分がとんでもないことを口走ったことに気づき、雪直ははっとした。

　自分は何を言っているのだ。これではまるで……！　狼ろう狽ばいしていると、笑い声が落ちてきた。

「ははは。何だよ、お前。やっぱり妬やいてたんじゃねえか」

「！　そ、そんなこと、な……っ」

　顔を上げ、どきりとした。おどけた口調とは裏腹な、真しん剣けんな顔と目が合ったから。

「泣くほど悔くやしいなら、奪うばいに来いよ。欲しいんだろう？　俺の全部」

「あ……銀様。で、でも……んんっ？」

　震ふるえる言葉が、口づけで遮さえぎられる。至近距きよ離りで視線がぶつかり、絡からみ合う。

　どこまでも狂おしく、熱ねつ烈れつに見つめてくる濡ぬれた瞳ひとみと。

　言いようのない衝撃が全身を貫つらぬいた。それこそ、無ぶ遠えん慮りよに心臓を鷲わし摑づかみにされたような──。

　……捕つかまってしまった。心の中で、誰かが呟つぶやく。そして、何かが壊こわれる音が響ひびく。

　何が壊れたのだろう？　考えようとしたが、それより早く体が動いた。

「銀、様っ……んんぅっ。ぁ……ぎ、んさ……ふっ」

　腕うでを銀の首に絡めて引き寄せ、自分から舌を銀の口内にねじ込んで……ああ、そうか。

　壊れたのは、理由だ。

　人間の自分を大事にすると、銀は仲間に白い目で見られてしまうから。

　かつての自分は血に塗まみれていて、銀たちに顔向けできる人間ではなかったから。

　記憶が全すべて戻もどった時、今の自分は跡あと形かたもなく消えてしまうかもしれないから……と、数え上げていけばきりがない、自分が銀のそばにいてはならない理由たち。けれど。

「は、ぁ……ん、ふ…ぅ。銀、さま……ぎ、ん……ぅ、んっ」

　……壊れていく。熱く見つめられ、銀の感触を感じれば感じるほどに、その理由たちががらがらと音を立てて崩れ落ちる。

　その瓦が礫れきの山から姿を現したのは、今まで必死に隠かくして見ないようにしてきた、どうしようもない感情。

「ぁ、ん……好き。……好き、です。銀様、ずっと……おそばに、いた、い……んっ、ふぅ」

　身分？　本ほん性しよう？　迷めい惑わくをかける？　全部どうでもいい。

　銀が好きだ。離はなれたくない。そばにいたい。いつまでも、誰よりもそばにいて、銀の全部が欲しい。笛の君に囚とらわれている心も余すところなく、自分だけのものにして分かち合いたい。

　歓よろこびも悲しみも辛つらさも、何もかも。そんなことができる……男になりたい。　>>>♥

「……ああ。いろよ。ずっと俺のそばに、お前は……いればいいんだ」

　耳元で掠れた声で熱く囁ささやかれ、頷うなずくことしかできなくて……ああ。

　もう、駄だ目めだ。この気持ちを誤ご魔ま化かせない。止められない。

　どうしようもなく銀が好きだ。銀の全部が欲しい。

　でも……だからこそ、銀の唇くちびるが雪直のそれを離れ、首筋に向かおうとした時、雪直はその唇を軽く手で塞ふさいだ。

　銀が動きを止め、不思議そうに視線を向けてきた。雪直は笑って、軽く首を振った。

「銀様、やめましょう？　そこまで、俺に気を遣つかう必要ありません」

「？　何のこと……」

「本当は、俺としたくないんでしょう？」

　金色の瞳がわずかに揺ゆれた。

「銀様は、今の俺を抱だくのは間ま違ちがっていると思ってる。でも……今ここで、体でも繫つなぎ止めておかなくては、俺は行ってしまう。だったら、俺が死ぬよりましだって……はは、馬ば鹿かだなあ。そこまで気を遣って」

　俺より銀様のほうが、よっぽどお人ひと好よしだ。苦く笑しよう交じりに言って銀に抱きつく。今にも崩れ落ちそうな笑え顔がおを見られたくなかったから。

　銀が雪直としたくない理由。確かに、雪直への気遣いもあるだろうが、それだけではない。

　いくら好きだと訴うつたえても「俺も好きだ」と返してくれない。

　こんな時でさえ、「雪直」と名を呼んでくれない。

　そして、篠しの笛ぶえを撫でていた、あの狂おしくも甘やかな指先の動きとは、あまりにも違う愛あい撫ぶ。

　それらが何を意味しているのか、雪直には分からない。

　銀は、何を考えているのだろう。

　抱きたくもない、「俺も好きだ」と返せない雪直に、自分への恋こい心ごころを思い知らせ、抱いてまでして繫ぎ止めて……そこまでして、何を得ようとしているのか。

　頭に浮うかぶのは、やはり笛の君。

　もしかしたら、自分はただの感傷……もしくは、贖しよく罪ざいなのかもしれない。笛の君に対して犯おかした過あやまちやどうしようもない感情を、雪直を救うことで少しでも清算しようとしているとか？

　色々な考えがぐるぐる回る。しかし、以前ほど心が痛むことはなかった。

　今までは、怪け我がが治ったら一刻も早く出て行かなければならない、自分という存在は銀にとって厄やく災さいでしかないという考えが、心に重くのしかかっていた。

　でも、今は……必要とされていると強く感じる。

　雪直をそばに置くことが、どれだけ自分の首を絞しめることになろうが、雪直がどんな人間だろうが何だろうが、どこにも行かせない。絶対に離さない。

　痛みを覚えるほどに抱き締しめてくる腕の強さが、抱き締めるだけでは足りないとばかりに雪直の着物を握にぎり締めてくる掌てのひらが、そう……血を吐はくように訴えてくる。だから。

「……ごめんなさい。立場を悪くしても、自分を傷つけてでも、銀様が大事にしてくれるこの命を、粗そ末まつにしようとして。……大だい丈じよう夫ぶ。もう、死のうなんて思いません。銀様のおそばにいられるなら、俺はきっと大丈夫」

　銀が自分に何を求めているのか分からない。それでも、こんな自分でも必要としてくれるのなら、喜んでそばにいよう。

　そして、銀の……愛いとおしい男のために精せいいっぱい生きよう。

　いつか、何か隠しているその胸の内を晒さらして、寄りかかってもらえるように。

　そう思っていると、不意に両りよう肩かたを摑つかまれ、密着していた体を引き剝はがされた。

「銀、様？　突とつ然ぜんどうし……んんぅ」

「……お前、今すげえくだらねえこと考えていたろう？　『好きと言ってくれないのは、銀様が俺のこと好きじゃないからだ』『忘れられない人の代わりなんだ』とか何とか」

「！　そ、それは……ぁっ。ん、ふ…ぅ」

「ばあか」

　雪直を地面に押し倒たおし、口内を嬲なぶりながら銀が詰なじる。絡めてくる舌の動きも詰ってくる吐と息いきもひどく甘やかで、思わず悩なやましげな声が漏もれてしまった。

「好きだの何だの言わないのは、歯止めがきかなくなるからだ。今すぐ滅め茶ちや苦く茶ちやに犯して、俺なしじゃいられねえ体にしたくなっちまう」

「ぎ、ぎん……ゃ。そん、なこ…と、言わない、で…ふ、ぁ」

　囁きにさえ感じて、体がもどかしげに捩よじれる。その体さえ、きつく抱き締められて……布越ごしに伝わってくる銀の体温に、身が火ほ照てる。

「けどよ。それでもし、お前の記き憶おくが戻った時、想おもい人がいただ何だって言い出したら、癪しやくじゃねえか。そんなお前をもう一度惚ほれ直させても、体で籠ろう絡らくしただけだろって言われそうで」

「そ、それって……ぁ、んんっ」

「だから、今はここまでにさせてくれ。だが、お前の記憶が戻ったら、四六時中搔かき口く説どいて抱いてやるよ。お互たがいどろどろに溶とけるまで」

　楽しみにしてろよ？　そんな言葉とともに、ねっとりと舌の裏を舐なめ上げられる。そのあまりにも淫みだらな刺し激げきと台詞せりふに、頭がくらくらして……。

　やっぱり、銀はとても優やさしい。どんな時でも、雪直を大事にしようと一いつ生しよう懸けん命めいで、こちらの不安も即そく座ざに見み抜ぬき、温かく包み込んでしまう。

　いい男過ぎて、気き後おくれしそうになる。だが、負けないぞ！

（俺もいつか絶対、銀様をこんなふうに包み込める男になる！）

　そして、自分の名前を呼んでもらうのだ。

　抱き締めてくれる銀の袖そでを握りしめ、雪直は固く心に誓ちかった。
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『ぎ、ん……ゃ、だっ。それ……んんっ』

『噓うそ吐つけ』

　くぐもった声が股こ間かんから響く。いや、声だけではなくて……くちゅくちゅといやらしい水音がやたらと耳に届いて、神経が焼き切れそうになる。

『好きだろう？　じゃなかったら、俺の指、こんなに食い締めるわけがねえ』

『そ、そんな、の……知ら、な……ぁ、あっ』

　ぐるりと大きく指で搔き回されて腰こしが跳はねる。銀の口の中でだらしなく蜜みつを滴したたらせていた自身もぶるりと震ふるえて、目の前が真っ白になった。

　達いく。そう思ったが、下か肢しで暴れる快感が解放されることはなかった。銀が無遠慮に根元を摑んだせいだ。

『ぎ、銀……？　ど…して……ぁ』

『なあ。もう、挿入いれていいか？』

『！　えっ……あ、あ、その……』

　吐息を感じるほどの至近距きよ離りで、あまりにも直ちよく截せつ的な問いをぶつけられて、顔が真っ赤になった。すると、二つの金色の瞳が婀娜あだっぽく細められる。

『それとも、まずはこっちで慣らすか？』

『こ、これって……ええっ？　尻しつ尾ぽ？　そ、そんなの……んん！　…ゃっ』

　ひくついている菊きく座ざを尻尾の先で擦こすられた途と端たん、得も言われぬ快感が走った。

　身を捩ったが許されず、閉じようとする足を広げられて、ますます尻尾で突つかれる。たまらず身み悶もだえると、意地の悪い笑い声が降ってきた。

『どうする？　お前、尻尾好きだからな。こっちがいいなら……っ』

『初めて、なのに……い、意地悪なこと、しないでくれ！』

『……』

『は、初めては……銀のが、いい』

　自分はなんてことを言っているのだろうと思いながらも首にしがみついて、たどたどしく強請ねだった。刹せつ那な、少々乱暴に唇に嚙かみつかれた。

『ん……ったく。お前って奴やつは！』

　悪態交じりに、だらしなく弛し緩かんした足を担かつがれた。

『じゃあ、挿入れるぞ』

　掠かすれた声で宣言するその顔は、今まで見たことがない表情を浮かべていた。

　それだけで、心臓が壊こわれるんじゃないかと思うほど激しく鼓こ動どうを打って……。
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「……い。おい」

「……ううう。そ、そんな顔で見ないで。達っちゃう」

「はあ？　行く？　どこへだ」

「ふえ？　そりゃあ、勿もち論ろん……あれ？　銀様、なんで服着てるんですかあ？」

　こちらを覗のぞき込む銀が狩かり衣ぎぬを着ているものだから首を傾かしげると、銀は耳をぱたつかせた。

「ああ？　寝ね惚ぼけてるのか？　一体どんな夢見てた……」

　言いかけ、銀は口を閉じた。そのまま顔を近づけてきて、にやりと口角をつり上げる。

「お前、俺と犯やる夢、見てたのか？」

「……ふぁあ。……へ？　ゆめぇ？　……夢っ？」

　欠伸あくびをしつつ目を擦っていた雪直は、銀の言葉を反はん芻すうし意味を理解した途端、素すっ頓とん狂きような声を上げた。

　突とつ如じよ襲おそってきた羞しゆう恥ち心しんにたまらなくなり、脱だつ兎とのごとく逃にげ出そうとしたが、帯を摑まれ、銀の腕うでの中に閉じ込められてしまった。

「ほら。欲よつ求きゆう不満野や郎ろうの顔を見せてみろ。はは、ものの見事に真っ赤だな」

「は、離はなして。見ないで、ください……んっ」

「ふふん。美味うまそうな頰ほおだ」

　喰くっちまいてえ。真っ赤になった頰に甘く歯を立てられて、雪直は目を白黒させた。

「な、なんか……ご機き嫌げん、ですね」

「当たり前だ。あんなに毎晩見てた悪夢を、接せつ吻ぷん一つでいい夢に変えちまったんだぞ？」

　さすがは俺だ。と、得意げに尻尾を振ふるので、雪直は大きな目を瞬またたかせた。

「そういえば、嫌いやな夢見なかった……！　じゃ、じゃあ！　俺、昨夜は銀様のお休みを邪じや魔ませずにすんだんですか？　それなら嬉うれしい……わっ」

　目を輝かがやかせてせっついていると、少々乱暴に抱だき締しめられた。

「ったく。相変わらずの天然だ。喜ぶ理由が変過ぎて、訳が分からねえ」

「……変ですか？」

「変だ」

　きっぱり返された。それでも声こわ音ねは変わらず楽しげだし、銀の肩かた越ごしに見える尻尾の振り方もご機嫌。それを見ていると、何だかこちらも楽しくなってきて、雪直は小さく微笑ほほえんだ。

　どうやら自分は、色々意味が分からなくても、銀が楽しそうにしていたら何でもいいらしい。

　自分は本当に銀が好きなのだなあとしみじみ思いつつ、銀の胸に頰を寄せていると、遠くからちょろちょろと軽い足音が聞こえてきた。

「主あるじさま主さま！　大変でございま……？　主さま、なにゆえ雪直さまを抱っこなさっておられるので……！　まさか、ご自分ではお立ちになれぬほど、お加減が悪いのですかっ？　ど、どうしましょう！　すぐ美々太さまを呼んで」

「コマ、落ち着け。ただじゃれてただけだ。で？　何の用だ」

　雪直から身を離しつつ、銀が鷹おう揚ように尋たずねると、コマは耳と尻尾をピンッと立てた。

「は！　そうです、主さま。一大事でございます。今、天界より使者さまが参られまして、我が神さまより出しゆつ陣じんの命が下った、すぐ天界に参られたしと」

「！　我が神が……」

「は、はい。使者さまのお話ですと、今回敵軍は小規模ゆえ、危ないことはないだろうとおっしゃっておられましたが……？　主さま？」

　強こわ張ばった表情で押し黙だまっている銀に気がつき、コマが小首を傾げる。

「いかがなさいました。……まさか！　まだ具合が」

「……馬ば鹿か。本調子に決まってるだろう。……ただ」

　銀はちらりと雪直に目を向けた。銀にしては珍めずらしい不安げな視線。

　それを見て理解する。銀は雪直のそばを離れるのが心配なのだ。

　今は落ち着いているが、また衝しよう撃げき的な記憶を取り戻もどしたことで思い詰つめ、ここから出て行こうとするのではないかと。

　確かに、昨夜の取り乱しようを思えば、無理ないかもしれない。それに……実を言えば、自分も不安だ。銀がいない時に恐おそろしい記憶が蘇よみがえったり、今の自分が消えてしまったら？　と思うと、怖こわくてたまらない。

　だが、そんなもの……銀がこれからも天界一の戦いくさ神がみを目指して頑がん張ばって行けるかどうかの瀬せ戸と際ぎわの前では取るに足らないことだ。

「……ぎ、銀様」

「……何だ……んぅっ？」

　こちらを振り返った銀に勢いよく飛びつき、唇くちびるに嚙みつく。そのまま、開いていた口に舌をねじ込み、銀の舌に自分のそれを絡からめる。

「ん……ん、ぅ。……はぁ。こ、このとおり、俺は銀様にぞっこんでございます！　離れるなど、考えられない」

「お前……」

「で、ですから！　俺のことなど気にせず、お役目を全まつとうすることのみお考えください。……大だい丈じよう夫ぶ。俺は、絶対大丈夫です。銀様が大丈夫だと言ってくださったんです。だから…んっ」

　上擦った声でまくし立てていた要領をえない言葉が、銀の口づけで遮さえぎられる。

　拙つたない雪直のそれとはまるで違ちがう、全身を蕩とろけさせる情熱的な口づけ。おまけにきつく抱き締められて、息苦しさに眩暈めまいがした。

「はぁ……。必ず、手て柄がらを立てて帰ってくる。その時は、笑え顔がおで俺を迎むかえろ」

「……はい。必ず」

「……え？　え、え、え？　主さま、雪直さま、ここここれはどういう……え？」







「は、はあ。……そ、そういうことでございましたか」

　銀を二人で見送った後、ことの顚てん末まつを搔い摘つまんで説明すると、コマは震える声で呟つぶやき、事実を飲み込むように何度もこくこく頷うなずいた。

「はい。それで……これから、美々太様の許もとに今の俺の記き憶おくが消えてしまった時の対策について、相談に伺うかがおうと思います。銀様は大丈夫だとおっしゃってくださいましたが、用心するに越こしたことはない」

「……」

「ごめんなさい。面めん倒どうをおかけすると分かっていながら居座ることを決めて。それと……もし俺が怖いなら、遠えん慮りよなく言ってください。極力、近づかないようにいたしますから……っ」

　雪直は言葉を切った。コマが体当たりする勢いで胸に飛び込んできたのだ。

「ばか……雪直さまは馬鹿でございます！　コマがそのようなこと、思うはずないのにっ」

「……コマ殿どの」

「雪直さまは雪直さまでございます。記憶があろうとなかろうと何だろうと、大好きで大事なお方です。家族です！　決して憐あわれみなどではありません。主さまだってそう。だから、そんな……寂さびしいこと言わないで……ううう」

　そう言って泣きじゃくるコマに胸がいっぱいになって、雪直はコマを抱き締めた。

「ありがとう。俺も……コマ殿が大好きで大事です。コマ殿にそう言ってもらえたなら、銀様がおられなくても怖いものはありません」

「ううう……も、もったいないお言葉でございます。主さまが聞いたら、怒おこりそう……あ！」

　コマが声を上げて雪直の腕の中から飛びのいた。どうしたのかと尋ねると、コマは耳の中を赤くしてもじもじした。

「それは、あの……雪直さまは主さまと口づけを交かわされる仲になられました。雪直さまは主さまのものでございます。では、コマがみだりに触ふれてはならないと思って……わ」

　今度は雪直のほうから、コマを引き寄せ抱き締めた。

「コマ殿も、寂しいことをおっしゃらないでください。これは家族のふれあい。銀様も咎とがめたりはなさいますまい」

「本当ですかっ？　ではこれからも、雪直さまとこうして触れ合うたり、一いつ緒しよにお昼ひる寝ねしてもよろしいのですか？」

　頷くと、コマはまた雪直の腕から飛び出してぴょんぴょん跳はねた。

「ありがとうございます！　実は……コマはちょっとだけ、寂しかったのです。雪直さまと今までどおりにしちゃいけないんだって思ったら」

　だから、とても嬉しいです！　そう言ってはしゃぎながら洗せん濯たく物ものを抱かかえて出て行く。そんなコマに頰が綻ほころぶ。あんなに無む邪じや気きに慕したってもらえて、自分は本当に幸せ者だ。けれど。

（銀様と口づけを交わす仲になった……かあ）

　顔が熱くなった。銀に抱だかれる夢も、ついでに思い出してしまったせいだ。

　まだ口づけられただけだというのに、あんなにも具体的な夢を見るなんて。

（自分の想像力が、ここまで逞たくましいとは思わなかった……あれ？　そう言えば）

　夢の中の銀は、顔に包帯を巻いていなかった。火傷やけどの痕あともなく、右目も開いた銀本来の顔。

　いつも銀の怪け我がが全快するよう祈いのっているから、それが形となって夢に出てきたのか？　だが、銀の元の顔などほとんど知らない自分が、あそこまで鮮せん明めいに想像できるものなのか？

　それに何と言うか、夢の中の銀は普ふ段だんより若く見えたような……。

　──はぁ……全部、挿入はいった。

　不意に、ある光景が脳のう裏りに浮うかぶ。

　──大丈夫か？　……はは、意地っ張り。……そうか？　じゃあ、動くぞっ。

　顔に怪我をしていない全ぜん裸らの銀に穿うがたれ、揺ゆさぶられる自分。

　……おかしい。夢では、ここまで見ていない。これは、自分の妄もう想そうか？　それとも。

　──……チヨ。

「……っ！」

　──チヨ……好きだ。お前だけ……お前だけだからな？　チヨ。

（……誰だれ、だ？）

　自分の名前は雪直だ。チヨではない。しかし、銀は自分をチヨと呼ぶ。

「……な、に？　なん、で、そんな……」

　──チヨ。チヨ……俺だけのチヨ。

「ち、がう。俺は、チヨじゃ……ぃっ！」

　頭を抱えて倒たおれ込む。頭が割れるように痛み出したのだ。

　あまりの激痛に視界が明めい滅めつする。その先に浮かんできたのは、

　──いつものように、吹ふいてくれるか？　チヨ。

　自分が知らない笑顔を浮かべて、銀が差し出してきた……あの篠しの笛ぶえ。







　気がつくと、こちらを覗のぞき込むコマの潤うるんだ瞳ひとみと目が合った。

「……あ。雪直さま！　お目覚めになりましたかっ」

「コマ、殿？　俺は……っ」

「よかった、気がつかれて！　半日も目を覚まさないから、コマは……心配で心配で！」

　コマに抱きつかれたまま起き上がり、あたりを見回して瞠どう目もくした。

　秋の柔やわらかな陽光はすっかり消え失うせ、夜の帳とばりが庭に下りている。

「そう、ですか。俺は、そんなにも長い間……」

「美々太さまをお呼びして、診みていただきましたら、記憶が戻ってしばらくは体調を崩くずすことがあるから、そのせいだろうって。お薬をいただいておりますので、後でお召めしあがりください。それと、何かお召しあがりになりますか？　何かお腹なかに入れないと体に毒です」

「コマ殿……。ありがとうございます。それと、すみません。このような……っ」

「何をおっしゃいます！」

　雪直の掌てのひらに両の前足を添そえ、コマは首を振ふった。

「雪直さまは、コマたちの家族。これくらい当然のことでございます。それに……コマは大丈夫です。雪直さまが大丈夫にしてくださったから。だから、今度はコマの番」

　コマにできることがあったら何でもおっしゃってくださいね。気き恥はずかしそうに耳をぱたぱたさせて、雪直の掌を柔らかな肉球でふみふみする。そんなコマに胸が詰まった。

「ありがとう、ございます。では、お言葉に甘えて、何かいただきます。早く元気にならなくては。それと、明日……美々太様とお話がしたいのですが」

「分かりました。大丈夫。美々太さまには明日も来ていただくことになっていますので」

　それでは、何か作って参りますね！　そう言って頭を下げると、コマは部屋を出て行った。それを見届けて、雪直は額に手をやり大きく息を吐はいた。

　倒れた後も、自分をチヨと呼ぶ銀の光景がたくさん脳裏に浮かんできた。

　チヨ。チヨ。俺だけのチヨ、と何度も呼びかけられ、蕩けるほどに体を愛され続ける。

　混乱した。自分は、雪直という名ではなかったのか？　銀とはついこの間、出会ったばかりのはずでは……？

　何もかもが、今まで皆みなから教えられてきたことと違う。

　なぜ？　皆噓うそを吐いていたということか？　自分の名前は本当はチヨで、銀とは深く愛し合う仲だった？　でも、それもおかしい。そんなこと、隠かくす必要がないのに。

　考えれば考えるほどに混乱したが、次に脳裏に浮かんできた光景に驚きよう愕がくした。

　──ぎゃーご！　ぎゃーご！

　あの篠笛を吹いている……自分だと思っていた童わらべと、その童の周りを飛んだり跳ねたりしているダンゴムシ。

　──うん？　なあに、ダンゴムシちゃん。この笛、そんなに好きなの？　じゃあ、もっと吹いてあげる！

　と、吹き口に口をつけた時だ。

　──好きなわけねえだろ、ばあか！

　聞き覚えのない童の声が聞こえてきた。一体どこから？　きょろきょろあたりを見回していると、「ここだ！」という声とともに、ダンゴムシが宙返りした。瞬しゆん間かん、ボンッという大きな音がして、水干を着た銀ぎん髪ぱつの童に姿を変えたものだから驚愕した。

　──俺の耳を潰つぶす気か。きぃきぃきぃきぃ！　どう吹いたらそんな音が出る……。

　──ダ、ダンゴムシちゃん……顔と体が禿はげになっちゃった！　……いてっ！

　白と黒の縞しま々しま尻しつ尾ぽで思い切り頭を殴なぐられた。

　──禿げって言うな！　というか、もっと驚おどろくところがあるだろう。獣けものが人の形になったんだぞ。化け物って叫さけんで逃にげ出すだろ、普ふ通つう。

　──え？　しないよ、そんなこと。だってお前、ダンゴムシちゃんでしょう？　俺のこと一番大好きだって思ってくれてる。だから、どんな姿になったって怖こわくないよ。

　そう答えると、自分より少し小さな童は見る見る顔を真っ赤にして、ぴょんぴょん跳ねた。

　──だ、誰がそんなこと言ったっ。でたらめ言うな。しかも一番だとか。自うぬ惚ぼれるのも大たい概がいにしろ！　俺のこと、ただの飼い猫ねことしか思っていない分際で！

　──飼い猫？　はは、そんなことないよ。ダンゴムシちゃんは俺の一番の友ぞ？　大好き！

　──……ふ、ふん！　それならいいが……そういうことは、一番初めに言うもんだ。このぼんやり！　それと……俺の名前は銀だ。ダンゴムシだなんて土臭くさい名前で、金輪際俺を呼ぶな。

　──え～！　ダンゴムシちゃんのほうが可か愛わいいのに。……でも、おしゃべりできたんだね。嬉うれしい！　これからはいっぱいおしゃべりしようね！

　ぎゅっと抱だき締しめてやると、小さな童は耳の中を赤くして、唇くちびるを尖とがらせた。

　──……ったく。しょうがねえな。分かったよ……チヨ。

　それからは、銀と名乗った白銀の童との記き憶おくの断だん片ぺんが続いた。

　ともに書を読み、剣けん術じゆつに励はげみ、時には昼寝をして……いつも一緒に過ごしているようだった。

　潑はつ剌らつとした愛らしい童はすぐこちらの背を追い抜ぬき、どんどん成長して、見ただけで溜ため息いきが出るほどの麗れい人じんへと変わっていった。それは雪直がよく知る姿で……ああ。

　数百歳さいの銀が子どもということは、これは数百年前の出来事ということになる。だったら、まだ十数年しか生きていないだろう自分の記憶であるはずがない。

　これは、他人の記憶だ。笛の君、チヨの記憶。

　そこまで考えて、雪直は唇を嚙かみしめた。

　銀は数百年も生きているのだから、睦むつみ合った相手の一人や二人いるのは当たり前。

　分かっている。それでも、自分ではない誰かを想おもい、熱ねつ烈れつに愛する銀の姿を見せつけられるのは辛つら過ぎる。

　でも……どうして、他人の記憶が脳裏に浮かんでくる？　意味が分からない。

　美々太に訊きけば分かるだろうか？　そして、できることなら一刻も早く治してほしい。

　このままチヨの記憶ばかり見続けたら、自分はおかしくなってしまう。

　チヨといる銀は、本当に幸せそうだった。雪直には見せてくれない表情ばかり浮かべている。

　そんなに、チヨが好きか？　俺よりも、ずっとずっと……俺に口づけてる時も、これがチヨだったらと胸の内で舌打ちしているんじゃないのか？

　妬ねたみ。憎にくしみ。悔くやしさ。どす黒い感情が止めどなく溢あふれ、銀を信じるという決意が穢けがれていく。このままでは、銀を笑え顔がおで迎むかえるという約束を守れなくなって……駄だ目めだ。

（揺れるな！　銀様は今、立派にお役目を果たそうと頑がん張ばっていらっしゃるんだぞっ）

　必死に自分に言い聞かせる。けれど、そう思いながらも──。

（銀様は、本当にチヨ様が好きだったんだな。でも……どうして、離はなれてしまったんだろう？　チヨ様は、今どこに）

　ぎしぎしと軋きしむ心を持て余しながら、そんなことを考えた。







　翌日、美々太が栄達たちを伴ともない、訪ねてきた。

「ふむ。だいぶ落ち着いたようだのう。だが、まだ無理は禁物じゃ。色々思い出して、心が戸と惑まどっておるゆえな。まあ、あまり思い詰つめるな。わしらがついておる」

　診しん察さつを終えた後、美々太が労いたわるように肩かたを叩たたいてくれた。

「ありがとうございます。それと、あの……美々太様は、チヨ様というお方をご存知ですか？」

「ちよ？　はて。知らぬが、その者がどうかしたのか」

「あ……実は、その……美々太様、他人の記憶が脳のう裏りに浮うかぶことってあるのでしょうか？」

　おずおず尋たずねると、美々太は「他人の記憶？」と首を傾かしげた。

「はい。どう考えても、自分のものとは思えない光景を見ることがあって、どうしてかなと」

「うーむ。それは、本来ありえぬことだ。そのような術があると聞いたことならあるが」

「術……ですか」

「うむ。ただ見せたり、本人が気づかぬうちに記憶を流し込み、あたかも自分の記憶だと思い込ませたり……だが、ぬしにそのようなことをする輩やからなどこの里にはおらん。ゆえに、ありえぬと思うておっても、それはぬし自身の記憶ではないのか？」

「はあ……そう、ですか」

　ぎこちなく頷うなずく。美々太の言うとおり、雪直にチヨの記憶を見せて得をする人間なんて誰だれもいない。でも、子どもの銀と過ごした日々が自分の記憶だとは、とても──。

「うーむ。何やら納なつ得とくできぬようじゃのう。もしよかったら、その記憶のことを話してみてはくれぬか？　もしかしたら何か分かるやも」

「美々太様」

　声がした。顔を向けると、たくさんの書物を抱かかえた栄達が、開いた襖ふすまから顔を出した。

「お話し中申し訳ありません。コマ様が雪直殿どのにお出しする料理について、少々お訊ききしたいことがあるので、台所まで来てほしいと」

「そうか。だが、すまぬ。今大事な話をしておるゆえ、後に……」

「美々太様、俺のことは後でもいいので、先にコマ殿のほうを」

　急ぐ話でもないだろう。美々太はチヨのことを知らないのだから。

「……よいのか？　では、栄達。しばらく雪直殿の話し相手になっておってくれ」

　美々太はカズラたちを連れて部屋を出て行った。入れ替かわりで、書物の山を抱えた栄達が部屋に入ってきた。

「雪直殿、お加減はいかがですか？」

「はい。おかげさまで、だいぶよくなりました。ご面めん倒どうをおかけして申し訳ありませんでした。あと……その書物の山は」

「これですか？　銀様にお貸ししていたものです。銀様は借りたら借りっぱなしのお方なので、これを機会に色々返してもらっておこうかと」

「あ……なるほど。でも、すごい数ですね」

　あまりの量に目を丸くすると、栄達は抱えていた書物の山を畳たたみの上に下ろし、溜息を吐いた。

「最近は特に多かったんですよ？　雪直殿のために色々勉強しなければとおっしゃって」

　そんなことを言われて、雪直は顔が熱くなった。銀が自分の看病のために医術書を借りていると知ってはいたが、まさかこんなにたくさんの量を借りていたなんて！

　積み上げられた書物の山を見上げ、胸を高鳴らせていると、

「勉学熱心なのはよろしいのですが、紙面を折るのは勘かん弁べんしていただきたいです。ほら。この書物もこんなに折って」

「わあ、本当だ。この紙面なんか特に……っ！」

　栄達が差し出してきた、折られた紙面だらけの書物をめくっていた雪直は瞠どう目もくした。

『……記き憶おく喪そう失しつの依より代しろに記憶を流し込み、生き返らせたい者を復活させる』

　一番大きく折られた紙面に記された、この文言。

「雪直殿？　どうかなさいましたか……」

「す、すみません！　この書物、俺に貸してくれませんか」

　気がついたら、そう口にしていた。

「その書物ですか？　ああ、記憶について書かれた書物だから気になったのですか？　よろしいですよ。ただし、折らないでくださいね」

　冗じよう談だんめかして笑う栄達に笑顔で頷いた……つもりだが、ちゃんと笑えていただろうか。







　その後、雪直は戻もどってきた美々太との会話を早々に切り上げて帰すと、すぐに例の書物を開き、目を走らせた。

　そこには、反はん魂ごんの術と呼ばれる、死者を現世に復活させる方法がいくつか記されていた。

　その中で特に雪直の目を引いたのは、赤の他人の体を依代にして、死者を復活させる方法だった。

　まずは、依代に選んだ者の記憶を全すべて抜き取る。

　空っぽになった心に、生き返らせたい者の記憶を注ぎ込んでいき、全てを満たした時、かの者は現世に復活する。

　記憶の注ぎ方についても色々記されていた。食事に薬を混ぜたり、眠ねむっている間に術を施ほどこしたり……どれもこれも、銀なら容易にできることだ。

　そこまで考えて思い浮かぶのは、チヨの記憶の中の銀。

　いつだって、チヨが好きでたまらないという気持ちが溢れていた。チヨさえいれば、何もいらないと言わんばかりに。

　そんなチヨが死んでしまったら、銀はどう思うだろう。どんな手を使ってでも、チヨを生き返らせたいと思うだろうか……。

「……雪直さま？」

　不意の呼びかけに肩が跳はねた。

「とても真しん剣けんなお顔で、何を読んでいらっしゃるのですか……あ！　その表紙」

　コマが両の耳を外に向け、ぱたぱたと駆かけてきた。

「主あるじさまが熱心に読んでおられたご本でございます。面おも白しろいですか……っ」

　突とつ然ぜん書物を閉じたものだから、コマの尻しつ尾ぽが逆立った。

「……いえ。特に面白くはないですよ？　それより……少し庭を歩いて来てもよろしいですか？　外の空気を吸いたくて」

　書物を懐ふところにしまいつつ笑顔で尋ねると、コマは大きな垂れ目を瞬またたかせた。

「え。お庭を？　よろしゅうございますが、念のためコマがお供に」

「いえ。一人で大だい丈じよう夫ぶです」

　申し出を丁てい重ちように断り、少し足早に外に出た。

　庭に出て、コマの目が届かないところまで歩いてきたところで、雪直は地面に落ちていた枝を拾い上げた。

　両手で構え、空を斬きる。何かを滅めつ多た刺ざしにするように、何度も何度も……いや。何かではない。斬りたくてたまらないのは──。

　──チヨ。チヨ……俺だけのチヨ。

「ああああっ！」

　血ち飛沫しぶきのように噴ふき出す感情に突つき動かされ、近くにあった岩に枝を滅め茶ちや苦く茶ちやに振ふり下ろす。

　銀は自分にとって、闇やみ夜よに浮かぶ月だった。

　溜ため息いきが出るほどに美しく、清せい冽れつで、何も見えない真っ暗闇の中途と方ほうに暮れることしかできなかった自分を、優やさしく照らし出してくれた。

　銀がいたから、今まで頑張ってこられた。己おのれのおぞましい過去に押し潰つぶされそうになりながらも、何とか呼吸することができた。

　どうしてこんな自分に、ここまでよくしてくれるのか。疑問に思うことはあったが、もし仮にチヨのことが関係していたとしても、自分のことを少しでも大事にしようと一いつ生しよう懸けん命めいなことには変わりない。そう……銀からの厚こう意いを、一度だって疑ったことはなかった。

　それなのに、全てはチヨのためだった……？

　大おお怪け我がを負おうが助けてくれたのも、自分の首を絞しめると分かっていながらそばに置いてくれたのも、名前を呼んでくれないのも、本気で抱だきたいと思っていなかったのも、全部全部！

　お前の全部を受け止めてやると言ってくれたのも、どうせすぐ消えてしまうのだからどうでもいいと思ったから？

　あんなに優しい顔で、不器用ながらも一生懸命労わってくれながら、こいつなんかさっさと消えてしまえばいいのに。早くチヨが蘇よみがえらないかと待ちわびていたと？

「ああああ……っ！　……ぐっ。かは」

　突とつ如じよ強きよう烈れつな吐はき気に襲おそわれた雪直は、地面に突っ伏ぷし無様にえずいた。

　……気持ち悪い。何もかもが、気持ち悪くてしかたない。

　その時、すぐそばでばさりと音がした。先ほど懐にしまった書物だ。突っ伏した拍ひよう子しに懐から落ちたらしい。

　──あ！　その表紙。主さまが熱心に読んでおられたご本でございます。

　先ほどのコマの言葉が蘇る。

　銀は……この書を何度も読み返していた。チヨとの再会を、夢見ながら……？

　瞬しゆん間かん、猛もう烈れつな怒いかりが込み上げてきて、雪直は書物を鷲わし摑づかむと岩に叩たたきつけた。

　ぐしゃりと音を立て、書物が地面に落ちる。すると、書物から一枚の紙し片へんが飛び出してきた。

　紙片には、びっしりと文字が書き込まれていた。

『一つ。目覚めた時に記き憶おくが蘇り混乱することがあるため、朝は必ず様子を見に行くこと』

『一つ。訳もなく寂せき寥りよう感に苛さいなまれるため、できるだけ構ってやること』

『一つ。極度の不安にも苛まれるため、当人の前では決して、何があっても動じぬこと。辛つらい、苦しいという感情を気取られるなど御ご法はつ度と。常に明るく、笑え顔がおで接すること』

　そこには、反魂の術についての文言は一いつ切さいなかった。

　いくら読んでも、記憶喪失になった雪直にはどう接するのがよいのか。何をしてやれば不安を取り除いてやれるのかが、書かれているだけだった。力強い癖くせのある字。銀の字で、延々と。

　すると、次から次へと記憶が駆け巡めぐる。毎朝必ず起こしに来てくれたこと。何かと構ってきて、とりとめもない話をしてくれたこと。どんなに辛いことがあっても、決して辛い顔をせず、明るく笑っていたこと。後から後から、止めどなく……。

「あ……ああああ」

　雪直は頭を抱かかえて蹲うずくまった。

　自分は……今、何を考えた？　気持ち悪いと、思ったのか？

　あんなにも良くしてくれた……そして、つい先日、あんなにも好きだと訴うつたえた銀に対して、ただ……反魂の術の紙面が大きく折られていた。たったそれだけのことで！

　最低だ。どうかしている。だが、そう思いながらも、銀を信じ切れない自分がいる。

　いまだ脳のう裏りに浮うかび続ける、自分のは一度だって呼んでくれない名前をたくさん呼んで、心の底からの笑顔をチヨに向ける銀と、銀からの愛を一身に受けるチヨを思うとどうしても…。

　自分以外の誰だれかをこの上なく愛する銀が嫌いやだ。醜みにくい嫉しつ妬と心に取り憑つかれ、些さ細さいなことで簡単に、愛いとおしい男の全てを疑う自分が嫌だ。

（どうしたら、いい。どうしたら……っ！）

　絶えず浮かんでくるチヨの記憶に割れそうになる頭を持て余しながら、憤いきどおりで再び枝を振り上げる。が、次の瞬間。雪直は手を止め、振り返った。

「あの、申し訳ありません」

　そこには、鞭むちを咥くわえた美しい白馬が立っていた。

「どうせ振るうなら、こちらの鞭にしてください。そして、私の尻しりに思い切り振り下ろして」

「……今日は、人型ではないのですね。伝馬様」

　嫌なところを見られた。顔を背そむけ素っ気なく返すと、白馬姿の伝馬は蹄ひづめを鳴らした。

「私、考えてみたのです。どうすれば雪直殿どのに尻をぶってもらえるかと、夜も寝ねないで昼寝して考え続けた結果、馬の姿ならあまり抵てい抗こうを感じないのではと思い至りまして！」

「……はあ。確かに人より抵抗はないですが、でも」

「まだ嫌なのですか？　もう！　いけずなお方です。では、我が背に乗ってください。そして、思い切り私の背骨を攻せめて！　勇ゆう壮そうな戦いくさ人びとであるあなたの尻骨で、いやらしくぐりぐりと……ああ。想像しただけでぞくぞくする……？　どうなさいました、雪直殿」

「伝馬様は……どうしてそこまで、信じられるのですか？　俺が、勇壮な戦人だと」

　本来なら、どれだけ尻好きなのだと呆あきれるところだが、今はそれどころではなかった。

「俺のこと、何も知らないくせに。自分のことが分からなくて取り乱す、格好悪い俺しか見ていないくせに。俺が何度違ちがうと言おうが……どうして、何を信じて、何を根こん拠きよに」

「根拠？　ありませんよ、そんなもの。あなた様を見てピンッときた。それだけです」

　血を吐くような雪直の問いに、伝馬はさらりとそう答えた。

「それ、だけ……？　たったそれだけで、そんな」

「それだけです。強しいて言うなら、これまでの己を信じていると申しましょうか」

　これまで……？　瞳ひとみを揺ゆらす雪直に、伝馬は蹄を鳴らした。

「何百年もの間、数え切れぬほどの戦人と出会い、その中から我が背に乗せる御ご仁じんを選んでは、ともに戦場を駆けて参りましたゆえな。自分は、真の戦人を一目で見み抜ぬけると心から思えるのです。あのような修しゆ羅ら場ばを潜くぐり抜ぬけ、こうして生き残ってきたのだ、間違えるはずがないと」

　根拠も、あなたや周りの言葉も関係ない。

　きっぱりと言い切る。そのあまりにも揺るぎない口調に、雪直はその場に崩くずれ落ちた。

「これまでの経験、生き様……そうか。はは。なるほど、分からないわけだ」

　おぼろげな記憶しかない自分には、そんな感覚、とても……っ。

　歯を食いしばり、地面を拳こぶしで叩く。

　伝馬は何も言わなかったが、しばらくしてボンッと何やら音がした。視線を上げてみると、今度は人型に変じた伝馬がいて、何かを差し出してきた。上等な布で作られた小さな巾きん着ちやくだ。

「実は、今日はお見み舞まいに参りました。倒たおれたとお聞きしたので。これは見舞いの品でございます。どうぞお納めください」

「あ……ありがとう、ございます。これは……勾まが玉たま？」

「身返りの珠たまと申します。これを持っていれば、一度だけここと人間界を行き来できる」

「！　そ、それって……っ」

「ここにいるよりも、人間界に行ったほうが早く記憶を取り戻もどせると思いまして」

　表情を強こわ張ばらせる雪直に、伝馬はうっすら微笑ほほえんだ。

「本当は、分かっておられるのでしょう？　あなた様のお心が鈴すず蘭らんのように頼たよりなく揺れるのは、今の己では決して銀様に愛してもらえぬと、分かっているからだと」

　ずばり指し摘てきされた言葉に、息が止まる。

　……そうだ。本当は、分かっていた。

　たとえ、チヨのことがなかったとしても、銀は決して、心の全すべてを晒さらしてはくれない。

　過去の己に怯おびえるほど、脆もろくて頼りない……いつ今の人格が消えてしまうか分からない、不確かな今の自分なんかに、寄りかかれるわけが……心の底からの笑みが、浮かべられるわけがない。

　だったら、記憶を全て取り戻し、現状から脱だつ却きやくするしかない。

　それも分かっている。だが、それでも躊躇ためらってしまうのは……怖こわいのだ。

　記憶を全て取り戻した時、自分はどうなってしまうのだろう。

　あまりにも凄せい惨さんな己の過去に押し潰されて、壊こわれてしまったら。

　過去の記憶に塗ぬり潰されて、今の自分が完全に消えてしまったら。

　最悪な結末ばかりが脳裏に浮かぶ。怖くてしかたがない。

「不安ですか？　されど、今のあなたでは……絶対に、銀様を幸せにはできない」

　そろりと言われたその言葉。弾はじかれたように顔を上げると、艶あでやかに嗤わらう伝馬の綺き麗れいな顔が間近にあった。

「銀様も私と同じ。強い男でなければ、全てを委ゆだねることなどできない」

「……っ！」

「全ての記憶が戻った時、今のあなた様でいられるか否いなか。それは運が決めること。運とは、ままならぬものです。されど、そういうままならぬものさえもねじ伏ふせて、欲しいものを手に入れる。そんな男が、私たち戦神は……たまらなく、好きですよ？」

（……知ってる）

　──そもそも、勝たせてくれと頼たのみに来た時点で論外だ。諂へつらって何とかしてもらおうって根こん性じようなしに預ける背中も、戦場でお守もりなんて酔すい狂きような趣しゆ味みも、俺は持ち合わせちゃいねえんだ。

　銀は、強い男が好きだ。弱い男なんか、いらなくて……。

「雪直さまぁああ！」

　あたりに愛らしい叫さけび声が響ひびく。コマだ。相当慌あわてているのか、四本足で駆かけている。

「た、大変です、雪直さま！　主あるじさまが……主さまがお帰りになりましたっ」

「……えっ」

　雪直はとっさに伝馬を見た。天界の戦というものは、こんなにも早く終わるものなのか？

　伝馬もこちらを見ていた。どことなく悲しげな顔をしている。

　雪直が表情を強張らせると、伝馬は小さく微笑んだ。

「ご武運を」

　そんな言葉とともに一礼して、伝馬が踵きびすを返した。

「あれ？　伝馬さまがなにゆえかようなところに？」

「俺が倒れたのを聞いて、お見舞いに来てくださったのです。ところで、銀様は？」

　伝馬からもらった勾玉を懐ふところにしまいつつ尋たずねると、コマは我に返ったように耳を立て、ぴょんぴょん跳はねた。

「疲つかれたとおっしゃって、お休みになってしまわれました。でも、しかたのないことです！　張り切って天界に馳はせ参じたというのに、呼び出しが間違いだったと言われたら気も抜けるというもの」

「……間違い？　呼び出しがですか」

「はい！　何でも使者さまの手違いだったそうで、ひどいです！　わざとではないにしろ、主さまの心を弄もてあそんで！　でも……主さまには悪いけれど、コマはほっとしています。あのようなお体で戦場に出られるのは、心配だったのです」

　ほっと胸を撫なで下ろすコマに、雪直は「そう、ですね」と返すのが精いっぱいだった。

　言えるわけがない。銀は……やはり、今の状態で戦場に出すのは危険だと主に判断され、戻されてしまったのかもしれない、だなんて──。

「あ。あと、主さまは夕ゆう餉げ、いらないそうです。手違いをなされた使者さまに、お詫わびだと言ってたくさんご馳ち走そうになって、お腹なかいっぱいだそうで。せっかく、腕うでによりをかけて夕餉を作ろうと思いましたのに、残念です」

　耳をしゅんと下げてそんなことを言うコマに、雪直の心はさらにざわついた。

　弱みを見せるのが嫌きらいで常に気き丈じように振ふる舞まっていた銀が、夕餉に顔を出せないなんて。

　天界で、相当辛つらい目にあったのか？　そう思ったら、たまらなくなった。

「すみません。夜、握にぎり飯を作っていただけますか？　銀様に持っていきたいと思います。昼間たくさんご馳走になったと言っても、さすがに夜は小腹が空くと思うので」







　夜。雪直はコマに作ってもらった握り飯が載のった盆ぼんを持ち、銀の部屋へ向かった。

　本当は、顔を合わせるのがたまらなく怖い。

　チヨの記き憶おくやあの書物に書かれていたことが、いまだに頭の中をぐるぐる回り、色んな感情がのたうってどうしようもなく苦しい。

　銀の顔を見た瞬しゆん間かん、それらが弾はじけて、とんでもないことを口走ってしまいそうな気がする。

　それでも、放ほうっておけないのは……。

　──俺は強くなりたい。それこそ、天界一強い戦神に。どうせ目指すなら一番だ。

　──俺はな、いつか天界一の戦神になるんだ！

　活き活きと目を輝かがやかせて語りかけてくる、今の銀の姿……そして、チヨの記憶の中で、無む邪じや気きに語る童わらべの銀の姿が、瞼まぶたの裏に浮うかんでくるから？

　それもあるが、そのことを差し引いても会いに行かずにはいられない。

　銀は今、とても辛い思いをしている。それを分かっていて、見て見ぬ振りなどできない。

　どこまでも疑っている。ちっとも信じられない。何をどうしていいかも分からない。でも……銀が一人悲しみに打ちひしがれているのは嫌いやなのだ。

　銀の部屋にたどり着き、閉められた戸の前で正座した。しかし、声を出すことさえ覚おぼ束つかなく思うほど、緊きん張ちようして……全く。ここまできて、なんと情けない。そう、己おのれを叱しつ咤たした時だ。

『……チヨ』

　部屋の中から聞こえてきた、その言葉。

「……」

　それを聞いた瞬間、生きるための動作が全部止まった。

　呼吸、思考……心臓の鼓こ動どうさえ、止まった気がした。

　銀が呟つぶやいた言葉が「チヨ」だったから？　……違う。

　衝しよう撃げきを受けたのは、声の調子のせい。

　途と方ほうに暮れた迷い子が、親を呼ぶような声だった。

　自分の力で何とかしようと足あ搔がいて足搔いて……それでも、事態は何も好転せず、立ち尽つくして、思わず漏もれてしまったような、弱々しくも切実な呼びかけ。

　それが、全てが停止したこの体に、ゆっくりと……染しみ込んでいく。

　じわじわと心にまで染み込み、満たした時。嵐あらしのように荒あれ狂くるい、乱れていた心が、噓うそのように凪ないだ。そして。

「銀様、雪直です」

　驚おどろくほど、自然に声が出た。部屋の中から息を吞のむ気配がした。無視して戸を開くと、慌てて何かを懐にしまう銀の背中が見えた。

　きっと、チヨの篠しの笛ぶえだ。それでも、横に置いてあった盆を手に取り、銀の許もとへ歩み寄った。

「小腹が空いていると思いまして、夜食をお持ちしました」

「……悪いが、いらねえ。まだ、昼間に食った飯が腹に残って」

「噓うそ吐つき」

　端たん的てきに返すと、銀の尻しつ尾ぽがわずかに震ふるえた。それを見て取り、雪直は鼻で笑った。

「可か愛わいい」

「……何？」

「立派に手て柄がらを立ててくる！　自信満々に宣言したのに、結局何もしないで帰ってきたから恥はずかしいと思っているんでしょう？　……ほら。お顔、見せてください。見たいなあ。恥ずかしがってる銀様のお顔……っ」

「ああ！　尻尾を引っ張るなっ。何なんだ、お前。そこまで分かってるなら、そっとしておこうって気き遣づかいはないのか……っ」

　振り返って耳と尻尾の毛を逆立てる銀に、雪直はのほほんと笑った。

「はは、すみません。俺はぼんやりなので、気遣いというものに疎うとくて。ただ、恥ずかしがることなど、何もありません。こうして無事、何事もなく帰き還かんされたのですから」

「！　お前……」

「『何もない？　いるじゃあねえか、お前がここにこうして。だったら、大だい丈じよう夫ぶだ。それさえ残ってりゃあ、何とでもなる』そう言ったのは、銀様……んんっ」

　言葉を、口づけで取り上げられた。

「ああもう煩うるさい。お前もう黙だまれ！」

　床ゆかに押し倒たおされ、口内を嬲なぶられる。吐と息いきさえも奪うばうような口づけに眩暈めまいを覚え、きつく搔かき抱いだいてくる逞たくましい腕に体が熱くなる。

　でも、それ以上に心を揺ゆさぶったのは、強がって必死に張っている声で……ああ。

　先ほどの、銀の呟きを聞いた時。全部どうでもよくなった。

　銀が他ほかの誰だれかを想おもっていようが、記憶を全すべて取り戻もどした時、今の自分が消えてしまう可能性があろうが何だろうが、もう……何もかもどうでもいい。

「……はあ。ぼんやりなお前と話していたら、何だか腹が減ってきた。食わせてくれ」

「はい。じゃあ……えっ？　食わせてくれって……！　なんで俺を膝ひざの上に座らせるんですっ」

「この体勢のほうが食わせやすいだろう？　ほら、早く握り飯を取って食わせろ。じゃないと、食ってやんねえぞ」

　銀を助けたい。助けを求めるほどに苦しんでいるのなら、それを取り除いてやりたい。

　たとえ、銀が助けを求めている相手が、自分ではないとしても、銀にはいつも飄ひよう々ひようと微笑わらっていてほしい。夢に向かって走り続けてほしい。その願いが叶かなうなら、何でもしてやる。

　そうすることで、運悪く、この意識が消えてしまっても構わない。

　この男を幸せにできない自分などいらない。存在している価値もない。

　そう、言い切れるほど……この男が好きだ。だから──。

「ううう……なんで、食べさせてる俺のほうが恥ずかしい思いをしてるのか」

「ふん！　この俺をからかった罰ばつだ。うんと恥ずかしがれ。はは！」

　──ままならぬものさえもねじ伏ふせて、欲しいものを手に入れる。そんな男が、私たち戦いくさ神がみは……たまらなく、好きですよ？

（……やってやる！）

　過去の自分……お前になど負けない。この意識を失うことなく、お前の全部を受け入れて、揺るがない、強い男になってみせる。

　そして、この男を手に入れる。チヨから奪い取ってみせる。

（……覚かく悟ごしておいてくださいね？）

　いつものように無理して笑って色んなことを誤ご魔ま化かそうとする銀に、笑って応こたえてやりながら、胸の内で独りごちた。







　翌日、三人で楽しく朝あさ餉げを食べた後。銀が剣けん術じゆつの鍛たん錬れんに出かけたのを見計らい、雪直は自分も出かけると申し出た。コマは少し難色を示したが、美々太の許に昨日借りた本を返しに行くついでに診しん察さつしてもらってくると言うと、了りよう承しようしてくれた。

　屋や敷しきを出た雪直は、里の外れにある鳥居へ向かった。

　鳥居の前に着くと、何か置いてあった。大小の刀と「伝馬」と書かれた書き置きだ。

（……伝馬様。かたじけのうございます）

　自分は誰かから追われる身。丸まる腰ごしで戻るのは心こころ許もとなく思っていた。

　大小を拾い上げて腰に差すと、雪直は足を踏ふみ出した。

　鳥居をくぐった先は、薄うす暗ぐらい石いし畳だたみの道が延々と続いていた。その道を一歩一歩踏みしめ進んでいくと、両開きの扉とびらが見えてきた。

　扉の隙すき間まからは光が漏れている。あの向こうに、自分の故郷があるのだろうか。

　扉の前まで来て、ふと足を止めた。振り返ろうと思ったが、すんでのところで思いとどまる。そんなことをしたら決心が鈍にぶる。

　息を吸い、勢いよく戸を開く。光が溢あふれ、薄うす闇やみの中にいた雪直は目を瞑つぶった。

　ゆっくりと目を開いてみる。小さく息を詰つめた。目の前に墓場が広がっている。

（ここは、一体……でも）

　墓場の先に見える山々。何やら、懐なつかしさを覚える。幼い頃ころから毎日見ていたような──。

「どちら様ですか？」

　声がかかった。振り返ると、こちらを見つめる老ろう僧そうと目が合った。

「我が御ご神しん体たい様が祀まつられておる御お堂どうに、何か？」

「御堂？　あ……申し訳ありません！」

　扉が開かれた御堂の前に立っていることに気づいた雪直は、戸を閉めて飛びのいた。

「中はどうなっているのかと……はは。ところで、こちらは何を祀っている御堂なんですか」

　この御堂から出てきたなどと言えるわけもなく、強ごう引いんに話を逸そらすと、僧そうは一瞬訝いぶかしむように眉まゆを寄せつつも答えてくれた。

「軍神様でございます」

「……軍神？」

「はい。綾あや部べ家の軍神、綾部雪直様を」

「……雪直！　すみません。その方のお話、詳くわしく聞かせてはいただけないでしょうか？　その……実は、俺の名前も雪直でございまして、何やら気になって」

　慌あわててそう説明すると、僧は得心がいったように頷うなずいた。

「なるほど。……分かりました。私もちょうど、暇ひまでございましたし」

　僧はどこかに向かって歩き出した。その後を雪直は付き従う。

「この地は昔、綾部家と申す豪ごう族ぞくが治めておりました。雪直様はその家の当主、直なお近ちか様の四男としてお生まれになりましたが、直近様から愛されることはありませんでした。最愛の奥方様が、雪直様を生んでお亡なくなりになってしまいましたので」

　その言葉に、わずかに歩調が鈍る。

　──そちのせいで、静しずは死んだ。そちが殺した……そちさえ、生まれて来なければっ。

　いつか夢に見た、決してこちらを振ふり返ろうとしない頑かたくなな背中。どこまでも自分を責める声こわ音ね……いや、いつかではない。この光景、いつも見ていた。子どもの頃から、ずっと。

「しかし、三人の心優やさしい兄たちに慈いつくしまれ、雪直様はすくすくお育ちになりました」

　三人の……兄たち？

　ここで、脳のう裏りに浮うかんできたのは、夢の中に時々出てきた、三人の男たち。今まで顔さえ認にん識しきすることができなかったが……今、その顔がはっきりと思い浮かんだ。

　こちらに優しく微笑む、自分によく似た顔。

　母が死んだこと、妻が死んで変わってしまった父を嘆なげきつつも、いつも父から庇かばい励はげまし、可愛がってくれた……大好きな、兄たち。

　──そうら。泣くでない。俺たちがついておるゆえな。大丈夫じゃ。

　──父上もいつかは分かってくださる。綾部の名に恥じぬ立派な武将になれば、きっと。だから、頑がん張ばって精しよう進じんするのだぞ？

　自分は兄たちのその言葉を聞いて、

　──よし！　ならば、天下一の武将を目指す！　どうせ目指すなら一番じゃ！

　と、幼い頃から鍛錬に明け暮れて……。

　止めどなく、光景が蘇よみがえってくる。故郷に戻ってきたせいか。自分の生おい立ちについての核心を聞いているせいか、どんどん思い出していく。

　もう少しで、自分を取り戻せる。もう少しで……と、拳こぶしを握にぎり締しめた雪直の耳に届いたのは。

「そして、雪直様が四つの時。戦神様を守護神にしてしまわれた」

「戦神様……っ！」

　言いかけ、息を吞のんだ。僧に連れて来られた神社に掲かかげられた絵え馬まに、幼い童わらべと戯たわむれる白と黒の虎とら猫ねこが描えがかれている。

「こ、この虎猫が、戦神様なのですか……？」

「猫？　とんでもない、これは子虎です……と、言っても、それは仮の姿」

　僧曰いわく、戦神たちは神社に祀られ、人間界に召しよう喚かんされるのだが、人々の信しん仰こう心がなければ力を振るえない。召喚された直後は、童の姿に戻ってしまうのだという。

「勿もち論ろん、力だってありません。ゆえに、数十年かけて人間からの信仰心を溜ため、力を得た後に、己おのれが認めた戦人の守護神になるのが普ふ通つうなのですが、雪直様は、まだ人型になることもできなかった戦神様を捕つかまえ、無理矢理己の守護神にしてしまわれました」

　──お前、今までどこに行ってた……うん？　どうしたんだ、その猫。

　──うん！　さっき、神社で拾ったの。とっても可か愛わいいでしょう？　この子、飼いたい！

　近所の神社で気持ちよさそうに日向ひなたぼっこしていた虎猫。可愛いからという単純な理由で、連れて帰ってきただけだったのに。

「たった四つの童に戦神が守護につくなど前代未聞のことでしたので、戦神様は長らく雪直様が可愛がっている、ただの飼かい猫だと周囲に思われておりました」

　二年後。信仰心が溜まり、子虎から銀ぎん髪ぱつの童に変じることができた戦神が、下げ僕ぼくの狛こまを呼び寄せ、自分は戦神だと宣言してようやく、周囲は事態を把は握あくした。とはいえ、人型になれるようになっても、まだまだ力は弱く、普通の童と何も変わらない状態だった。

　戦神は雪直とともに鍛錬をしつつ、力が溜まるのを待つことになった。

「お二人は毎日、朝から晩まで武術の鍛錬に励まれました。童とはいえ、かたや戦神。かたや戦の申し子。鍛錬は非常に苛か烈れつなものでしたが、二人ともとても楽しそうで、壮そう絶ぜつな斬きり合いをしているのに、じゃれて遊んでいるように見えたのだとか」

　──ふん！　そんなんじゃ、天下一の戦人にはなれないぞ。

　──はは、そっちこそ！　これくらいじゃ、天界一の戦神になれないよ。

「雪直様は、一番の友として戦神様に接し続けました。戦神様も雪直様のことを『チヨ』と呼んで友のように接しておられたと」

「……チヨ」

「？　はい。雪直様の幼名は千ち代よ寿じゆ丸まる。ゆえにチヨと」

　千代寿丸。その名を聞いた瞬しゆん間かん。また、ある光景が浮かんだ。

　──銀、コマ。見てくれ、俺もついに元服したぞ！　今日から綾部雪直だ。

　──わあ！　おめでとうございます。チヨさま……じゃない、雪直さま！　これで大人の仲間入りですね。

　──……ふん。何が雪直だ、面めん倒どう臭くせえ。チヨはチヨだろう？　俺は変えないぞ。

「あ…ああ……」

　チヨは、自分だった。銀と幼少時代を過ごし、長じて愛し合うようになったのも自分。

　銀は自分ではない誰だれかを愛している。その者を生き返らせるために、自分を犠ぎ牲せいにしようとしている。そんなことは全部勘かん違ちがいだった。

　それはいい。でも……それなら、なぜ自分たちは初対面だと噓うそを吐ついた？

　意味が分からず狼ろう狽ばいする。僧はそれに気づかないようで、淡たん々たんと話を進めていく。

「雪直様が初うい陣じんを果たされたのは十五の時。直近様率いる綾部家の主戦力が遠えん征せいに出た隙すきを突つき、雪崩なだれ込んできた数千の敵兵を、雪直様は戦いくさ神がみ様とともに、農村からかき集めた二百の手勢で迎むかえ撃うち、見事返り討うちになさいました」

　──ふふん。ぼんやりなお前の初陣にしちゃ、上出来じゃねえか。チヨ。

　綾部の領土から落ち延びていく敵軍を、そう言って笑う銀とともに見送った時が、今までで一番幸せな瞬間だったと思う。

　なにせ、明るい未来しか見えなかった。

　銀となら、どんな相手だろうと負ける気がしなかったし、これで……父も少しは自分のことを認めてくれるだろうと信じていた。しかし、それは所しよ詮せん儚はかない幻げん想そうだった。　>>>♥

「それから程ほどなくして、この地は近きん隣りんの大国、小お野の氏に目をつけられてしまいました。並みいる大軍相手に、雪直様は一歩も引かず獅し子し奮ふん迅じんの働きをなされ、何度も撃げき退たいいたしました。そのお姿はまさに鬼き神しんのごとく勇ゆう猛もうで、悪あつ鬼きと恐おそれられていたとか」

（ああ……そうだった）

　自分は戦った。御お家いえを……大事な家族を、自分が盾たてとなり刃やいばとなって守ってみせると、何度も何度も出撃を繰くり返した。それこそ、

　──さすがは、実の母さえも殺あやめた餓が鬼きよ。……忌いまわしい悪鬼め。

　父によりいっそう忌み嫌きらわれ、恐れられるようになるほど。

　それでも戦い続けた。これも皆みなを守るためなのだと、自分に言い聞かせて。それなのに。

「ある日、敵方と通じた家臣に裏切られ、直近様は無念の最さい期ごを遂とげられました」

　──息を引き取られる時、殿とのはおっしゃっておられました。「すまなかった。綾部家を……兄たちを守り抜ぬいてくれ」と。

　何に対しての詫わびなのか、いまだに分からない。けれど、兄たちを守れという言葉だけは、苦しいくらいに理解できた。

「本丸も獲とられてしまった。しかし、小野氏からの攻こう撃げきは止まらない」

　──綾部家の人間は、一族郎ろう党とう皆殺しにせよ。

　数万にものぼる大軍が攻せめ寄せてきた。対する自軍は、城も持たず兵の数は百にも満たない。

　兄たちは、これまでだと言った。これほどの大軍相手に勝てるわけがないし、逃にげられるわけがない。だったら、綾部の名に恥はじぬ戦いぶりを見せ、華はな々ばなしく散ろうと。

　兄たちの言葉に銀は何も言わなかったが、二人きりになるとこう言って笑った。俺はお前と最後まで一いつ緒しよだと。

　この時、銀にはほとんど力が残っていなかった。

　銀を祀る神社を焼かれて、信仰心を集めることができなくなってしまったせいだ。

　本来なら、すぐ帰らなければならない。人間界で信仰心を使い切ってしまったら、神しん獣じゆうは消しよう滅めつしてしまう。

　それなのに、銀は残ると言う。神社のことを抜きにしても、戦神は守護している戦人の命運が尽つきれば、見限って天界に帰るものなのに。

　天界一の戦神になるという夢があるくせに。

　……嬉うれしかった。愛いとおしい銀にここまで想おもわれて、自分はこの世で一番幸せだ。

　だから……だから、自分は……。

　──銀。お前はこの林に潜ひそんでいてくれ。俺の合図があったら、敵の背後を突く。……負け戦だって皆言ってるが、俺はそんなつもり毛頭ない。この息の根が止まるまで勝ちに行くぞ。

　地図を指差し、笑って……噓を吐いた。

　銀を送り出した後、コマに文ふみを託たくした。噓を吐いたことへの詫び。天界一の神獣を目指すお前がここで死んではならない。立派な神獣になってくれという旨むねが書かれた文だ。

　達者でなと言い添そえると、雪直の意図を察したコマは「嫌いやだ。行くなら一緒がいい」と、手にしがみついてきた。それはできない。自分は綾部家の人間だからと首を振ふると、声を上げて泣いた。そんなコマも送り出してから、兄たちに進言した。

　自分が殿しんがりを務めるから、皆は落ち延びてくれ。

　……そうだ。自分から、言ったのだ。

　お前一人置いてはいけないと猛反対する兄たちを、小野の勢力が届かない地まで逃げ切れれば、生き残る芽もある。綾部家を絶やさぬためには、これが一番の策だと説き伏ふせて。

　すると、一番上の兄がこう訊きいてきた。銀はどうするつもりなのかと。

　その言葉にどきりとして、すぐに土下座して詫びた。

　兄たちの安全を第一に考えるなら、銀にも最後まで戦ってもらうべきだが、噓を吐いて陣じんを離はなれてもらった。自分の我が儘ままだ。許してほしいと。

　地面についた、震ふるえるその手を、兄たちは握にぎり締しめてきた。

　──謝らないでくれ。……大だい丈じよう夫ぶだ。お前がここに残って一人戦うと言うのなら俺たちはどんな手を使ってでも、生き残ってみせる。そして、綾部の家を守り、この地に戻もどってくる。どんなに時がかかっても、必ず！

　──だから……だからな、雪直。お前も、諦あきらめないでくれ。たとえ我らがどうなろうとも、息の根が止まる瞬間まで、生きて生きて……生き抜いてくれ！

　──そうじゃ！　雪直。俺たちは……いや、家臣たちも、父上もきっと、お前を誰よりも誇ほこりに思っている。ゆえに、何が起ころうと胸を張ってくれ。お前は、よい漢おとこなのだから。

　強く強く、手を握り締められて……思い出した。全部、思い出した。

「兄たちを逃がすために殿を名乗り出た雪直様は、大軍をものともせず奮戦なされました。しかし、最期は力尽つき、潜んでいた御お堂どうに火を放ち御ご自じ害がいなされました。貴様らのような裏切り者にこの首渡わたすものかと」

　……そう、渡すわけにはいかないと思っていたのは、自分の首。

　謀む反ほん人などに渡しては、綾部家の……自分を守護した銀の恥はじだ。だから、火を放った。

「言い伝えによりますと、雪直様はその後、戦神様に連れられ天に昇のぼったと伝えられております。小野の殿との様さまはそれを聞き、恐れをなしましてなあ。祟たたられぬよう、雪直様を軍神として祀まつり、この神社を御建てになったのです」

「そう、なんですか……っ」

　自分を祀った神社だなんて妙みような気分だと思いつつ、改めて神社を仰あおぎ見た雪直ははっとした。

　おかしい。自分が自害しようとしたのは、今からひと月ほど前のこと。それなのに、どうして神社が完成している上に、こんなに古ぼけて見える？　そう、動どう揺ようした時だ。

「それが、かれこれ二百五十年前のことでございます」

　僧そうのその言葉に、雪直は絶句した。







　僧と別れた後、雪直は神社の周囲を散策した。

　山から流れてくる小川。遠くに見える山々。田園風景。それらは皆、馴染みのあるものなのに、細部を見ると、色々変わっていた。

　すれ違ちがう農民は皆知らぬ顔だし、服装や髷まげも何やら雰ふん囲い気きが違うし、話を聞けば、乱世はとっくに終わり、今は徳とく川がわなる家が天下を治めているとまで言う。そこで、ようやく思い知る。

　──どんなに長くても、ぬしらはたった二日の付き合いだぞ？

　美々太が言ったあの言葉。噓ではなかったのだ。

　干支の里と人間界は時の流れが違う。人間界では十数年でも、干支の里ではたったの一日。

　干支の里でひと月ほど過ごしたら、人間界では二百五十年も経過しているわけで──。

　そこまで思い至って、雪直はその場に崩くずれ落ちた。

　落ち延びた兄たちは行方ゆくえ知れず。謀反を起こした家臣の家も、攻めてきた大国も皆とっくに滅ほろんでしまったという話が、今いま更さらながらに重くのしかかる。

　もう、兄たちを助けに行っても手て遅おくれ。守るべき家臣たちも死に絶えた。復ふく讐しゆうしようにも、仇かたきさえもういない。

（生き残って、しまった。俺だけ……父上も、兄上たちも、家臣たちも、仇も、皆死んでしまったのに、俺だけ……おめおめと！）

　言いようのない喪そう失しつ感かんが全身を貫つらぬく。自分一人、こうして生きている罪悪感に吐き気がする。

　……腹ヲ切レ。

　頭の中で、誰だれかが命令してきた。

　母を殺し、父と兄たちを守れず死なせてしまったお前のせいで、御家が滅んだ。それなのに、お前だけが生き残るなどあってはならない。

　腹を切って詫びろ。それが道理だ。

　頭が割れるほどに激しく、父の声、兄の声、家臣たちの声で糾きゆう弾だんしてきて……息をするのも辛つらかった。

　言うとおり自害すれば、許してもらえる。この苦しみから解放される。そんな気がした。

　けれど、雪直の手が刀の柄つかにかかることはなかった。それどころか、ゆっくりと立ち上がり、覚おぼ束つかない足取りで歩き始める。

　──……チヨ。

　昨夜聞いた銀の呼び声が脳のう裏りに響ひびく。

　……呼んでいる。銀が、自分を呼んでいるのだ。

　だから……と、思う自分に、腹を切れと責め立てていた声たちは嘲あざ笑わらった。

　助けを求めている？　だから？　お前が行って何になる？　そもそも……あの男をあんなにも傷つけたのは、お前自身ではないか。

　その糾弾に、心がえぐられる。

　──……チヨ。

　今まで、何があっても弱みを見せることなく、雪直に寄り添い続けてくれた銀が、あんなにも弱々しい声で助けを求めた。

　そこまで追い詰つめたのは、他ほかでもない雪直自身。それなのに、銀のところへ行ってどうする？

　あんなに傷つけたくせに。傷つけることしかできないくせに。誰も守れなかったくせに。

　……分かっている。そんなことは、分かっているのだ。それでも、足は止まらない。

　御堂の戸を開き、元来た薄うす暗ぐらい道……干支の里へと続く道を進んで……。

『……自分が何をしたのか、分かっておるのかっ』

　道の先で怒ど鳴なり声がした。これは、美々太の声だ。

『雪直殿どのは御お家いえに強く縛しばられておる。その家がもうないと知ったら、追い腹を切るのは必至。ゆえにどうか、記き憶おくが戻らぬよう配はい慮りよしてほしいと、銀に懇こん願がんされたであろう！　それなのに……もし、雪直殿が自害したら、どう責任を取るつもりぞっ』

『美々太様。あなたは、それが一番の良策と本気で思っておられるのか』

　激げつ昂こうする美々太とは別の声がした。伝馬の声だ。

『私はそうは思わない。今の雪直殿の、一体どこが幸せだというのです』

『黙だまれ！　部外者のぬしに何が分かる。これは銀たちの問題。我らが出る幕など』

『銀様は、すでに限界でございます。そして美々太様。あなたもです。慈じ愛あいに満ちておられる美々太様のこと。銀様の目の件で、さぞかし辛い思いをなされているのではありませんか？』

　銀の目？　どういうことだ。

『べ、別に……わしは、辛いことなど』

『では、どういうお気持ちなのです？　あなたの言葉を信じて、存在しない薬草を探し、毎日地べたに這はいつくばる雪直殿を見て』

　……存在、しない？

『そ、それは……しかたがあるまい！　真まことのことなど言えるものか。銀の右目は、ぬしに煎せんじて飲ませてしまったなどと！』

　美々太の悲痛な叫さけびに、全身の血の気が引いた。

「ただでさえ、顔に大おお火傷やけどを負わせてしまったと気に病やんでいたのに、目まで犠ぎ牲せいにさせたと知ったら、雪直殿は罪悪感で押し潰つぶされてしまう。それに、このことを知ったら、さすがに……会ったばかりの他人に、なぜ目までと疑念を抱いだいてしまう。それが引き金となって、全部思い出してしまったら……っ！」

　ふと、雪直と目が合った美々太は絶句し、顔面蒼そう白はくになった。

「ゆ、雪直殿。今の話、聞いておったのか……」

「どういう、ことですか。銀の目は、俺が飲んだって……どうして、そんな」

　虚うつろな声で、雪直が尋たずねる。美々太の長い耳が、小刻みに震え始める。

「……そ、それは」

「ここに来た時、あなたは医術では手の施ほどこしようがない状態でした。治ち癒ゆの術が使える神しん獣じゆうもいなかった。助けるためには、治癒の効能がある神獣の目を使うしかなかったのです」

「！　伝馬っ。なにゆえ、ぬしは……そのようなこと、雪直殿に言ってしまったら」

「美々太様。雪直殿は今、銀様のことを『銀』と呼びました。すでに、記憶は戻っているかと」

　慌あわてふためく美々太に伝馬が淡たん々たんと答えると、美々太の耳の毛が逆立った。

「そ、んなことまで、噓うそを吐ついて、いたのか……そんな、ことまで……っ」

　拳こぶしを握り締めて全身を震わせる雪直に、美々太は慌てて駆かけ寄った。

「雪直殿！　あ……その、銀の気持ちも、分かってやってくれ。あやつはただ……あ」

　美々太が話し終える前に、雪直は地面を蹴けった。

　美々太の声なんて、聞こえていなかった。いや、美々太の声だけではなくて……周りの音も、自分の破は裂れつしそうな心臓の音も、傷つけることしかできないお前なんか、とっとと死んでしまえと嘲あざけり続けてくるあの声たちも、何もかも聞こえない。

　そして、何も考えられない。たった一つ、銀のこと以外は何も──。













　気がつくと、小さな原っぱに立っていた。

　その真ん中に座り込む、銀の背中。息は乱れ、肩かたが小さく上下している。

　先ほどまで鍛たん錬れんに励はげんでいたのだろう。けれど、思うようにいかなかったみたいで、拳を震ふるえるほど握にぎりしめ、地面に叩たたきつけている。

　その所作に色んな感情が込み上げてきて一歩足を踏ふみ出すと、銀の耳がぴくりと震え、弾はじかれるように立ち上がり、こちらに向き直った。

　銀は一いつ瞬しゆん驚おどろいたように左目を見開いたが、すぐ気き遣づかわしげに微笑ほほえんで近づいてきた。一目見て、雪直が常ならぬ状態であることに気づいたらしい。

　自分のほうが苦しい思いをしているくせに。鼻の奥がつんと痛んだ。

「どうした？　何かあった……」

「……コマに」

　震える声で、雪直は呟つぶやいた。

「コマに託たくした文ふみには、こう書いてた。噓を吐いてすまない。でも、銀はここで死ぬべきじゃない。天界一の……戦いくさ神がみ様に、なってくれって」

　瞬間、包帯から覗のぞく銀の左半分の顔が凍こおりついた。

　何も言わない。ただ、揺ゆれる金の瞳ひとみでこちらを呆ぼう然ぜんと見つめてくるばかりだ。

　どれぐらい、そうしていただろう。銀が一歩、雪直から後ずさった。

「……そんな顔で、俺を見るな」

「……銀？」

「俺は……憐あわれでも、不幸でもない。お前から、何も奪うばわれていないっ。だから、俺に償つぐないをしようだなんて考えるな」

「……ぎ、ん？　何を、言って」

「惚とぼけるなっ」

　また、銀が自分から遠ざかる。

「全部思い出したってのに、御家命のお前がここにいる理由なんざ、それしかない。俺のせいで銀はこんな怪け我がをした。俺のせいで天界から追い返された。全部俺が悪い。だから、償わなきゃって……父親の時と同じようにっ」

　その言葉に、雪直は絶句した。

　好きだと、何度も伝えてきたはずだ。噓を吐いて一人死地に向かったのも、銀のためを思ってこそのことだと、ついさっき言ったばかり。

　それなのに、雪直が今こうしてここにいる理由が、罪悪感以外考えられないと銀は言う。

　それだけ、自分は銀の心を踏みにじってきた。傷つけてきた。銀はいつだって、こちらの心を何より気遣い、大事にしてくれたというのに！

　改めて突つきつけられた己おのれの過あやまちに慄おののく。しかし、そんな雪直を見て、銀は肯こう定ていと受け取ったのか、力なく笑いながらさらに後ずさる。

「確かに、俺はお前が欲しかったし、お前を生かすためなら何でもくれてやろうとも思ったさ。だがな、こんな形は真っ平だ。お前に新しい、消えない心の疵きずを作って縛りつけるなんざっ」

「……っ！」

「……何でもない。……そうだ。この程度、俺にとっちゃ何でもない。お前は負い目を感じる必要なんざ、何一つない。だから、遠えん慮りよなく怒おこれ。俺は、お前がここだと決めた死に場所を奪ったんだ。腹が立たないわけがな……っ」

　これ以上聞いていられず、雪直は銀に飛びついた。

　──銀様は、すでに限界でございます。

　伝馬の、言うとおりだった。

　雪直に噓を吐かれ、置いて行かれたのは勿もち論ろんのこと、顔の傷や目のことで仲間に迷めい惑わくをかけ、コマを泣かせ、雪直に負い目を感じさせ、挙げ句の果てに主君にまで迷惑をかけてしまった。

　それなのに、何もどうすることもできなくて、自尊心はすでにズタズタ。

　だから、雪直が今ここにいる理由も罪悪感以外にないと思ってしまう。

　こんなにも無様な自分のそばにいようと思う理由なんてそれしかないと……あの、誇ほこり高く、自尊心が人の何倍もある銀が！

　しかし、それでも……こんなこと何でもないと言い張り、負い目など感じるな。怒りたければ怒れとまで言う。

　その痛々しい姿を見るだけでも、胸が張り裂さけそうになったが、銀が……父が自分に向けたのと、同じ表情を浮うかべていることが、何より辛つらかった。

（父上。俺は、父上のことも……こんなふうに、傷つけていたのですか？）

　ずっと、悪いことをしたと思っていた。許してほしかった。好きになってほしかった。

　だから、何千回何万回と謝って、何を言われても言い返さず、汚きたない仕事は何でも引き受け続けて……それが、一番の贖しよく罪ざいだと思っていた。それなのに……間ま違ちがっていたというのか。

　では、一体どうすればよかったのか。分からないし……たとえ、正解を導き出したところで、もう何もかもが手て遅おくれだ。どうすることもできない。

　だが、銀は違う。銀は、まだ……！　そう、思っていると、銀が身じろいだ。

「離はなせ。こんなことするな。お前は、俺が何言ってるか分かってないだろう？　俺が一いつ緒しよに死んでやるって言っても、噓まで吐いて勝手に行っちまうお前には……っ」

「分かってる！」

　必死にしがみつく。逃にげられてたまるか。

「……分かってる。もう、ちゃんと……苦しいくらい、分かってる」

「分かってるだ？　一体何が」

「銀は、俺じゃなきゃ駄だ目めなんだ！」

　叫さけぶと、銀の体が怯おびえるようにびくりと震えた。その体を強く……けれど、できるだけ優やさしく抱だき締しめて、言葉を振ふり絞しぼる。

「銀は、俺が好きでたまらないんだ。俺が人間でも、ぼんやりでも、自分のモノにならなくても、銀のこと全部忘れても、顔に怪我しても目をなくしても……というか、夢も命も全部捨てたって構わないくらい、俺のこと好きで好きでしょうがないんだ。だから……っ」

　いきなり両りよう肩かたを摑つかまれ、体から引き剝はがされる。

「……癪しやくだ」

「……へ？」

「お前にそう言われると、なんか腹立つ」

　ぶすっとしたしかめっ面つらでそんなことを言う銀に、雪直は「ええっ？」と驚おどろきの声を上げた。

「あ……俺、何か間違ったこと、言った……ぎゃっ」

「合ってるよ！　一言一句間違いねえ。だから余計に腹が立つんだよ。お前の頭の中は御お家いえのことでいっぱいのくせに、よくも抜ぬけ抜けと……っ」

「そんなことない！」

　雪直の鼻先を尻しつ尾ぽで叩いて不服げに鼻を鳴らす銀の頰ほおを両手で包み込み、雪直は首を振った。

「いつも、強い男になりたいって思ってた。銀は強い男が好きだって分かってから、ずっと」

「！　お前……」

「最後まで付き合うって言ってくれたことも、本当はすごく嬉うれしかった。俺はこの世で、一番幸せだって思った。本当に、本当に幸せ過ぎて……俺ばっかり幸せで、銀に悪いって、思ってしまったんだ」

「……っ！」

「そう言ってもらえただけで、俺にはもう十分だ。だから、銀は生き延びて、今の俺と同じくらい幸せになってほしい。そう思って、噓うそまで吐ついて一人で殿しんがりに出た。それなのに、記き憶おくをなくしたら……チ、チヨって誰だれだよ！　って死ぬほど妬やいて、チヨには絶対負けないぞ！　って息巻いて」

（ああ！　俺は何を言ってるんだろう）

　ものすごく恥はずかしい。それでも、訴うつたえずにはいられなかった。

　自分がここにいるのは、罪悪感でも憐れみでもないことを分かって欲しい。　>>>♥

「い、今も……いや、今までよりずっとずっと、銀のことで頭がいっぱいだ。……きっと、好きの強さだけで言えば、俺のほうが上だよ？　だから……んんっ？」

　懸けん命めいに言葉を振り絞っていた唇くちびるに嚙かみつかれ、地面に押し倒たおされる。

「馬ば鹿かっ。そういうことは、一番初めに言うもんだ」

　このぼんやり！　そんな罵ののしりとともに強く搔かき抱いだかれる。

「ご、ごめん。俺、話し方、下手で……ん、ぁっ」

　舌を舐なめ上げられ、声が甘く掠かすれた。

「ぎ…ん……ぁ。は、ぁ……ふぅ」

　ねっとりと歯列をなぞられ、舌を痺しびれるほどに搦からめ捕とられ……。

　意識が飛びそうな程烈はげしく、口内を貪むさぼられる。そんな口づけに、心が甘く疼うずく。

　自分本位なようでいて、しっかりと雪直のいいところばかりを舐めたり嚙んだりしてくる銀の口づけ。記憶がない時は、銀はびっくりするくらい口づけが上手うまいとか、やはりこういうことに慣れているのかなとか、色々考えたものだ。

　でも、銀が自分の体のことをよく知っているのは、たくさん体を重ねて、何度もこの体を愛してくれたからだと分かる今は、体以上に心が感じてしまう。

　歓よろこびと愛いとおしさが溢あふれ、思わず銀にしがみつく。

　けれど、体を搔き抱いていた腕うでが下へと向かい、袴はかま越ごしに下か肢しを撫なでてきた時は、さすがにぎょっとした。

「！　ぎ…ぎ、ん。ま…さか……する、の？　ぁ…っ」

「……嫌いやなのか？」

「ぁ……嫌じゃ、ない。でも、こんなところで……ゃ」

「ふふん。いい面」　>>>♥

　湯気が昇のぼりそうなほど真っ赤になった雪直の頰に甘く歯を立てて、銀が目元だけで笑う。

「もっと見せてくれよ。好きなんだ、お前のその面」

「！　好きって……なんで、そんなもの好きなんだよ。意地悪……ゃ！　だ、から……ここじゃ、駄目だって……あ」

　こんな……何もない、明るい陽光が降り注ぐ野原で致いたすなど、恥ずかしくて死んでしまう。必死で訴えたが、銀は「大だい丈じよう夫ぶだ、死なないから」と言って聞く耳を持たない。

　いや、そういう問題ではなくて！　言い返そうとしたが、銀と目が合った途と端たん、体が動かなくなった。

　寒気を覚えるほど獰どう猛もうで野や蛮ばんな……それでいて、どこまでも切なげな金の瞳ひとみ。

　銀は、雪直がほしくてたまらないのだ。家までなんて、とても待っていられないほど。

　あの、傍ぼう若じやく無ぶ人じんなようでいて理性的な銀が。そう思ったら羞しゆう恥ち心しんなど、噴ふき出す愛おしさで簡単に塗ぬり潰つぶされてしまった。

　自分から手を伸のばし、銀の狩かり衣ぎぬに手をかける。銀は驚いたように目を瞠みはったが、すぐに雪直の唇に嚙みつくと、袴の紐ひもに手をかけてきた。

　お互たがい、競きそうように相手の着物を脱ぬがせ合い、暴あばいた肌はだを愛あい撫ぶする。

　外であることも構わず、四し肢しを絡からめ、肌を擦こすりつけ、浅ましいほどに求め合う。

　最後には、寝ね転ころがる銀の顔に尻しりを突き出し四つん這ばいになって跨またがるという、あられもない格好で、そそり立った銀の竿さおに夢中で舌を這はわせたりして──。

　何も考えてなんていなかった。銀のことしか見えていなかった。

「ぁ、ああ……銀。ぎ、ん……んんぅ。ふ……ぎ、ん」

　熱く脈打つ銀の自身を懸命に舐めながら、下にいる銀を見下ろす。

　こんなにも明るい場所で、銀の裸はだかを見るのは初めてだった。

　陽ひの光を一度も浴びたことがないような、抜けるように白い肌が、雪直の体と愛撫で汗あせばみ、色づいていく様が、陽光に照らされ鮮せん明めいに見える。

　それは凄せい絶ぜつな色いろ香かを放っていて、たまらなくなった。

　触さわりたい。あの美しい肌に掌てのひらを這わせ、思い切り己おのれの肌を擦りつけたい。

　銀、銀……。拙つたなく名を呼ぶと、雪直の菊きく座ざを弄いじりながら雪直の自身を口に含ふくんでいた銀が、くぐもった声で返事をした。

「んぅ……何だ？　もう、限界か」

「あ、あ……ちが…っ。銀を……ぎゅって、抱き締めたい」

　駄目、かな？　快感の涙なみだで潤うるんだ瞳で強請ねだる。

　銀の耳が勢いよく立つとともに、体がぶるりと震ふるえた。

「くっ……はぁ。あぶね…」

「？　何が……ぁあっ」

「別に？　何でもねえよ。……ほら」

　早口に言いながら上体を起こした銀は、向かい合うような形で雪直を自分の上に跨らせた。

「これでいいか？」

「……うん。あり、がとう。……は、ぁ」

　銀に抱きつき、汗ばむ白肌を存分に味わう。

　吸いついてくるようにきめ細やかな肌の感かん触しよくは、記憶の中のそれよりもずっと心ここ地ちよく感じられた。肌を擦りつけると、銀も甘えるように肌を擦りつけてきて、止まっていた愛撫を再開させる。

　耳じ朶だを食はまれ、菊座に長い指が一気に三本も押し入ってくる。

　先ほどまで二本の指で散々嬲なぶられていたそこは、ほとんど抵てい抗こうすることなく銀の指を迎むかえ入れた。

　自分の体を誰よりも知り抜いている銀の指が与あたえてくれる快楽と、銀の肌の感触に眩暈めまいがした。でも、それ以上に感じたのは──。

「チヨ……もう、挿入いれていいか」

「は、ぁ……うん。来て……ぁ、ああっ！」

　突とつ如じよ、全身を包んでいた快感も粉みじんに吹ふき飛んだ。

　全身を貫つらぬいた衝しよう撃げきと圧あつ迫ぱく感かんに息が詰つまる。漏もれそうになる呻うめき声を、雪直は必死に嚙み殺した。

「っ……辛つらい、か？」

「くっ……い、や。だい、じょうぶだから、続け、て？　銀がもっと、ほし……ああっ！」

「ああ……くそっ」

　必死に笑えみを浮うかべる雪直を最さい奥おうまで一気に貫いた銀が、小さく毒づく。

「一ヵ月で、こんなに……ココの形、変わるもんなんだな」

「ぎ、ぎん……あ、ああ。ぃっ……んんぅっ！」

「これから、毎日抱くからな？　ココが、俺の形に戻もどるまでっ」

　チヨ、チヨ。俺だけの、チヨ。

　そんなことを口づけの合間に囁ささやき、己を刻み込むように腰こしを突つき上げてくる。そんな銀に、全身の血が沸ふつ騰とうした。

　銀がこんなにも甘い声で名を呼ぶ相手は自分。見つめ合うだけで、全すべてが蕩とろけてしまいそうなほどに熱く、狂くるおしい視線の先にいるのも自分。

　他ほかの誰でもない。全部全部、自分だけに向けられたもの。

　記憶がある時は当たり前だったが、今はとんでもなく尊いことに思える。

　記憶がない時は、この呼び声と視線を独どく占せんできたらどれほど幸せだろうと焦こがれていたから。

　でも……と、思った時。頰ほおに何かが触ふれた。穿うがたれた痛みで瞑つぶっていた目を開いてみると、それは銀の顔に巻かれた包帯だった。

　自分が考えなしにしがみついたから、解ほどけてしまったらしい。

　けれど、銀はまるで気づいていないようで、動くのをやめない。

　包帯が見る見る解けていき、隠かくれていた顔の右半分が露あらわになる。

　一ヵ月前に見た時よりは腫はれが引いていたが、痛々しい傷きず痕あとは色いろ濃こく刻まれたままだ。

　そして、固く閉とざされた、焼け爛ただれて潰れた瞼まぶた。

　あの瞼の向こうには、何もない。生命力に溢れた美しい金色の瞳は、もう……っ。

　そう思ったら、体が勝手に動いた。

「？　どうかした……っ！」

　銀の首に腕を絡め、引き寄せると、雪直は火傷やけどの痕に舌を這わせた。

　銀が動きを止め、息を詰めた。ようやく、包帯が解けたことに気づいたらしい。銀は包帯に手を伸ばそうとしたが、雪直はその手に指を絡めて制した。

　再び、唇くちびるを寄せる。たった一度見せてはくれたものの、それ以来ずっとひた隠しにしてきた傷痕を、労いたわるように……ではなく、愛おしむように愛撫する。

　特に、瞼のあたりは念入りに、唾だ液えきをたっぷり含んだ舌先で撫でて、何度も啄ついばむ。

　銀は何も言わなかった。ただ息を殺し体を硬かたくしている。

　しばらくして、忙せわしなく揺ゆれていた瞳でゆっくりと、雪直の顔を覗のぞき込んできた。探さぐるように見つめてくる瞳に微笑わらいかけると、銀の顔がくしゃりと歪ゆがんだ。

　苦しそうな、嬉うれしそうな……駄だ目めだ。よく分からない。

　けれど、埋うめ込まれた銀の自身が大きくなるのを感じるとともに口づけられて、雪直も顔をくしゃりと歪めた。

　もう火傷の痕を隠そうとしない。自分の全てを晒さらして、再び求めてきた銀に胸が熱くなった。

「ぁ……ぎ、ん。ぅ、ん……好、き……大好き……ぁ、あっ」

　銀が別の誰だれかを愛しているのだと思っていた頃ころ。

　嫉しつ妬とと悲しさで胸がはち切れそうだったが、こうも思った。

　もしもいつか、チヨのように……いや、それ以上に自分を求めてくれたなら、自分はその想おもいに全力で応こたえてみせる。銀をできる限り幸せにしてやるのだと、切実に。

　その想いは、全てを思い出した今も、心に刻み込まれている。だから、自分は──。







「……最初は、助けようなんて思ってなかった」

　腰が痛くなるくらい激しく求め合った後。横よこ抱だきに抱かかえられて帰る道すがら、銀がぽつりと呟つぶやいた。

「お前は家を捨てられないって、よく分かっていたからな。ただ……お前を、独りで逝いかせたくなかったんだよ」

　家を守ることができなかった自分など、捨て駒ごまになって当然。自分と心中なんて銀が可か哀わい想そう。そんな悲しいことを思い込んだまま、雪直が独り寂さびしく殺されるなんて絶対に嫌いやだ。

「お前は大おお馬ば鹿か野や郎ろうだ」と殴なぐってやる。どうしても死ぬと言うのなら、笑って一いつ緒しよに死んでやる。そう思っていた。

　しかし、重傷を負いながらもまだ息がある雪直を見た瞬しゆん間かん、そんな思いは吹き飛んだ。

「死なせたくねえ。助けられるもんなら助けたい。そう、思っちまったんだ」

　だから、並みいる敵を蹴け散ちらし、命からがら干支の里に逃にげ帰り、右目をやってまでして雪直を生かした。

　けれど、綾部家が雪直を残して全ぜん滅めつしたとの知らせが届き、目の前が真っ暗になった。

　このことを知ったら、雪直は何が何でも追い腹を切ろうとする。自分はそんな雪直を止めることはできない。

　最さい期ごまで一緒にいようという自分の切実な想いに噓うそを返されたせいか、そうとしか思えなかった。

「助けるのに苦労したせいかな。せっかく拾った命なのに、追い腹なんて冗じよう談だんじゃねえ……って、思っちまったんだ。お前にとって家がどれだけ大事か、分かってたはずなのにな」

　どうすればいいのか。悩なやんでいた矢先、雪直が記き憶おくを失っていることを知って……。

「運がいい。そう思ったが、何の拍ひよう子しに戻るか分からない。だから用心して『俺に構うな』と言ったんだが、お前は俺の顔を見ようが何しようが何も思い出しやしない。そんなもんだから、こう思うようになった。こいつ、このまま一生何も思い出さないんじゃないか？」

「……」

「僥ぎよう倖こうだ。こいつは今までずっと、家族のことで苦しんできたんだ。嫌なこと全部忘れて幸せになったって罰ばちは当たらない。俺とのことも忘れたままだが、そんなの安いもんだって」

　噓うそ吐つき。心の中で呟き、雪直は小さく唇を嚙かんだ。

　それが本当なら、篠しの笛ぶえを握にぎり締しめてあんな表情を浮かべたりしない。

　雪直に名前を訊きかれて取り乱したのも、雪直のことを「雪直」と呼べなかったのもそうで……いや。このことに限らず、この一ヵ月は銀にとって地じ獄ごく以外の何物でもなかったろう。

　雪直が自分のことを全て忘れてしまったのは悲しい。しかし、記憶が戻ったら雪直は自害してしまう。しかも、いつ記憶が戻るか分からない上に、記憶が戻った途と端たん、記憶を失っていた頃のことを全て忘れてしまう可能性だってある。

　いつ爆ばく発はつするか分からない火薬玉を抱き締め続けるような日々。それに加え、右目を失ったせいで出仕もできず……辛くてしかたなかったろう。それなのに……。

「この好機を逃のがす手はない。必ず幸せにしてやろう。そう思ったってのに、この一ヵ月俺はお前に助けられてばっかりだった。はは。俺はお前がそばにいりゃ何でもいいらしい」

　この男は、そんなことを言って笑う。また、目め頭がしらが熱くなってきた。

「だが、お前はどうだ。中ちゆう途と半はん端ぱに思い出した記憶のせいで、泣くほど辛い思いして……お前の泣き顔なんか、一度だって見たことなかったのに……いや、裏を返せば、俺は今まで泣かせてやることもできなかったんだ。これじゃ、土ど壇たん場ばで噓うそ吐つかれて置いて行かれても、しかたがない……」

「お、俺も……っ」

　感情が高ぶり震ふるえる声で銀の言葉を遮さえぎり、雪直は銀の袖そでを摑つかんだ。

「この一ヵ月、銀がいてくれれば、どんなことでも大だい丈じよう夫ぶだって思えたし……辛そうにしてる銀を、今回初めて見た」

　揃そろいだね。今にも泣き出しそうな顔で一いつ生しよう懸けん命めい微笑ってみせると、銀が真顔になった。しかしすぐ不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らし、そっぽを向いた。

　それきり何も言わない。でも、何か深く考え込んでいるようで、しきりに耳をぱたぱたさせていた。だから、雪直も何も言わなかった。

　ただそっと、銀に身を預け寄り添そい続ける。自分の気持ちが銀に伝わるように。

「本当に、いいんだな？」

　家に着き、縁えん側がわに体を下ろされたところで、銀が端たん的てきに尋たずねてきた。

　何が？　なんて、聞かなくても分かる。

「無理してないんだな？　俺だけ、いい思いをしてるんじゃないんだな？」

　しきりに念を押してくる。そんな銀を真っ直すぐに見つめ返し、雪直は深く頷うなずいた。

「確かに、父上や兄上たちのことを思うと苦しい。きっと、この痛みは一生消えないと思う。でも、父上たちはもう帰って来ない。俺が腹を切っても何をしても。それに……腹が立って」

「……腹が立った？　……っ」

　雪直は立ち上がり、包帯に巻かれた銀の右頰に手を伸のばした。

「この一ヵ月、初めて知ることばかりだった。銀が辛つらそうにしている顔も、ここまで想ってくれていたことも……きっと、俺は逃げていたんだ。俺なんかが、尊い神しん獣じゆう様である銀と釣つり合うはずがないって、諦あきらめた時から」

　……そうだ。自分は、心のどこかで諦めていたのだ。

　認めてもらう前に父を死なせ、家臣を死なせ、家さえも守れず。そんなことが続くうちに、自分は駄目で弱い男なのだと断じてしまった。

　己おのれの殻からに閉じこもり、何も見ようとしなかった。その結果がどうだ？　こんなにも銀を傷つけた。

「銀が俺を助けるために右目を犠ぎ牲せいにしたって聞いた時、俺は自分に腹が立った。お前はいつまで、女め々めしくいじけてるつもりだ。こんな腑ふ抜ぬけなんかに目をやるなんて馬ば鹿かじゃないのかって、銀を嗤わらいものにする気か！　ふざけるなって」

「……っ」

　息を吞のむ銀を雪直はいよいよ強く見つめる。自分の覚かく悟ごを知らしめるために。

「もうやめる。負い目を感じて逃げるのはこれきりだ。代わりに、胸を張る！　俺は、銀がここまで尽つくすほどの男なんだ。何だってやればできる！　そう思って、これからは生きていく。さすがは、あの銀が目をやるほど惚ほれ抜ぬいた男だって言われるくらいの男になる……っ」

　一生懸命宣言していた言葉が途と切ぎれる。銀が思わずといったように強く抱き締めてきたのだ。

「……はっ！　可か愛わいくねえ野や郎ろうだ。えげつねえ台詞せりふばかりほざいて、心臓に悪いったらねえ」

「えげつない？　どこが……ぎゃっ」

「あーあ、天然はこれだから嫌きらいだ。……で？　今以上にいい男になるために、具体的に何するつもりだ。神様に少しでも近づくために、まず悟さとりを開くとかほざいたら殴るぞ」

「へ？　ああ、その……実はまだ、全然考えてないんだ、はは。だから、これから探す！　人間の俺でも、神獣の銀と胸を張って生きていける道がちゃんとあるはず……？」

　雪直は口を止めた。雪直の鼻先をくすぐっていた尻しつ尾ぽの動きがぴたりと止まったのだ。顔は尻尾でよく見えなかったが、尻尾がふるふると小さく震えている。何か迷っているように。

「銀？　どうかした……」

「あれ？」

　別の声がした。顔を向けると、たすきを解ほどきかけているコマと目が合った。

「お二人とも、お戻もどりになったのですね！　遅おそいから、探しに行こうと思っておりました……あれ？　主あるじさま」

　コマが首を傾かしげる。振ふり返ると、そばに立てかけてあった釣つり竿ざおに手を伸ばす銀の姿があった。どうしたのかと尋ねると、「釣り」という端的な答え。

「釣り？　今から？　なんで突とつ然ぜん」

「なあに。でっかい魚釣って、お前に腹いっぱい食わせておこうと思ってな。朝まで目め一いつ杯ぱい犯やれるようによ」

「ああなるほど。それならいっぱい食べておいたほうが……ええっ？」

　とんでもない言葉に素すっ頓とん狂きような声を上げると、銀が口角をつり上げる。

「何驚おどろいてる。あれぐらいで足りるわけねえだろ？　ばあか」

「えっ？　あ……そ、そう言ってもらえると、嬉うれしいけど、でも……うう」

　とても恥はずかしい。改めて、先ほどの銀との行こう為いを思い出してしまったせいだ。

（必死だったとはいえ、外で、なんて……とんでもないことしたな、俺）

　羞しゆう恥ちで震えていると、銀はまた笑って何かを握らせてきた。

「じゃあな、チヨ。これでも吹ふいて大人しく待ってろ」

「へ？　これって……っ！」

　自分の手が、あの篠笛を握っていたものだから、雪直は目を丸くした。

「あ、あ……銀、これ……あ」

　顔を上げたが、もうそこに銀の姿はなかった。しばし考えて……どうも、自分は銀にまんまと逃にげられたらしいと思い至る。でも、どうして逃げたのか。

　まだ、詮せん索さくされたくない隠かくし事があるということか？　首を捻ひねっていると、「ゆ、雪直、さま」と、ぎこちなく名前を呼ばれた。

　ぎょっとした。コマがぼろぼろ涙なみだを零こぼしている。

「雪直さま……記憶が、お戻りに…なったのですね……！」

「え？　あ……ごめん。言うのが遅おくれて。実は……っ」

　説明しようとすると、コマがものすごい勢いで胸に飛び込んできた。

「ごめん、なさい。コマは、雪直さまにたくさん、噓吐きました。……噓、ちゃんと吐けませんでした。そのせいで、雪直さまを余計に傷つけて……本当に……う、う、う」

　そう言って泣きじゃくるコマに胸が搔かき毟むしられて、雪直はコマをきつく抱き締めた。

「謝らないで。……ごめん。悪いのは、俺のほう……」

「で、でも！」

　謝ろうとする雪直の言葉を、コマが涙声で取り上げる。

「あ、ありがとう、ございます。記憶が戻っても、主さまを選んでくださって！」

「……コマ」

「どうぞ、末永く……主さまと、仲良うしてくださいませ。主さまを幸せにできるのは、雪直さまだけでございます。コマも、いっぱいお手伝いいたしますから……っ」

　そんなことを言うものだから、雪直は謝罪を飲み込み、いよいよ強くコマを抱き締しめた。

「ありがとう。俺、頑がん張ばるよ。今まで、ちゃんとできなかった分も。だから、皆みなで幸せに…」

「雪直殿どのっ！」

　また言葉を遮られる。今度は何だ。目を向けると、血相を変えて走ってくる栄達が見えた。

「はぁはぁ。申し訳ありませんが、すぐ一いつ緒しよに来てくれませんか？　美々太様がお呼びです」

「美々太様が？　一体どうして……」

「それが……雪直殿が、里と人間界を行き来したせいで時空が歪ゆがみ、結界が壊こわれそうだと」

　息も絶え絶えに告げられた言葉に、雪直はぎょっとした。

「確かに行き来しましたが、それは伝馬様にもらった勾まが玉たまを用いたからで」

「その勾玉……どうも、伝馬様は効能をよく知りもせず、雪直殿に差し上げたようで」

「！　そ、そんな……」

「け、結界と申しますと、この里を守っている結界のことでございますか？　大変でございます！　すぐ、主さまにお伝えしなければ」

　涙でぐしゃぐしゃになった顔を袖で拭ぬぐいつつ声を上げるコマに、栄達は頷いた。

「そうですね。念のため、銀様を呼んできていただけるとありがたいです。雪直殿は、先に私と美々太様の許もとへ……」

「ええっ？　待ってください」

　コマは両耳を立てて、栄達に駆かけ寄った。

「結界が今にも破れそうな危険なところに、お二人だけを行かせるわけには参りません！　それでなくても、雪直さまは今、お尻しりと腰こしが痛くてしかたない……」

「わああ！　コマ、俺は大だい丈じよう夫ぶ！　大丈夫だから、そういうことは」

　とんでもないことを言い出すコマを慌あわてて宥なだめるが、コマは頑がんとして聞かない。

「また強がって！　待っててください。すぐ……すぐ呼んで参りますから！」

　強く念を押すと、コマはこちらの返事も聞かずぱたぱたと走って行ってしまった。その光景を栄達は呆あつ気けに取られた顔で見ていたが、少ししておずおずと口を開いた。

「あ、あの……本当に、急を要することですので、その」

「分かっています！　俺は大丈夫。すぐに参りましょう」

「そうですか？　では、行き先を書き置きしておきましょう」

　栄達は懐ふところから出した筆で手早く書き置きをしたため、縁側に置くと、「こちらです」と言って歩き始めた。その後に、雪直も続く。

　コマの気き遣づかいはありがたいし、現に腰は痛いが、それが原因で対処が遅れ、結界が壊れてしまった、なんてことになったら、目も当てられない。

　美々太をはじめ、この里の神獣たちにはとてもよくしてもらった。

　自分の都合で危険な目に遭あわせることなどできない。その一心で、動くたびに軋きしむ体を懸けん命めいに引きずり、足早に前を行く栄達の後をついて行った。

　しばらくして、栄達が立ち止まり、こちらを振り返った。

「雪直殿。これより先は、足場が悪うございます。すぐそばは崖がけになっておりますし、気をつけて……おや？　その笛、確か銀様のものでは？」

　雪直の懐から覗のぞいた笛を見み遣やり栄達が首を傾げるので、雪直は笛を手に取ってみせた。

「これですか？　これは、元々俺のものだったんです。それで、先ほど返してもらいまして」

「……はあ、そうなんですか？　よく分かりませんが、お二人がねんごろになられて何よりです。野原の真ん中で致いたし始はじめた時は驚おどろきましたが」

「！　そ、それは……俺自身もびっくりしてる……え？　栄達殿、どうして……」

　そのことを知っているのか。訊きこうとしたが、それは言葉にならなかった。

　笛を乱暴にひったくられたかと思うと、肩かたを強く押された。

　視界がぐらりと揺ゆれ、世界が反転する。そして、岩だらけの崖下が見えて──。

「……がはっ！」

　地面に叩たたきつけられ、全身がばらばらに砕くだけ散るような衝しよう撃げきが走る。

　とっさに受け身を取った手足の感覚がない。それでも動かそうともがくと激痛が走り、息が詰つまった。

（……な、何が……起こった、んだ？）

　訳が分からず混乱していると、上から声が降ってきた。

「……なんだ、生きてるのか。しぶといな。虫みたいだ」

　氷よりも冷ややかな声。とっさに視線を上げると、崖の上からこちらを見下ろす栄達が見えた。その顔も、形は同じなのに、浮うかべる表情で全くの別人に見える。

「え、栄達殿……こ、これは……一体」

「ねえ、雪直殿。覚えていますか？　前に話した、この里で保護された追いはぎの話」

　いつもの物もの腰ごし柔やわらかな口調で、栄達が話しかけてくる。その声こわ音ねだけを聞けば、先ほど聞こえた声は空耳だったのかと思いたくなるが……。

「数百年前の話と言いましたが、実は、あれは未来の話なのです。もっとも？　その追いはぎは最初から記憶なんか失っちゃいませんでしたが」

「……み、未来？　記憶をって……え？　それって……」

「いやあ。この里は、実にいい里ですよねえ」

　狼ろう狽ばいで震ふるえる雪直の声を遮さえぎり、栄達が楽しげに嗤わらう。

「非力で、善良で、疑うことを知らない馬ば鹿かばかり。おまけに、お宝をたんまり抱かかえ込んでいるんだからねえ。最高だ。ただ……一つだけ、あの穀ごく潰つぶし白びやつ虎こを除いてっ」

　突とつ如じよ、声が急落した。

「この半年、邪じや魔までしかたなかった。他ほかの戦神は真面目まじめに働きに出て行ってるってのに、一人だけ里に居座って。そのくせ、隙すきはないわ、ここらの魔ま物ものたちからは一番恐おそれられていて、あいつがいるなら里は襲おそわねえと皆みな喚わめきやがるわっ」

　忌いま々いましいったらなかった！　ぎりりと軋むほどに篠しの笛ぶえを握にぎり締め、吐き捨てる。

　ふと真顔になったかと思うと、ニタリと……嗤った。

「そんな時ですよ、あいつがあなたを連れて帰って来た」

　そこまで言われて、全身の血の気が引いた。

　これまでの栄達との会話が目まぐるしく脳のう裏りを駆け巡めぐる。例えば、栄達と初めて話した時。

　──ぜひお会いしてみたかったのです。あの銀様が、顔にあんな大おお怪け我がを負ってでも助けたかった人間のあなたに。

　あの時は、銀の怪け我がの原因が自分だったことに衝撃を受けることしかできなかったが、よく考えてみれば、栄達があんなことを言うのは可笑おかしい。

　美々太は雪直の記憶が戻もどらぬよう、細心の注意を払はらっていた。

　当然、雪直の許もとへ行かせるとなれば、そのことを栄達にきつく注意したはず。それなのに、あんなことを言ったのは……。

「まず手始めに、あなたを屋や敷しきから引きずり出すことにしました。屋敷に籠こもられていては、色々と不都合なのでね。まあ、これは簡単でした。あなたには、あいつの顔の怪我はお前のせいだ。治すための薬草は里に生えていると言い、あの兎うさぎには真実なんてとても言えないから、治せる薬草があると噓うそを吐いてしまったと涙ながらに報告するだけでよかったんだから。でもね……問題なのは、この先だった」

　計画では、時が来たら雪直を拉ら致ちし、人ひと質じちとして使うつもりだったのに、雪直は見かけによらず腕うでの立つ剣けん士しだと分かり、迂う闊かつに手が出せなくなってしまった。

　では、仲間にはできないかと思い、追いはぎの作り話をしつつ宝の話をしてみたが、反応は芳かんばしくない。

　それなら、里から追い出してしまおう。銀も必ずその後を追うだろうから一石二鳥だと、記憶が戻ったら、それまでの記憶を失うという話を振ふってみたが、出ていく気配がない。

「だからね、いっそあなたにあいつを殺してもらおうと思って、あの書物を見せたんです」

　一ひと際きわ大きく折られていた、反はん魂ごんの術について書かれた紙面。

　あれは、銀ではなく……栄達が折ったのか！

「その時の反応を見て、これはいけると思いました。だから、こっそり里の外で仲間にしておいた魔物たちを呼び寄せて、あなたがあいつを殺してくれるのを待っていたのに……いやあ、野っ原で犯やり始めた時はどうしようかと思いましたが……はは。なかなか上手うまくいった」

「あ、ああ……っ」

「ねえ、雪直殿。この笛に血でも塗ぬりたくってあいつに見せたら、どんな顔をすると思います？」

　持っていた篠笛を揺らしてほくそ笑えむ栄達に、全身の血液が沸ふつ騰とうした。

「き……きさ、まっ……がっ」

　立ち上がろうとしたが、体に激痛が走るばかりでまるで動けない。

「はは。この俺をやきもきさせた罰ばつだ。そこで、俺が招き入れた魔物に喰くい殺されるまで悔くやしがれ。大丈夫。あの虎とら猫ねこは来ない。書き置きにはこことは正反対の場所を書いておいたから」

「……っ！」

「その間に、俺は結界を破り、魔物どもを引き入れる。それから、この笛を盾たてにあの白虎をぶち殺して、宝を手に入れる。そして、神になるんだ……くくく。神……そうだ。ついにだ。ついに、俺は神になれる。不老不死の存在に！」

　栄達の姿が消え、嗤い声も遠ざかっていく。

　代わりに頭の中で響ひびくのは、以前美々太から聞いた言葉。

　美々太は言っていた。この里は強力な結界が五重に張られているが、中から壊こわすのは簡単だから、決して結界に触ふれてはならない……と。

　栄達が結界を壊し始めれば、銀は異変に気づき、現場へ飛んでいくだろう。

　あの笛を栄達に見せられたら、銀はどうなる？　それでなくても、右目が見えず満足に戦える状態ではないというのに。

　最悪の結末が浮かんでくる。けれど、手足が折れてしまった今の自分では、栄達を止めることができない。助けにいくこともできない。

　ここで何もできないまま、最後は栄達が招き入れた魔物に喰われて……いや！

（諦あきらめてどうするっ。……まだだ。まだ終わっていない！）

　手足が駄だ目めになったのなら這はえばいい。叫さけべばいい。嚙かみつけばいい。

　約束したのだ。今まで大事にできなかった分も含ふくめて、銀を大事にする。幸せにする。この息の根が止まるまで。だから……諦めるわけにはいかないのだっ。

「だ…誰だれか、いませんかっ！　誰か……誰かっ」

　芋いも虫むしのように地べたを這い、声を限りに叫ぶ。もしかしたら、誰か通りかかるかもしれない。しかし、どんなに必死に動いてもまるで進めないし、呼びかけに応こたえる者もいない。

　焦しよう燥そうで神経が焼き切れそうになる。早く、このことを報しらせなければ、銀が……皆みながっ！

（……もう、嫌いやだっ）

　大事な人を死なせるのはもう嫌だ。守りたい。守り通したい。

　それができるなら、何だってやる。何でもくれてやる。だから、だから……っ。

「……雪直、さま？」

　ふと、頭の上から降ってきた呼びかけに雪直ははっとした。

「……コ、コマ？　コマなのかっ？」

　崖の上に向かって叫ぶと、コマがひょっこりと顔を出した。

「！　雪直さまっ？　どうなさったのですっ。あ、あ……ひどいお怪我！　すぐに助け」

「コマッ、待て。そのままで、俺の話を聞いてくれ。栄達殿が、裏切った」

　早さつ速そく降りて来ようとするコマに向かって叫ぶと、コマはきょとんとした。

「え？　栄達殿が……え？　え？　何が、どういう……」

「栄達殿は、里の皆が持っている神具の宝を狙ねらっていたんだ。それで……今から、結界を壊して、魔物を里に招き入れるつもりだ」

「あの栄達殿が……では、雪直さまをそんな目に遭あわせたのも？　ああ、そんな」

　コマは小さな体を小刻みに震わせて狼狽した。半年間も親しく交流を続けてきた相手だ、無理もない。とはいえ、狼狽うろたえている猶ゆう予よはない。

「コマ。このことをすぐ、銀や里の皆に報せて……っ」

　言いかけ、雪直はぎょっとした。コマを抱えた伝馬が、崖がけの上から降ってきた。

「ああ！　雪直殿どの、何と言うお労いたわしいお姿！　それでは、私の背に跨またがることも、鞭むちを握り私の尻しりをぶつことさえもできない。お待ちください、すぐ処置を……」

「な、何してるんですかっ、伝馬様！」

　頓とん珍ちん漢かん極きわまりない嘆なげきを叫び自分の袖そでを破り始めた伝馬に、雪直は声を荒あらげた。

「こんなことしている場合じゃありません。このことを一刻も早く皆様に……」

「大だい丈じよう夫ぶ、もう二回目の使い魔まを銀様と美々太様に出しました」

「そう！　使い魔でも何でも飛ばして……へ？　もう、出した？　しかも、二回目？」

　意味が分からず雪直が瞬まばたきすると、伝馬の処置を手伝いつつコマが頷うなずく。

「は、はい。先ほど、屋敷の前で伝馬さまとばったりお会いしまして」

「ああ、そのことですが、私が家の前にいたのは偶ぐう然ぜんなのです。決して、お二人の第二試合を期待して馳はせ参じたわけでは……」

「などと、訳の分からぬことをおっしゃるので、『そんなことはどうでもよいのです！　栄達殿から聞きましたぞ』と、先ほどの話をしましたら、いきなり使い魔を飛ばされまして」

　コマが言うと、伝馬が不快げに鼻を鳴らした。

「全く心外でございます。私は得体の知れぬものを雪直殿に贈おくったりいたしません。それに、美々太様なら先ほど家まで送って参りました。心配して雪直殿を追いかけていったら、アレを見て腰こしを抜ぬかされたのでね。ああ、美々太様がいなかったら最後まで見られたのに、口くち惜おしい」

「そ、それで、使い魔にはなんと言こと伝づてられました？」

　そっちの趣しゆ味みもあるのかよ！　と、絶ぜつ叫きようしたい衝しよう動どうを必死に抑おさえ、強ごう引いんに話を遮さえぎって先を促うながすと、伝馬は少し不服そうな顔をしながらも答えてくれた。

「栄達殿が怪あやしい。念のため、里に皆を集めて不測の事態に備えるようにと。そして、栄達殿が残した書き置きとは正反対の方向に来てみればこの有り様と……っ」

　伝馬が言葉を切った。突とつ如じよ、バリンッと硝子ガラスが割れるような音が響いたかと思うと、あたりが暗く陰かげったのだ。

　視線を上げ、驚きよう愕がくした。

　さっきまで青々と眩まぶしかった空が血の赤を混ぜたように紫むらさき色いろに濁にごり、亀き裂れつが入っている。

　割れた硝子のそれのような、大きな亀裂。これは……！

「た、大変でございます！　あの空……結界の一つが破られましたっ」

　コマの悲鳴に全身の血が冷える。

「て、伝馬様っ。俺のことはいいから、銀の許もとに向かってください。じゃないと……ぃっ！」

「すみません。痛むと思いますが、我が慢まんしてくださいませ。コマ殿は我が背に」

　コマが背中に飛びつくと、雪直を横よこ抱だきに抱かかえた伝馬は地面を蹴けった。軽々と崖の上まで蹴り上がると、里に向かって走り始めた。馬の神獣だけあって、風のように速い。しかし……と、思っている間に、また頭上で硝子の割れるような音が響いた。

　空の赤みが増し、亀裂が増えている。また、結界が一つ破られた！

「伝馬様！　俺のことは捨て置いてください。使えぬ俺に関かかわってる暇ひまなんかない……」

「使えない？　これはこれは。何をおっしゃいます」

　悲痛な声で懇こん願がんする雪直に、伝馬は笑った。

「あなた様は立派な戦力でございます。というか、私は我が背に跨り戦う戦いくさ人びとがいて初めて真価を発揮できる、馬の神獣でございますからね。戦っていただかなければ困る」

「戦、う？　も、勿もち論ろん！　できることなら俺も戦いたい。ですが、この体では……まさか」

　雪直が目を見開くと、伝馬は「そうです」と頷いた。

「そのお怪け我がをたちどころに治せる秘薬が、美々太様の許もとにございます。それを飲めば、銀様とともに戦うことができましょう」

「本当ですかっ？　けど、そんな薬があるのなら、なんで美々太様は最初に俺に使わなかった」

「……秘薬……まさか」

　コマが震ふるえる声で独りごちた。心当たりがあるのかと訊きけば、躊躇ためらいつつも頷く。

「はい。おそらく、アレのことだと……でも、その」

　コマが言葉を濁していると、またバリンッという音。これで、三つ目……と、歯を食いしばっていると、伝馬が再び口を開いた。

「雪直殿、着きましたぞ」







　玄げん関かんの戸を開くと、玄関に座り込んでいた美々太が弾はじかれたように顔を上げた。傷ついた雪直の姿を見るなり、苦しげに表情を歪ゆがめる。

「雪直、殿……その傷、栄達にやられたのか」

　伝馬に下ろしてもらいつつ無言で頷いてみせると、美々太はますます表情を歪め、「そうか」とぽつり呟つぶやいて顔を俯うつむけた。

　涙なみだの雫しずくが三滴てき床ゆかに落ちた後、美々太は何かを吹ふっ切るように袖で顔を乱暴に擦こすると、懐ふところに手を入れ、あるものを取り出した。

　それは折り畳たたまれた白い紙で、開くと中から小さな丸薬が一ひと粒つぶ出てきた。

「例のものは、このとおり用意しておいた。……これの仔し細さいを聞いておるか？」

「はい。飲めば怪我がたちどころに治ると……」

「これは、ぬしに煎せんじて飲ませた、銀の右目の残りじゃ」

　そろりと言われた言葉に、雪直は小さく息を詰つめた。

「銀の……全部、飲ませたわけではなかったのですね」

「うむ。全部飲ませると、意味が変わってしまうゆえな」

　雪直が首を傾かしげると、美々太は深く息を吐ついた。

「神獣の目には治ち癒ゆの効能もあるが、その全すべてを飲み干すと魂たましいを結ぶことになる」

「魂を、結ぶ……？」

「平たく言えば、一いち蓮れん托たく生しようとなる。銀と同じ悠ゆう久きゆうの時を生き、銀が死ねばぬしも死に、ぬしが死ねば銀も死ぬ」

「……っ！」

「無論、ぬしは人間を捨てることになる。だが、神の力が得られるわけでもない。元人間ということで、ぬしや銀のことを嗤わらうものもおろう。そのような大事ゆえ、銀は全てをぬしに飲ませなかった」

　この時、雪直は先ほど「自分は人間だが、銀と生きるために頑がん張ばる」と言った途と端たん、微び妙みような反応を示した銀を思い出した。

（……そうか。銀はあの時、「俺と魂を繫つないでくれ」って言いたかったんだ）

　でも、御お家いえという過去を捨てさせた直後に、人間であることも捨ててくれと言うのは酷こくだと思ったから言えなかった。と、そこまで考えて、雪直は小さく苦く笑しようした。

（本当、銀は俺に過保護だなあ。そんなこと、もう気にしなくていいのに）

　今の自分は、銀を幸せにするためだけに生きているというのに。

「ゆえにな。このような時に言うのも何だが、よく考えよ。ぬしの一生を左右する大事な…っ」

　雪直は美々太の掌てのひらの上に載のせられていた丸薬にかぶりついた。

　美々太と話をする時さえ惜おしいほどに、早く……銀の許へ行きたかったのだ。

　舌で丸薬を舐なめ取り、音を立てて飲み下す。

　瞬しゆん間かん、心臓がどくりと大きく軋きしみ、全身が燃えるように熱くなった。

　まるで、地じ獄ごくの業ごう火かに焼かれるような熱さに眩暈めまいがしたが、それは一瞬のことで熱はすぐに引いていった。

　いや、熱どころか、全身を覆おおっていた激痛も──。

「ゆ、雪直殿っ？　大丈夫か……っ」

　床ゆかに倒たおれ込んでのたうっていた雪直は、床に手を突ついてゆっくりと起き上がった。

　コマたちが巻いてくれた添そえ木を外し、動かしてみる。右も左も動く。

　今度は立ち上がって、床を蹴りつけてみる。……動く。痛みもない。これなら行ける！

「すみません！　何か武器を貸してはいただけないでしょうか？　できれば、弓と槍やりを……！」

　たすきを掛かけつつ言いかけ、はっとした。武具を抱えたコマと目が合ったのだ。

「雪直さま。主あるじさまとともに生きるお覚かく悟ご、見せていただけて、コマは幸せでございます」

「……コマ」

「どうぞ、ご武運を」

　深々と頭を下げる。そんなコマに頷き、今度は美々太に目を向けた。

　美々太は今にも泣き出しそうな顔でこちらを見上げていた。

「わしもこれから里の者たちを連れて、破られた結界の修しゆう繕ぜんに向かう。おそらく、どんなに早くても半刻はかかろう。それで……栄達を、ぬしに引き合わせてしもうたわしが、言えたことではないが、修繕が終わるまでの間、銀と伝馬を、皆みなをどうか……っ」

「大だい丈じよう夫ぶ。誰だれも、死なせはいたしません」

　不安で震える美々太の両りよう肩かたを摑つかみ、笑え顔がおで言い切ると、雪直は武具を持ち外に飛び出した。

　外には、馬の耳と尻しつ尾ぽが生えた童わらべ二人と、鞍くらをつけた白馬が待っていた。

「雪直殿どの。我らの役目は先に向かわれた銀様に加勢し、結界の修繕が終わるまでの間、魔ま物ものたちから皆を防衛すること。使える兵は我が狛こま馬うま二匹ひきのみ。……何か、策はおありか？」

　白馬に変化した伝馬が言うと、童たちが駆かけて来て、結界が破られた箇か所しよなどが記された地図を見せてくれた。

　雪直は武具を装備しつつ地図を一いち瞥べつし、眉まゆを寄せた。

　結界が破られた箇所の目の前が、大きく開けた原っぱになっている。大勢で少数を相手にする……銀一人を大勢の魔物で取り囲み嬲なぶり殺すには最適な場所だ。

　これもきっと計算の内。まずいなと危機感を募つのらせつつ、雪直は口を開いた。

「このお二方は、弓は得意ですか？　あと、魔物の数は？」

「武芸ならば一通りできます。魔物は今のところ二百。まだまだ増えるでしょうなあ」

　二百。かなり多い。山中におびき寄せ、数を分散させるのが一番だが、結界が壊こわれかけているところから離はなれることはできない。

「そうですか。では……こういうのはどうでしょう？　俺と伝馬様は左、狛馬殿たちは右側から、この茂しげみを通り、敵の背後に回り込む。持ち場に着いたら、俺が矢を射ますので、それを合図にお二方も矢を射てください」

「なるほど。して、あなたが射る的は？」

「栄達殿です」

　そろりと、雪直は言った。

「栄達殿は結界の内外を自由に行き来できて、壊すこともできる。その上、この里の内情を知り抜ぬいてもいる。いの一番に仕留めておかなくては」

　普ふ段だんののほほんとした口調からかけ離れた声こわ音ねで淡たん々たんと告げる雪直に、伝馬は興奮気味に鼻から息を噴ふき出した。

「確かに。しかし、見つけられるでしょうか？　隠かくれているという可能性も」

「それはない。栄達殿は俺の持ち物を奪うばっていきました。必ずや、銀に姿が見えるよう最前線に立ち、銀を脅おどしつけるはず。そこを狙ねらいます」

「上策！　して、狛馬たちには何を射させましょう？」

「魔物たちの頭かしらを狙ってください。大将を失えば下は混乱する。その混乱に乗じて、我らは打って出ます。銀は右が死角になっているので、できるだけそこを守るように立ち回りましょう。狛馬殿たちは、陰かげから矢を放ち続けてください。兵が何人もいるように見えるよう、射る位置を変えながらね。これで、半刻は持ちこたえられるはず……っ」

　雪直は口を閉じた。空から、掌に乗りそうなほどに小さな、羽の生えた馬が駆けてくるのが見える。

「あれは、銀様の許もとに向かわせた二番目の使い魔までございます。一体どうし……何！　銀様に言こと伝づてを伝えられなかったっ？」

「！　そんな……どうして」

「伝える前に、銀様が結界の向こう側に行ってしまったそうです。使い魔は、結界の内外を行き来できませんから……っ」

　最後まで聞いていられず、雪直は伝馬の背に飛び乗った。

「それでは方々。万事抜かりなく」

「承知！」

　童たちが愛らしい声で元気よく叫さけんだ。それに頷うなずくと、雪直は鞭むちを摑んだ。

「では、いざ征ゆかんっ！」

　鞭で思い切り伝馬の尻しりを叩たたいた。瞬間、伝馬が「はぁあんっ！」と破は廉れん恥ち極きわまりない嬌きよう声せいを上げ、地面を蹴けって駆け出した。

　その後も鞭で尻を叩くたび、伝馬がアンアン啼ないたが、雪直は気にせず鞭を振るい続けた。

（銀、待っててくれ。今行くから、どうか惑まどわされないでくれっ）

　里を抜け、山を抜け、結界をも軽々と飛び越こえて銀の許へと急ぐ。

　初めて来た結界の外は、一見里とあまり変わらない山やま間あいの情景になっているが、受ける印象はまるで違ちがっていた。

　少しでも気を抜くと何かが襲おそいかかって来そうな、ぴりぴりと重く張り詰めた空気。そこはかとなく臭におってくる血と腐くさった肉の臭におい。

　戦場と同じだと、とりとめもなく思っていると、前方から声が聞こえてきた。

『おい、さっきまでの威い勢せいはどうしたっ？』

　心底嘲あざけるような声。栄達だ。

『だが、お利口だ。この笛の意味が分かったんだからな』

　手た綱づなを引き、伝馬の歩を止める。敵が近い。ここからは、相手に気取られぬよう静かに近づかなくては。

『それにしても、ここ一ヵ月のあんたの滑こつ稽けいさったらなかったよ。あんながきの言動に一々右往左往して、挙げ句の果てに外で盛さかって犯やっちまうんだから。はは、所しよ詮せんは畜ちく生しようだな』

（……落ち着け。……落ち着くんだ）

　雑音に紛まぎらわされるな。ただ、獲え物ものを仕留めることだけを考えろ。

　銀をいたぶる暴言に今にも爆ばく発はつしてしまいそうな心を息とともに押し殺し、近づいていく。

　けれど、茂みの先に見える野原で、銀を異形のものたちで取り囲み、笛を揺ゆらしながら皆で銀を嘲ちよう笑しようする栄達の姿が見えた時、栄達との思い出が走そう馬ま灯とうのように駆け巡めぐった。

「……栄達殿」

　怒いかりはある。とはいえ、外げ道どうだ何だと糾きゆう弾だんする気はない。

　目的を果たすためなら手段を選ばない。乱世では当たり前の道理だ。

　──はは。雪直殿、大丈夫ですよ。あなたはその追いはぎとは違います。

（……同じですよ）

　持っていた槍を地面に突き刺さし、背負っていた弓を手に取る。

（俺も、あなたと同じ。目的のためなら、何でもやる）

　矢を番つがえ、ぎりぎりと弓が撓しなるほど、限界まで引き絞しぼる。

　物もの陰かげから、つい先ほどまで、気のいい隣りん人じんだと思っていた相手に狙いを定めて。

（守ってみせる。今度こそ……絶対にっ！）

　守ることができなかった父や兄たちを振ふり切るように、矢を放つ。

　矢は思い描えがいたとおりの軌き道どうで、栄達へ一直線に飛んで行った。そして──。

「……っ！」

　矢が突き刺さった栄達の体が、糸を失った操り人形のように崩くずれ落ちる。それと同時に、栄達のそばにいた魔物二匹にも、どこかから飛んできた矢が突き刺さる。狛馬たちの放った矢だ。

　それは本当に一瞬のことで、魔物二匹が崩れ落ちたところでようやく、他の魔物たちが騒さわぎ出した。そんな魔物たちに銀が太刀たちを抜いて斬きりかかる。どうやら、こちらの作戦を理解したらしい。

　それを見て取ると、雪直は持っていた弓を捨て、地面に刺していた槍を引き抜いた。

「参るっ！」

　腹を蹴ると、伝馬が駆け出した。そのまま茂みを飛び出す。

　そこには、想像を絶する光景が広がっていた。

　茂みから垣かい間ま見みえた、真っ黒で口が異様に裂さけた獣けものたちは勿もち論ろんのこと、手足が異様に長い四足歩行の男。巨きよ大だいな骸がい骨こつ。大きな鬼おにの面がついた牛車……など、異形のものたちの群れがあたりにひしめいている。

　このようなものたちを初めて見る雪直にとって、その光景は今まで経験してきたどの戦場よりも凄せい惨さんでおぞましいもので……平生なら、恐おそろしさのあまり腰こしを抜かしていたかもしれない。それとも、人間の自分が彼らに太刀打ちできるのかと尻しり込ごみしたか。

　だが、今の雪直に恐きよう怖ふなど欠片かけらもなかった。

　この魔物たちの先に銀がいる。そして、自分は敵から銀を守る。それしか頭になかったから、槍やりを振り上げそのまま突つっ込んだ。

　早さつ速そく、こちらに気がついた狐きつねの妖よう怪かいが、牙きばを剝むいて飛びかかってきた。勢いよく薙なぎ払はらう。確かな手て応ごたえを感じると同時に、相手は悲鳴を上げ消し炭のように砕くだけ散った。

　魔物は討ち取るとこのように消えるのか。少々面めん食くらったが、雪直は思わず口角をつり上げた。

（……やれる。人間の俺でも、魔物を討ち取れる！）

　絶対に大丈夫だと自分に言い聞かせてはいたが……もうこれで、憂うれいは何もない。今までの戦場と同じように、思い切り銀と暴れるだけだ。

（ここは戦場、我らは修しゆ羅ら）

　銀に刃は向ける者あらば、鬼だろうが仏だろうが、容よう赦しやなく斬り捨てる！

　勢いよく槍を振るい、敵を蹴け散ちらして、銀の許へ駆かけつける。

「ああ。なんと野や蛮ばんで猛たけ々だけしい、まさに戦場の華はな。やはり、私の目に狂くるいはなかった！」

　敵を無ぶ遠えん慮りよに蹴り殺しつつ、伝馬が喜き悦えつの声を上げたが、雪直の耳には届かない。

　雪直の全神経は、周囲と銀に向けられていた。

　──いいか、チヨ。戦場に立つ時は、お前と俺は二人で一つと思え。

　出しゆつ陣じん直前になると、銀はいつもそう言っていた。雪直の守護神である自分は、常に雪直の傍かたわらで戦わなければならない。ゆえに、戦場に立つ時は常にそれを意識しろと。

　──俺が右手ならお前は左手。それぞれ違う動きをしても同じ体、心は一つ。

（ああ……そうだった）

　戦場において自分たちは一つ。一いつ瞬しゆんの目配せ、阿あ吽うんの呼こ吸きゆうで、それぞれ討ち果たす敵を定め、時には二人で力を合わせて敵を屠ほふる。

　そうやって、自分は戦場を駆けて来た。そして、銀と一つになれるこの瞬間が何よりも愛いとおしく、好きだったと、銀とともに敵に対たい峙じした今、ようやく思い出し……いや。

　いまだかつてないほどの愉悦が今、全身を包んでいる。　>>>♥

　今まで戦ってきた人間よりも強く、殺意をむき出しにして襲いかかってくる連中を相手にしても、こうして銀とともに戦える。

　それに、銀の戦いぶり。

　最初は見えない右側を気にしてか、魔ま物ものたちと初めて戦う雪直を心配してか、少々ぎこちなさがあったが、次し第だいに動きに迷いがなくなり、両の目が見えていた頃ころのように……いや、もしかしたらそれ以上に活いき活きと、勇ゆう猛もうに敵をなぎ倒たおしている。

　それが、雪直のことも、雪直が守る見えない右側も心配がないと信じてくれてのことだと思うと、心に火がついたように熱く滾たぎった。

　槍を振るう手がますます勢いづく。たった一ひと振ふりで七匹ひきの魔物を一気に屠ってみせるほどに。

　気がつくと、さざ波のように襲いかかってきていた敵の流れが止まっていた。

　顔を上げると、魔物たちが少し離はなれたところからこちらを見ていた。

　槍を構え直し、ゆっくりと睨にらみ回す。それこそ、視線だけで射殺してやると言わんばかりの獰どう猛もうな眼光を湛たたえて。

　瞬間、魔物たちは雷かみなりに打たれたように全身を震ふるわせた。

「悪あつ鬼き……人間と虎とらの悪鬼じゃあ！」

　魔物数匹が、そんな悲鳴を上げて逃にげ出した。刹せつ那な、他の魔物たちの様子が変わった。

　それまでは何とか牙を剝き、襲いかかってきていたというのに、恐怖の許容量を超こえたのか、動きが鈍にぶって及および腰ごしになり、しまいには蜘く蛛もの子を散らすように逃げ出した。

「なんと。存外に意気地いくじのない連中でございます。追い打ちをかけますか？」

「……いや、捨て置け。俺たちの役目はあくまで、ここの防衛だ」

　逃げていく魔物たちの背を見み据すえつつ、興奮気味に足あし踏ぶみする伝馬に、銀が淡たん々たんと告げた時。背後から声がした。

『銀、雪直殿どの！　終わった！　修しゆう繕ぜんが終わったゆえ、早はよう戻もどってこいっ！』

　美々太の声だ。振り返ると、結界に入っていた大きな亀き裂れつが綺き麗れいに消えていた。結界の内側から美々太をはじめ、里の神しん獣じゆうたちがこちらに向かって懸けん命めいに手招きしている。

「……終わった。……ちょうどいいね」

　戦いくさは撤てつ退たいする時が一番怖こわい。今回のような、大勢を相手にした防衛戦においては特に。

「よし、今のうちに引くぞ。まずは狛こま馬うまたちからだ。次にチヨと変態。最後は俺だ」

　銀の指示の下もと撤退する。隠かくれていた狛馬たちを呼び寄せ、結界の中に駆け込んでいくのを見届ける。さて、今度は自分たちがと思った時、かすかだが声が聞こえてきた。

　何の気なしに目を向け、息を詰つめる。先ほどとは比べ物にならない数の魔物たちが牙を剝いて走ってくるのが見える。数千はいる。援えん軍ぐんを連れて戻ってきたのだ！

「走れ！　早くっ」

　大挙して押し寄せてくる魔物の群れの前に雷を落としつつ銀が叫さけぶ。伝馬が走り出す。自分たちは結界のそばにいたため、すぐ結界の中に飛び込むことができた。

「銀！　銀も早く……わっ」

　振り返るなり、結界の中に飛び込んできた銀の顔が至近距きよ離りにあったものだから、雪直は声を上げた。銀も飛び込んだ先に雪直がいるとは思っていなかったらしく、目を見開いた。

　そこで止まれるわけもなく、雪直は銀に巻き込まれ、伝馬の背から転げ落ちた。

　そのまま地面に叩たたきつけられるかと思ったが、銀がしっかり抱だき留とめてくれた。

「ぎ、銀。ありがと……っ」

　背筋が凍こおった。結界にみっしりと、夥おびただしい数の魔物たちが貼はりつき、牙をがちがち鳴らしながら、恨うらめしそうな目でこちらを睨んでいる。

『ああ……久々に、神獣の肉が喰くえると思うたに』

『口くち惜おしや……口惜しや……』

　美々太たち神獣を見て、だらだらと涎よだれを垂らす。

　雪直はぎこちなく息を吐はいた。こんな連中が里に雪崩なだれ込んでいたら。想像するだけでもぞっとする。

「よ、よかったあ……」

「よくない」

　心の底からの言葉に、ぶっきらぼうな返し。

　見ると、銀がきつい目つきでこちらを睨んでいた。

「お前、俺と魂たましいを結んだな？」

「へ？　どうして分かった……いたっ！」

　尻しつ尾ぽで頭を叩かれて声を上げた。今回は本気で痛い。

「何考えてんだ、お前は！　俺や里を救うためだけに……どれだけお人ひと好よしなんだっ」

　雪直の両りよう肩かたを鷲わし摑づかみ、そう言って怒おこる。

　自分がどんな想おもいであの丸薬を飲んだのか。ちっとも分かっていない。

　そう思い至った瞬間、視界がぐにゃりと歪ゆがんだ。涙なみだだ。止めどなく溢あふれ出てきて、幾いく重えにも頰ほおを濡ぬらす。そんなものだから、銀はぎょっと目を剝いた。

「チヨッ？　いきなり、どうした……」

「……よ、かった」

「はあ？　何が……っ」

　何が何だか分からないと耳をぱたぱたさせるばかりの銀に、雪直は飛びついた。

「よかった。生きていて、くれて……もし、このまま……銀が……俺がどれだけ、銀が好きか、分かっていないまま、栄達殿に殺されてたら、俺は……俺はっ」

「……チヨ」

「あの丸薬……魔物のことがなくても、俺は迷わず飲んだよ？　……迷うわけがない。銀が俺とそうなりたいと望んでくれていて、俺もそうなりたいって、思ったんだから……ううう」

　訴うつたえていたら、また涙が込み上げてきた。こうして抱き締しめて、気持ちを伝えられることが嬉うれしくてしかたない。

　その様はようやく親に会えた迷い子のように頼たよりなく、あどけない。先ほどまで、魔物から「悪鬼」と恐れられるほどの奮戦ぶりを見せた勇猛さは欠片もない。

　銀はぽかんとしていたが、ふと勢いよく耳を立てたかと思うと、雪直を皆みなから隠すように抱かかえて立ち上がった。

「悪いが、俺たちは先に帰る。後のことはよろしく頼たのむ」

「そんな！　銀様、なぜここで寸止めなのですっ？　ここからがいいところなのに…」

「なぜだ？　見られたら減るからだよ、ばあか！」

　袖そでに取り縋すがる伝馬を振ふり払はらって、銀がきっぱりと言った。ひどく弾はずんだ明るい声だった。







　その後、雪直は銀に抱えられたまま家に戻った。伝馬よりも……いや、もしかしたら風よりも速く駆け戻った銀は、そのまま布ふ団とんの上に雪直を下ろして──。

「銀？　何、する……ぁ。……ゃ」

　首筋に口づけられるとともに、着物に手をかけられて、雪直は肩かたを竦すくめた。

「怪け我がは、ないか？　我が慢まんとか、してないか？」

「け、が……？　どう、だろ……あ」

　無我夢中だったから覚えていない。そう答える前に、着物の中に手が入ってきた。

「見てやる。……ん」

　ゆっくり晒さらされていく肌はだに、唇くちびるが落とされる。

　小さな傷も見み逃のがさないと言わんばかりに、念入りに。

　性的な含ふくみは欠片かけらもない。ちゃんと分かる。

　だが、銀の熱い舌が這はうたび、肌が粟あわ立だつ。

　ぴちゃりぴちゃりという生々しい水音や、銀のかすかな吐と息いきが耳に届くたび、身の内が熱くなり、雪直の肌を食い入るように見つめて舌を這わせる銀の姿を見ると、下か肢しが痛くなるほど反応して……ああ。

　ほんの少し前、激しく求め合ったばかりだというのに、舐なめられただけでこんなに感じてしまうなんて。

　羞しゆう恥ちのあまり、赤くなった顔を腕うでで隠してもじもじしていると、腕を摑つかまれた。

「何だよ、その面つら」

　少々意地の悪い笑えみが浮ういた顔が、腕の間から覗のぞき込んできた。

「さっきの格好良さが噓うそみたいだな」

　本当に美味うまそうな頰だ。真っ赤になった頰を甘く嚙かまれて、雪直はおろおろした。

「ぎ、銀？　あの……んんっ」

「お前は本当に、何なんだろうな？」

　すでに硬かたく張り詰めていた下肢を直じかに触さわられて、腰こしが跳はねた。

「こんなに可か愛わいいくせに、あの魔ま物ものの群れに何の躊躇ためらいもなく突つっ込んで行って」

「ぎ、銀。だ…め……そんな、触り方……あ、あっ」

「……おまけに、無傷だなんて」

　傷一つない火ほ照てった肌を舐めるように撫なで上げ、もう片方の手で、菊きく座ざにゆっくりと指を、一気に二本埋うめ込んでくる。

　そこはまだ触ふれていないはずなのに、くちゅりと音を立て、銀の指を嬉き々きとして受け入れた。

「ゃ……銀。だ、め……そこ……んんっ」

　銀の指先が内部をぐるりと搔かき回す。先ほどまでの手つきとはうって変わった、淫みだらな指先に身が捩よじれる。

「その上、あの丸薬を飲むことを迷いもしなかっただ？　……少しは悩なやめよ。人間やめるなんて大事だろう？」

　弱い箇か所しよを無ぶ遠えん慮りよに擦こすられて、背筋に甘い痺しびれが走る。

　銀の指に絡からみつき、くちゅくちゅといやらしい音を立てて蠢うごめく己おのれの菊座に、神経が焼かれる。

　頭にも霞かすみがかって、上手うまく頭が回らない。でも、嬉しそうに尻尾を揺ゆらし、揶や揄ゆしてくる銀の顔を見ると、胸が苦しくなった。

（……そんなこと言って、自分だって、俺と死ぬこと、迷わなかったくせに）

　神獣が人間のために全部を捨てて一いつ緒しよに死ぬ。そっちのほうが、ずっと大おお事ごとだ。

　それほどの想いを、自分は自信のなさから噓を吐き、欺あざむいてしまった。どれほど辛つらかったことか。それを思うと、「ごめん」という言葉が喉のど元もとまで出かかる。

　けれど、それをぐっと飲み込んで、代わりに……笑ってこう言った。

「ぁ……次は、何して…ほしい？」

「……っ」

「……言って？　俺、銀のためなら……結構、何でもやれるよ？　だから……ああ！」

　埋め込まれていた指を引き抜ぬかれたかと思うと、指とは比べ物にならないほど熱くて太いものに貫つらぬかれて、背が撓しなった。

　あまりの衝しよう撃げきに体が逃にげを打ったが、強い力で抱だき竦められる。

「お前は……っ。お前って奴やつは、どうして、そう……っ」

「ぎ、銀……ゃ、ぁあっ。そんな、いきな…り……は、ぁあ」

　無遠慮に、楔くさびが奥まで入り込んで来る。臓物がせり上がってくるような圧あつ迫ぱく感かんに息が詰つまったが、それも少しの間のことで──。

「お前が、悪いんだろ？　あんな、台詞せりふ……さらりと、言いやがってっ」

　最さい奥おうを突き上げられる。瞬しゆん間かん、強きよう烈れつな快感が全身に広がり、雪直は甘く啼ないた。

　それを見て取ると、銀はそこばかり執しつ拗ように突き始める。得も言われぬ悦えつ楽らくが絶え間なく襲おそってきて眩暈めまいがした。けれど。

「俺は……どうかしてるって、思ったんだぞ？　お前が俺のために、家のことを吹ふっ切ってくれたそばから、人間も捨てて俺と魂を繫つないでほしいと思うだなんて……どれだけ求めりゃ気が済む。いい加減にしろって……んんぅっ？」

　赤い顔でそんな悪態を吐く銀を引き寄せて、唇に嚙みつく。

「ん、ぅ……そんな遠えん慮りよ、もういらないよ？　は、ぁ……求めたいだけ、求めて」

　俺も、そうするから。その言葉を吹き込むように突き入れた舌で、銀のそれを舐めた。　>>>♥

　銀は大きく目を見開いた。だが、ふと……苦しげに目元を歪ませたかと思うと、かぶりつくように接せつ吻ぷんに応こたえてきた。

　そこからはもう、言葉なんかいらなかった。理性もどこかへ消えた。

　ただ、相手の名前を壊こわれたように呼び合いながら、舌で、四し肢しで、下肢で、互たがいを貪どん欲よくに求め合う。

　触られれば触られるほど、快感とともに伝わってくる銀からの深い想おもいに心が蕩とろける。触れれば触れるほどに銀への愛いとおしさが込み上げ、どんどん欲しくなる。

　際限がなかった。だから、どんなに快感に思考も体も蕩けてぐずぐずにされても、雪直は銀を探し続けた。







　獣けもののように求め合った後、「吹いてくれるか」と篠しの笛ぶえを差し出された。

　いつの間に拾ったのだと目を丸くすると、「大事なものだからな」と端たん的てきに言われ、さらに強く押しつけられる。

　そんなものだから、銀の膝ひざの上で笛を吹いた。事後、いつもそうしていたように。

　曲は、一番得意な曲……銀が一番好きな曲を吹いた。

　笛は……実を言うと、がさつで無風流な性格が災わざわいしてか、あまり得意ではない。でも、銀が笛が好きだと言うから一いつ生しよう懸けん命めい修練を重ね、何とか吹けるようにしたのだ。

　まあ、自分の笛は銀のためにだけ吹いているものだから、銀以外に聴きかせられる代しろ物ものではないのだけれど。

　今日も、銀のためだけに笛を吹く。音一つ一つに銀への想いを込めて。

　銀はそれを、機き嫌げんよく尻しつ尾ぽを振りつつ黙だまって聴き続けていた。しかし、笛を吹き終わると、雪直のこめかみに口づけ、その小さな体をそっと抱だき締しめてきた。

「ありがとうよ。それと……もう一つ、俺の頼み聞いてくれるか？」

「！　まだ強請ねだってくれるの？　ありがとう。今度は何……」

「これからも、俺と一緒に、戦場に出てくれないか？」

　雪直は思わず身を離はなし、銀に向き直った。銀は静かにこちらを見ている。

「右目が見えないから助けてほしい……だなんて理由じゃないぞ？　目のことは精しよう進じんを重ねて何とかする。俺はただ、お前しかいないと思うんだよ。俺の背中を預けられるのも、預けたいと思うのも、きっと……後にも先にも、お前だけ」

「……ぎ、銀」

「天界一の戦いくさ神がみには、二人でなろう。大だい丈じよう夫ぶ。お前となら絶対なれる。なんて、馬ば鹿かみたいに思えるんだよ。だから……？　どうした」

　突とつ然ぜん頰ほおを紅潮させて、わなわなと震ふるえ始めた雪直に、銀は耳をぱたぱたさせた。

「へ？　あ、あ……ごめん。これは、その……武む者しや震ぶるい」

　熱くてたまらない頰を両手で押さえ、雪直はもじもじした。

「じ、実は俺も……銀とまた、戦場に出たいって思ってたんだ！　……試ためしてみたいんだよ。自分の腕が……いや、銀となら、どこまで上を目指せるのか。俺、銀と一緒なら何でもできそうな気がするから、その……ああ、どこまで行けるだろうなあ。考えただけで、わくわくしてしょうがない……わっ」

　興奮気味にまくし立てていると、脇わきの下に手を入れられ高い高いされた。

「はは！　お前は本当に、いい男だよ」







　銀とともに天界一の戦神を目指す。とてもいい夢だ。想像するだけでドキドキする。

　でも、そうなるにはまず、どうすればいいのだろう？

　銀は役立たずだと天界から追い返された身だし、自分は銀と魂たましいを結んだとはいえ、下等な存在である人間だ。参戦させてくれと言っても、門もん前ぜん払ばらいを喰くらうのが落ちだろう。

　とりあえず、できることから始めようと、銀が左目だけの視界を克こく服ふくするための修練を二人で始めた矢先、伝馬が訪ねてきた。

「私の～可愛いお尻しりちゃん～、いつも誰だれかが狙ねらってる。誰か誰か、赤くなるほどぶってぇん」

　足取り軽かろやかに、変な歌まで口ずさんで、すこぶる機嫌がいい。何かとてつもなくいいことがあったらしい。でも、何と言うか……あんまり聞きたくない。銀も同じらしく、煙管キセルを吹かして無視していた。それなのに、

「伝馬さま、何やらご機嫌ですね。何かよいことがあったのですか？」

　無む邪じや気きで心優やさしいコマがお茶を出しつつ尋たずねると、伝馬がぽんっと手を叩たたいた。

「コマ殿どの、よくぞ訊きいてくださいました！　お喜びくださいませ。銀様と雪直殿の出仕が許されましたぞ」

「へえ！　それはとってもおめでたい……ええっ？」

　コマが素すっ頓とん狂きような声を上げた。雪直も同じく声を上げ、銀などは口から煙管を落とした。

「お、俺たちの出仕が許されたって、どういうことですか？　伝馬様」

　慌あわてて尋ねると、伝馬は懐ふところから書状を取り出し、銀に差し出した。

「実は、先日美々太様とともに天界に昇のぼり、栄達殿の件を報告してきたのです。そこで我らの輝かがやかしい活かつ躍やくを熱弁いたしましたところ、我が神様が次回の討とう伐ばつにはぜひ参加するようにと」

「……本当だ」

　開いた書状を走り読み、銀が呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。そんなものだから、雪直はコマと顔を見合わせた。無言で見つめ合っていたが、しばらくして喜びの声を上げて抱き合った。

「やった……やったよ、コマ！　銀が……銀が許してもらえたよ！」

「はい！　はい！　でも……雪直さまもおめでとうございます。こんなに嬉うれしいことはない…」

「……何っ？」

　コマを抱き締め、くるくる回りながら、歓よろこびを嚙かみしめていると、銀が声を上げた。

「変態！　これはどういうことだ。我が神が、俺とチヨとお前の三人で来いと言ってきてるぞ」

「……ええ？　三人？」

　雪直が首を傾かしげると、銀がこちらに書状を押しつけてきた。見ると、確かに出仕する時は三人で来るようにと書いてある。

「はは、何を驚おどろくことがあります。此こ度たびの勝利は私も大いに貢こう献けんしたのですから、我が神様がこのように所しよ望もうされるのは当然のこと」

　胸を張って言う伝馬に……まあ、確かにそのとおりだと、雪直は頷うなずく。

　栄達の企たくらみを最初に見み抜ぬいて手を回した機転の良さは勿もち論ろんのこと、伝馬は非常に優ゆう秀しゆうな戦馬で、戦場においても雪直を大いに助けてくれた。

　これからもともに戦場を駆かけてくれるというのなら、これほど心強いことはない。

「ですから、決して……決してね？　雪直殿に叩かれた快感が忘れられず、細工をしたわけでは……あ、すみません。興奮し過ぎて涎よだれが……ぶふっ！」

　ただ、この性せい癖へきがなあ……と、銀の尻尾で思い切り頰を叩かれて吹っ飛んでいく伝馬を見て、雪直は肩かたを竦すくめた。

「下心まみれじゃねえかっ。というか、人のもんに気色悪い懸け想そうをすんじゃねえ」

「銀様。ぶつなら尻にしてくれと、いつも申しておりますのに、いけずな方……あ！　もしかして、焼き餅もちでございますか？　ふふん、申し訳ありません。でもね、私をこんなにしたのは雪直殿でございます。私が『もうやめて！　限界』と懇こん願がんしても、『だったら、達いきながら走れ』と鞭むちで執しつ拗ようにお攻せめになるから……あんなにすごいの、初めてだった……」

「て、伝馬様！」

　鼻血を垂らしつつ身み悶もだえ始めた伝馬を慌てて制する。

「銀は俺が説得します。なので、今日はひとまずお帰りになって」

「……そうですか？　しかし、まだ大事なことをお伝えしていない……」

「よろしいのです！　伝馬さまがいらっしゃるとまとまるものもまとまりません！」

　だから帰って！　コマとともに思い切り尻を引っぱたくと、伝馬は「はぁああん！」と破は廉れん恥ち極きわまりない声を張り上げ、そのまま走り去っていった。その姿に深い溜ため息いきを吐ついて振ふり返ると、じっとりとした目でこちらを睨にらんでくる銀と目が合った。

「……お前、本気であんな変態とやっていくつもりか？」

「それは……確かに、あの性格は困るけど、伝馬様はいい戦馬だし、尻を叩けば何とかなるし、主君の神様のご命令だから……ね？」

「そうでございます、主あるじさま。伝馬さまなどお尻を叩いておけば、どうとでもなるのですから、この好機をふいにしてはなりません！」

　必死に宥なだめる二人に、銀は尻尾の先をぴくぴくさせた。

「お前ら、言っていることが俺よりひどいぞ？　……まあ、我が神の命令なら、しかたねえが……うん？」

　再び書状に目を落とした銀は、勢いよく耳を立てた。

「どうしたの？」

「お前宛あての言葉がある。『伝馬は里を守った褒ほう美びに取らせる。御お家いえや里を守ったように、今度は銀を守り通せ。期待しておるぞ、綾部の守り神』」

「……へ？」と、思わず間の抜ぬけた声が漏もれた。

　里はともかく、御家とはどこの家だ？　自分には守れた家などない。それに、綾部家の守り神というのは……と、首を捻ひねっていると、「ご免めん」と声がした。

　見ると、庭先からこちらを覗のぞき込む美々太とカズラたちの姿があった。

「伝馬の奴やつでは、上手うまく説明できぬだろうと思うて来てみたのだが……その顔を見る限り、案の定のようだのう」

「美々太様！　天界に、伝馬様とともにお口くち添ぞえしてくださったとのこと、かたじけのうございます。それで、あの……綾部家の守り神というのは」

「やはり、その箇か所しよか」

　そう言うと、美々太は部屋の中に入って来て、改まったように姿勢を正した。

「実は、ぬしの行方ゆくえ知れずになっておった兄たちのその後が分かった」

「！　兄上たちの……」

「うむ。ぬしの兄たちは、ぬしの足止めのおかげで、無事他国へと逃のがれることができた」

　その言葉に、雪直は呼吸を忘れた。

　──お前がここに残って一人戦うと言うのなら、俺たちはどんな手を使ってでも絶対に生き残ってみせる。

「その後は身を隠かくし、御家再興のために力を蓄たくわえ続けておったようでな。つい先日、かの地に戻もどることができたそうだ。二百六十年かけてな」

　──綾部の家を守り、この地に戻ってくる。どんなに時がかかっても、必ず！

　美々太の言葉とともに、兄たちと交かわした最後の言葉が頭に響ひびく。

「彼らは、ぬしのことをとても誇ほこりに思うておったようじゃ。子や孫たちに、常々こう申しておったらしい」

　雪直は戦いくさ神がみ様とともに天に昇り、戦神となって、綾部の名を天界に轟とどろかせている。雪直に恥はじぬ男になれ。どうか、雪直と交わした約束を、我らの代わりに果たしておくれ。

「それが代々語り継つがれ、ぬしはいつしか綾部家の神になった。かの地に戻った子孫たちも、ぬしの加護があったからこその悲願成じよう就じゆと申しておるそうな。人の身でありながら、そこまでを成せる男ならと、天界もぬしをお認めになってな……」

　──だから……だからな、雪直。お前も、諦あきらめないでくれ。たとえ我らがどうなろうとも、息の根が止まる瞬しゆん間かんまで、生きて生きて……生き抜いてくれ！

　──そうじゃ！　雪直。俺たちは……いや、家臣たちも、父上もきっと、お前を誰よりも誇りに思っている。ゆえに、何が起ころうと胸を張ってくれ。お前は、よい漢おとこなのだから。

「……ああ」

　これまで、己おのれに成せたことなど何もないと思っていた。

　生まれながらにして、父と兄たちから最愛の母を奪うばってしまったばかりか、戦神に愛されながら誰だれ一人ひとり守ることができず……。

　それでも、こんな自分でも銀が必要としてくれるのなら、精いっぱい努力しよう。

　これまでの、駄だ目めでしかなかった己おのが過去を振り切って。そう、思っていた。

　だが、今はどうだ。

　振り返れば、何もないと思っていたそこには、兄たちの姿が見える。

　いつも向けてくれていたあの優やさしい笑えみを浮うかべ、背中を押してくれている。

「お前のことが好きだ」「誇りに思う」という……どうしても素す直なおに受け取ることができなかった言葉の数々も、心にするりと入り込んでくる。

　ああ、自分はこんなにも大事に想おもわれていた。愛されていた。

　そんな人たちを、自分は守ることができた。「家を、兄たちを守ってくれ」という父の願いを叶かなえることができた。

　そう思ったら……ずっと、胸の奥で疼うずき続けてきた痛みが和やわらいでいくとともに、目め頭がしらが熱くなった。だが、涙なみだが眦まなじりから落ちる前に──。

「ゆ、雪直さま。よう、ございました。雪直さまの頑がん張ばりが、報むくわれて、本当に……あああ」

「こ、これ、コマ！　な、泣くでない。ぬしが、泣いては、雪直殿が泣きにくい……ううう。よかった……本当に、よかった……うう」

　コマが号ごう泣きゆうし、美々太もつられたように泣き出した。カズラとレンゲも小さな前足で目元を押さえて涙ぐんでいる。そんなものだから、涙の代わりに笑みが零こぼれた。

　……そうだ。自分は、人間界にいた時だけではなくて、今もこんなに想われている。

　そして、あの頃ころと違ちがい、それをちゃんと理解している。とてもありがたいことだ。これなら。

「はは、先を越こされたな。だが、そのまま堪こらえろよ？　他ほかの奴に、お前の泣き顔を見せるのはもったいない……っ」

　もっと遠く、どこまででも行けると思った。

　母を死なせた贖しよく罪ざいのためでも、綾部家の人間として生を受けた者の義務でもない。

　自分は所しよ詮せん駄目な人間だと俯うつむいたりせず、自分はこんなにも素す敵てきな人たちに大切に想われているのだと胸を張り、愛いとおしい男とともに思うがままに征ゆく。

　それなら、今度こそ……命が潰ついえる時が来ても、銀と二人笑って死ねる。

　でも……まだだ。死ぬのは、目め一いつ杯ぱい生き切った後。

　それまでは、ただひたすら、銀とともにどこまでも──。

「楽しみだね。これから」

　銀の手を握にぎり締しめ、嚙かみしめるように告げる。

　銀は一いつ瞬しゆん驚おどろいたように瞬まばたきしたが、すぐに心底嬉うれしそうに微笑わらって、握った手を握り返してくれた。

「ああ。よろしく頼たのむぞ？　守り神殿どの」







あとがき




　はじめまして、こんにちは。雨う月げつ夜や道どうと申します。このたびは、拙せつ作さく『白びやつ虎こさまの守り神』をお手にとってくださり、ありがとうございます。

　今回、担当様よりいただいたお題はズバリ「虎とら」でした。

　虎と言われ、最初にパッと思いつくのは中ちゆう華か。ついに私も初の中華ものかしらん！　と、思ったりもしましたが、日本にも虎の神しん獣じゆうがいたこと。そして、「虎＝戦神の眷けん属ぞく」という素晴らし過ぎるフレーズに心を鷲わし摑づかみにされて、今回も和テイストな話になりました。

　昔から弱いのです。「戦神」とか「一いつ騎き駆がけは戦の花」とか、聞いただけで武む者しや震ぶるいしてしまいます！　なので、銀にはとても雄お々おしくて格好いい戦神様になってほしかったのですが、お相手の雪直くんが記き憶おく喪そう失しつだったり、自分も怪け我がしていたりしたせいなのか何なのか。格好いいというより、苦労人という感じが強かったような……？

　でも、苦く悩のうをひた隠かくして飄ひよう々ひようと笑っている攻せめは好物なので、書いていて楽しかったです。

　受の雪直くん。ここまで綺き麗れいさっぱり忘れた記憶喪失の人を書いたのは初めてだったので、苦戦したりもしましたが、「攻は自分が守る！」という気き概がいのある受が好きなので、こちらも楽しく書けました。




　こんな話にイラストを描かいてくださいました、テクノサマタ先生。

　銀は惚ほれ惚ぼれするほど格好よく、雪直くんは「お前みたいな可愛い戦せん闘とう民族がいてたまるか！」ってくらい可愛く凜り々りしい。それからコマ！　垂れ目の猫ねこ（？）ってこんなに可愛かったのかと身み悶もだえてしまいました。

　伝馬や美々太たちも……挿さし絵えにほとんど登場させてあげられないのが口く惜やしくてしかたないほど素敵に描いてくださいました。

　テクノサマタ先生、本当にありがとうございました！




　担当様も、戦神という題材を受け入れてくださっただけでなく、色んなアイデアやアドバイスを出して尽じん力りよくしていただいてありがとうございました！　おかげさまで、こうして形にすることができました。

　伝馬が登場するたびに爆ばく笑しようしながら読んでくれた、変態好きの友人にも感謝感謝です。




　最後に、ここまで読んでくださった皆みなさま、ありがとうございました。

　愉ゆ快かいで可愛い仲間たちに見守られながら、互たがいを見つめ直す戦神様と守り神さんを少しでも楽しんでいただけますと幸いです。それでは、またこのような形でお会いできることを祈いのって。
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『白虎さまの守り神』

電子版特別 おまけショートストーリー







　……なんで、こんな奴に。

　何度として、そう毒づいたかしれない。

　ガキで、見た目も中身もぼんやりで、天然で……どれ一つとして、俺の好みじゃない。おまけに、

　──ダンゴムシちゃん、今日は何して遊ぼうか？　どろんこ遊び？

　とんでもなくひでえ名前つけやがって！　ダンゴムシってなんだよ。せめて、ダンゴでとめておけってんだ、畜生！

　何もかも、たまったもんじゃない。

　じゃあ、なぜ逃げ出さず一緒にいるのか？　それは……こいつが問答無用で俺を組み敷いて、自分の守護神にしてしまったせいだ。

　あの時は、完全に油断していた。人間界に召還された直後で力がほとんどない状態だったにも関わらず、うっかり腹を出して昼寝をしていたら、「わあ！　可愛い猫ちゃん！」と襲いかかられて……ああ、なんという失態だ！

　──ダンゴムシちゃん、そんなに俺のこと好き？　……うん！　俺も大好きだよ！

　馬鹿。誰が好きだなんて言った。

　お前のことなんか、全部しかたなくだ、しかたなく！　……なんて、思っていたのによ。





＊＊＊






　敵の本陣が進路を変え、こちらに向かってきている。

　綾部家の家臣からその旨を知らされた時、俺はわずかに耳を動かした。

　チヨの父や兄たちが率いる綾部家の主力部隊は今、遠征に出ている。この地に残っているのは、わずかな兵と留守居役を任された、いまだ初陣も果たしていないチヨだけだったから。

「敵の数は？」

　端的に尋ねる。相手の顔が、いよいよ強張る。

「まだ、正確には分かりませぬが、三千は……優に超えているかと」

　こちらの数は百五十。数だけでみれば絶望的だ。

「こうなったからには、城に立てこもり籠城するより他ありません。守りに徹し時を稼いで、殿の帰還を待つのです」

「……まあ、それが妥当だろうな」

「それで、その……本来なら、兵の指揮は留守居役の雪直様がされるのが筋でございますが、雪直様はお若く、初陣もいまだ果たしておられません。ですから、その……」

「分かった。指揮は俺が取ろう。籠城戦は趣味じゃねえが……任せておけ。俺はチヨの守護神だからな。チヨもこの地も、必ず守りとおしてみせる」

　きっぱり言い切ると、家臣は深い安堵の息を吐いた。

「ありがとうございます。どうぞ、何なりとお申しつけください。雪直様もこの城も、我らには命よりも大事なもの。守れるなら、命など惜しゅうありませ……っ」

　深刻な表情で訴えてくる相手の肩を、軽く叩いてやる。

「そう力むなよ。玉砕覚悟で討って出るわけでもなし。とりあえずは、籠城の準備を進めてくれ。それから……チヨには、このこと」

「……はい。お伝えしております。表面上は落ち着いておられましたが、すぐに……一人になりたいから、しばらく外してくれと申されて」

「一人になりたい？　あいつが、そう言ったのか？」

　思わず訊き返す。チヨは暢気でぼんやりのくせに、恐ろしく見栄っ張りで、どんなに辛くても、その素振りさえ見せるのを嫌がる性分だ。それなのに、そんな弱音を吐くなんて。

　まずいな。相当参ってる。

「そうか。なら、今から行ってみる。当主の息子が、いつまでも動揺しているままじゃ、皆に迷惑だからな」

　わざと明け透けな口調で言い捨て、踵を返す。

　そのまま、足早にチヨの部屋へと向かいながら、俺は舌打ちした。

　いつもなら、「怖気づくなんて、天下一の戦人になるが聞いて呆れる」とからかうところだが……さすがにこの状況だと、そんな気も失せる。

　綾部家の全てであるこの城が敵の手に落ちれば、遠征に出ている者たちも皆、未来がないという、こんな状況じゃあな。

　あんまり、思い詰めてなきゃいいが──。

　チヨの部屋の前に来た時、俺は一つ小さな息を吐いてから襖に手をかけた。

「チヨ。俺だ。入るぞ……っ！」

　部屋の襖を開けた途端、俺はぎょっとした。

　チヨの細い眉が、ものすごく太くなっていたからだ。

「わ！　銀っ。いきなり入って来るなよ！」

「ちゃんと声かけただろうが。ってか」

　袖で隠そうとするチヨの小さな顔を両手で摑んで上向かせる。

「何だよ、この眉。これ……墨で書いたのか？」

「へ？　……うん」

　こくりと頷くチヨに、頭の中が「なぜ」でいっぱいになる。

　こいつは時々、訳の分からない奇行をやらかす天然だと知ってはいるが……思い詰めるあまり、頭がおかしくなったのだろうか？　と、本気で心配していると、

「ねえ。ちょっとは……強そうになったかな？」

　はにかんだ顔で、そんなことを聞いてくる。俺は無言でチヨから手を離し、顔を近づけるよう手招きした。

「？　何……ぎゃっ！」

「お前って奴は！　突っ込みどころが多過ぎて、言葉もねえよ！」

　そのへんに転がっていた手拭いを手に取り、不格好極まりない顔をごしごし擦りながら、俺は声を荒げた。

「うぐぐ……そう？　おかしいなあ。眉毛を凛々しくしたら、少しは強そうに見えると思ったんだけど」

「不細工になっただけだ、馬鹿。てか、なんでいきなりこんなこと」

「それは……そうしたら、銀が俺に抱かれてくれるかなって、思って」

「ああ？　俺を抱きたいだ？　チヨのくせに、何生意気なこと……は？」

　思わず、間の抜けた声が出た。

「お、お前……今、なんて言った」

「……銀を、抱きたいって。……駄目、かな？」

　耳まで真っ赤にしてそんなことを聞いて来るチヨに、俺は面食らった。

　大事だ。一番好きだと、いつも言われていた。

　だが、チヨのいう「好き」は友情、もしくは家族愛のようなもので、性欲は含まれていない……いや、そもそもチヨには性欲なんかないと思っていた。

　そんな素振り、ちっとも見せやしなかったし、何より……チヨは天真爛漫過ぎる。

　だから……そういうことはできるだけ考えないようにしていた。そうじゃなきゃ、無防備にじゃれついてくる、チヨの純真無垢な瞳を直視することなんかできなかったから。

　それだってのに……俺を抱きたいだ？　こんな……まぐわうの意味さえ知らないと言わんばかりの顔をして？　チヨのくせに？

「お前、本気で……俺を、抱きたいのか？」

　にわかには信じられず、思わず訊き返す。チヨは赤い顔のままこくりと頷いた……が。

「うん。だって、銀は……俺じゃ、どうやったって勃たないだろう？」

　ぽつりと、そんなことをいうものだから、俺は目を見開いた。

「な……なんで、そう思う」

「だって、銀……強い奴が好きだって、いつも言ってるじゃないか。でも、俺は……こんな、弱っちい見た目だから……」

　どうもチヨは、俺が筋肉隆々の見るからに強そうな見た目の男が好みだと思っているらしい。

　頭を抱えたくなった。確かに、強い奴が好きだと言った。だが、別にそういう意味じゃなくて……全く、こいつの頭の中はどうなっているのか。

　とはいえ、いつものようにからかう気にはなれなかった。いや……それどころじゃなかった。

　つまり、チヨは俺に──。

「……ごめん」

　俺が黙ったままでいると、チヨは沈んだ声で呟き俯いた。

「こんなの、格好悪過ぎるよな。銀と繫がれたら、俺はきっと……怖いものなんてなくなるからって、こんな……うん。本当にごめん。忘れて……んんっ？」

　今にも泣き出しそうな顔で無理矢理笑いながら、声を振り絞るチヨを見ているとたまらなくなって、俺はチヨの唇に嚙みついた。

　そのまま、驚いて開いたままになっている口に舌をねじ込むと、チヨの細い肩が震えた。

　思わずと言ったように、体が逃げを打つ。俺はそれを許さず抱き寄せて、舌を絡めた。

　初めて絡めたチヨの舌は温かく、可愛くて……ひどく、甘い気がした。

「ぎ、ぎん……んっ。ゃ……ぁ、んんぅ」

　口の中で漏れる、震えた掠れ声も、たかが口づけ程度で力が抜けて腰砕けになる小さな体も、想像以上に可愛くて余計に興奮した。

　そのまま押し倒したい衝動に駆られたが、俺を見つめてくるチヨの目が、不安げに揺れ始めたものだから、俺は理性を総動員させて唇を離した。

　こいつは今、眉毛を墨で塗り手繰るくらい、いっぱいいっぱいの状態なんだ。欲望のままにがっついていいわけがない。

「はぁ……はぁ……ぎ、銀。あの……っ」

「誰が、勃たないなんて言った」

　目を見て言うのが何となく気恥ずかしくて、抱き締めてぼそりと言ってやると、チヨの小さな体がびくりと震えた。

「……勃つのか？　俺でも」

「ああ。……まあ、好みかって言うと、全然違うが……って、別に、筋肉もりもりの野郎が好きだってわけでもねえが、俺は……お前だと、好みとか、どうでもよくなるんだよ」

「……銀」

「大丈夫だ。俺も……お前が好きだ。少なくとも、俺と体を繫げられたら、怖いもんなんかなくなるって、お前が想ってくれたことが嬉しいって思うくらいにはさ。だから……っ」

　今度は俺が、言葉を口づけで取り上げられた。

「んぅ……銀、銀。好きだ……大好き。銀が、そう言ってくれるなら、俺……んんっ」

　譫言のように言いながら、溢れ出る感情のままに舌を動かす。その所作はどうしようもなく拙くて、快感も何もあったものじゃない。

　だが、その拙さや必死さが妙に愛おしく感じられて、俺もチヨに手を伸ばした。

「チヨ……大丈夫さ。この程度、どうってことない。俺が……」

　守ってやるから。そう、言いかけた時だ。突然、チヨが勢いよく身を離した。

「？　チヨ。いきなり、どうした……っ」

「ありがとう！」

　俺の手を力強く握り締め、チヨが顔をぐいっと近づけてきた。

「銀に、そう言ってもらえて……俺もう、何も怖くない。何でもできる気がする！」

　俺の初陣、しっかり見ててくれ！

　爛々と輝く瞳でそう宣言すると、チヨは部屋を飛び出して行った。

　あまりに予想外の出来事に俺は呆気に取られたが、しばらくして「はあ？」と声が漏れた。

　人をその気にさせておいて……何なんだよ、あいつ！

　いまだに内で欲望が燻ってるだけに、舌打ちせずにはいられない。とはいえ、まあ……両想いだと分かったし、あいつも元気になったし、いいとするか。

　この戦を片付けてから押し倒しても遅くはない。と、思っていた時だ。馬の嘶きがあたりに響いたかと思うと、

『雪直様っ？　何をなされますっ』

　騒ぎ声が聞こえてきた。一体何だと、声がするほうに向かった俺はぎょっとした。

　軽装備に身を包み、馬に跨ったチヨの姿が見えたからだ。しかも、

「何を？　決まっている。これより、出陣する！」

　家臣たちに向かって、そう言い放つではないか。

「な、何を申されます！　我が兵は百数名。この城を守るのにも足りないほど……」

「供はいらん。俺一人で征く。お前たちは城を守っておれ」

　どよめきがより一層深まる。当然だ。たった一人で数千の兵に立ち向かうなど、無謀としか言いようがない。

「雪直様！　お気を確かに。血迷うてはなりませぬ！」

「そうですっ。まだ、万策尽き果てたわけではありません。玉砕するには早過ぎる」

「玉砕？　はは、これは重畳」

　青い顔で懸命に止める家臣たちの言葉に、チヨは朗らかに笑った。

「な、何が重畳でございますっ？」

「城から討って出るなど血迷っている。お前たちがそこまで思い込んでいるなら、敵も同じことを考えているはずだ。敵は高々百数名。大将は初陣も済ませておらぬ童。今頃城の中で震えていると。その油断を突く。背後に回り込み本陣を攻めるんだ」

「で、では、我らもともに……」

「駄目だ。お前たちはこのまま籠城を続けろ。そうすれば、敵は一層籠城戦だと思い込む。俺はその隙に村で兵をかき集め、その者たちとともに本陣に突っ込む！」

　俺の脳裏に、先ほどのチヨの様子が蘇る。

　とても心許ない顔をしていた。俺と……今までの繫がりだけじゃ足りない。体でも繫がらなきゃ不安なのだと。

　俺はそれを、立派に籠城戦の指揮を執る自信がないという意味だと思った。だが、実際は……籠城どころか、討って出ることを考えていたのか。

　──ありがとう！　銀に、そう言ってもらえて……俺もう、何も怖くない。

　俺の手を摑み、そう言って振り返りもしないで駆け出して行ったチヨ。

　そして今は、まるで別人だ。その姿はまさに──。

「し、しかし、そんな……一番危険な役目を、雪直様にさせるわけには……」

「俺じゃなきゃ駄目なんだ。綾部家の人間が直々に赴かなきゃ、どこも人を出さない」

　今度こそ、全員が黙った。誰一人何も言わない。そんな彼らに、チヨは力強く笑った。

「ほら。俺は血迷ってなんかいないだろう？」

「ゆ、雪直様……」

「大丈夫だ。俺は勝つ。いずれ天界一になる戦神が認めた男だぞ？　負けるわけがない」

　そうだろう？　あどけないその顔にはあまりにも不似合いな、豪胆で不敵な笑みを浮かべて問うと、家臣たちが思わずと言ったように歓声を上げた。

　その顔にはもう、先ほどまでの不安げな表情はない。そのことに満足げに頷くと、チヨは手綱を引き、踵を返した。

　行ってしまう。またしても、俺を一度も顧みず。そう思った瞬間、俺は「チヨ！」と叫んだ。

「お前、守護神を何だと思ってるんだ？」

　チヨが振り返るなりそう言ってやると、チヨは目を丸くした。だが、すぐに苦笑して、

「知ってる。けど……銀は、強い男が好きだろう？」

　そんなことを言いやがる。俺は笑ってしまった。ああ……本当に、こいつだけは──。

「ばあか」

　……なんで、こんな奴に。

　何度として、そう毒づいたかしれない。

　ガキで、見た目も中身もぼんやりで、天然で……どれ一つとして、俺の好みじゃない。

　お前のことなんか、全部しかたなくだ、しかたなく！

　ずっと、そう思ってきた。だがもう、そんな噓さえ吐けない。そんな暇がない。

「チヨ、俺も行く」

　うかうかしていると、この男は一人駆け出して行く。脇目もふらず、振り返らず。

　だから、全力で追いかけなければならない。無様に背中を追いかけるのは趣味じゃない。

「え？　来るの？　……せっかく、いいとこ独り占めしようと思ったのにな」

「はっ！　そんなことさせるかよ」

　笑って走り出すチヨを、虎型に変化して追いかける。

　強く、愛おしい戦人と、並び立つために。
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